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デジ タル 版 に は 、 表 紙 画像 や 目次 に 掲載 し て いる 記事 、 画 像 、 広 告 、 付 録 が 
含ま れ な い 場 合 が あり ます 。 
人 @ 掲 載 情報 は 原則 と し て 奥付 に 表記 し て いる 発行 時 の も の で す 。 


以上 を ご 理解 の 上 、 ご 利用 くだ さい 。 


還 New Open 


アー トコ レク ター の 家 が モチ ー フ 
LOEWE 旗 艦 店 が オー プン 


ス ペイ ン の ラグ ジュ アリ ー レ ザー プラ ンド 「L 

OEWE」 の 新た な 旗艦 店 「CASA LOEWE 
Tokyo」 が 銀座 7 丁目 に 誕生 し た 。「CASA LOEW 
E] は すでに ロン ドン や マドリ ー ド な ど 世 界 中 で 展 


開 し て いる 店 舗 で 、 コ レク ター の 家 を イメ ー ジ し て 
デザ イン 。 コ レク ショ ン の は ほか 、 彫 刻 や 絵画 、 工 芸 


品 を 展示 し て いる の が 特徴 だ 。 東 京 の 旗艦 店 で は 、 
家具 デザ イナ ー・ ジ ョ ー ジ ・ ナ カシ マ 、 陶 芸 家 の 柔 
田 卓 郎 と 、 芸 術 家 ・ ユ ・ ア ゲ マ ィ ツ な ど 日 本 を 代 
表す る アー ティ スト の 作品 も 選出 きれ て お り 、 フ ル 
ライ ン ア ッ プ の 商品 と と も に 飾ら れる 。 東京 な ら で 


は の LOEWE の 世界 観 を 楽し みた い 。 

カ 

MI 1・2) 店 内 で は コン クリ ー ト を Pe 

防 計 に 李 、 有 の 手すり 、 天 JARAEOEWEOMI 

ャ の スラ ッ ト 、 棚 は 日 本 産 の 住所 : 東 京都 中 央 区 銀座 7-5-4 
バ 材 を 使用 し た 。3) 各 フ ロア に Tel : 03-5568-6191 

ン ジョ ー ジ ・ ナ カシ マ の 「 コ ノイ ド ・ 営業 時 間 : 11:00 一 20:00 

に クッ ショ ンチ ェ ア ] を 配置 定休 日 : 不定 休 wwwloewe.com 
月 

6 

日 

発 

売 

す 、 お いし い ご 飯 ] の た め 


ッ ト 」 な ど で 知 られ る 、 鋳 物 ホ ー ロ 
一 鍋 プ ラン ド 「 バ ー ミ キュ ラ 」。 そ を 
ド の プラ ンド 発信 拠点 と し て 、12 月 3 


古 | ロ 
ノ Y オ 世 に 生ま れ た 炊飯 器 「 ラ イス ポ 


日 ( 火 ) に 体験 型 複合 施設 「 バ 


キュ ラ ビレ ッ ジ ] が 愛知 県 名 古屋 
イ 市 に オー プン する 。 施設 は バー ミキ 

ュ ラ を 使用 し た 料理 が 味わえ る レス 
ンジ トラ ン や 、 ベ ペー カリ ー カ フェ を 併設 
に し た 「 ダ イン エリ ア 」 と 購入 前 に 味 
や 使い 勝手 を 体験 で きる 「 ス タ ジ オ 
エリ ア 」 の ふた つ に 分 か れ 、 バ ー ミ 
キュ ラ の 上 魅 力 に 触れ る こと が で きる 。 


@⑨ Da 
VERMICULAR VILLAGE 


住所 : 愛知 県 名 古屋 市 中 川 区 舟 戸町 2、4 運 河 沿 い 
Tel : 052-355-6800( レ スト ラン ) 、052-355-6801 
(ワラ クッ プ ジ ョ ッ プ ) 営業 
8:00 一 22:00 (月 ・ 
ベー カリ ー カ フェ 10: 
祝日 は 8:00 一 、 フ ラッ グ シ ッ 
20:00、 土 ・ 日 曜 、 祝 日 は 9.00 一 

定価 日: 水曜 (フラ ッ グ シッ プシ ョ ッ プ の み ) 
wwwvermicularjp/village 


上 ) 場所 は 「 バ パー ミキ ュ ラ ] を 考案 し た 愛知 ドビー の 創業 地 ・ 
名 古屋 市 中 川 区 の 中 川 運 河 沿い 。 下 ) フラ ッ グ シッ プシ ョ ッ 
プ で は ビレ ッ ジ 限定 販売 品 や 新 製品 の 先行 販売 も 行う 
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還 New Product 


N 一 [万 | 琴 2 パ イオ = ェ ア ・ 
1I ババ 1 革 カ が ミラ テー レス 2 
大 カメ ラ 「 ラ イカ SL2] ミー っ 2 
化 統 町 品 は 、2015 征 に 誠 生 
も し た ライ カ SL の 後継 機 
ニス 
目 受 
つこ レ 補 E 4 
ま 1 ィ カ の 伝 未 
ジ 結 6 
@Dam 
ワ M ライ カ SL2 
っ RW 価格 :89 万 1000 円 
は 型式 : フ ル サ イ ズ セ ン サ ー 搭 載 ミ ラー レス シス テム カメ ラ 
【G⑳ サイ ズ : H107XW146XD42mm 重量 : 約 8359 (バッ テリ ー 含 まず ) 
し ゞ 間 : ライ カ カス タマ ー ケ ア Tel : 0120-03-5508 www.leica-camera.co.jp 
デ 
ィ 
ス 
2 術 り の か た ち も 変 化す る 時 代 
が ー と 十 
ャ ] | 『30 生 創業 の 京都 の 仏 載 ・ 仏 具 メ ー カ ー 若 林 人 
の 内 製作 所 が 、 新 た な 仏壇 の ス ほす る 
は raison drre] プロ ジェ クト 第 1 弾 は 6 組 の 
毎 6 
クリ エイ ター が 、 “仏壇 の 在り 方 上 芸 の 技術 
を も っ て 各 視 点 で 再 構築 。 作 品 は 受 ? 販売 中 
円 @Dam 
で ーー raison d'etre (レゾ ン デー ト ル ) 
す ュー ニー 1st コレ クシ ョ ン 
価格 仕様 に より 異な る 
参加 クリ エイ ター: 板 坂 論 、 倉 本 仁 、 
! 氷山 杭 子 、 名 和 晃 平 、 
橋本 タ 紀 夫 、 眞 城 成 男 (敬称 略 ) 
間 : 若林 億 具 製作 所 Tel:075-371-3131 
wwwwakabayashi.co.jp 
多 に 人 敬意 や し て 
産品 こ 包 X 尽 、 
っ - ビ o ヽ 
ブフ ド リ レ シッ ペン 
ドー ル ペ ン の 中 間 の よう な ペン が あっ た 
ザ 4 ナ ー 2 ZWPKS2R の 直人 
つく っ た 「LAYERED」。 木 の 板 で : 
# を 得 て お り 、 イ ンク は 三菱 争 和 の TETSTREAM 
鉛筆 の 存 ペン の 使い 心地 が 共存 し た 逸 品 に 
@ Da 
LAYERED 
価格 :2 万 2000 円 色 :Black、Nawy、Burgundy、Green 
問 : ボス タル コ 京 橋 店 Tel: 03-6262-6338 https://postalco.net 
005 部 ex Discover Japan 
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還 New Fashion 
二 人 で 着 た い 上 質 疾 喧 ド 


| 冬 の 訪れ を 告げ る "干し柿 づく 5" か ら 着 想 
| を 得 て 、 雪 に 覆 わ れ た 冬 の 田畑 を イメ ー ジ 
し た ワッ フル 柄 が 美しい ニッ ト 。14 番 手 ほ とい うぅ 
太い 糸 を 2 本 的 り 合 わせ 、 そ の 糸 を 3 本 取り で 5 
ゲー ジ の 編み 機 に か け て 編み 立て られ た ニッ ト は 、 
ふん わり と し た 快適 な 着 心地 に 加え 、 保 温 性 も 抜 
群 。 男女 の サイ ズ 展 開 が ある た め 、 冬 の 装い な ら 
で は の ニッ トス タイ ル を 2 人 で 楽し も うぅ 


YASHIKI 


Size : 0、1、2、3 Material : Wool80%、Nylon2096 ーー デア トン 
Color : WHITE、CAFE、NAVY Price :3 万 4000 円 ー 
間 :alpha PR (アル ファ PR) Tel : 03-5413-3546 


> すっ 由 


リア の ガラ ス ・ 白 の ガラ ス で つく られ た 
チェ ー ン ネッ クレ ス は 、 雪 の よう な 透明 


癌 


ジ ラ シ カ ル な デザ イン で 、 パ ペー ティ シー ン 
バ 側 で の ドレ ス ア ッ プ 用 に 最適 。 皇 太子 妃 雅 子 さ ま 
は が 4 ッッ 2k20 IN 
毎 上 よ 侍 し に な っ た 逸品 だ 。 男 性 読者 の 皆さん 、 年 末 
、、 年始 の ギフ ト と し て 要 チ ェ ッ ク 1 
発 
売 ーー 
で 
す で N 
の 4 ーー SS 1 
、 で ーーーー で 1 
\ ン | い 1 
Hender Scheme ユ 1 SR パ 
Size : H90XW110XD20mm Material: calf leather、leather 
Color : Black、Brown、Red、Yellow、Orange | ば 
Price : 3 万 7800 円 問 : ス キマ 恵比寿 Tel: 03-6447-7448 リ W 
ギフ ト に も 最適 な 
こも 取 週 人 | こ 
カフ フレ な 財布 で 
ノ よ 2\ 
昨 今 で は 、 キ ャ ッシュ レス 化 が 進み 小さ め の で ご 
財布 が トレ ンド に な っ て いる 。 そ を そこ で お す 
すめ な の が 、 こ ちら 。 ベ ジ タ プ ブル タン な めし 
に よる 発色 の よる を 生か し た カー フレ ザー の 財布 GE1 SIRI SIRI 
は 、 二 っ 折り タイプ で 、 お 札 、 小 角 、 カ ー ド 類 が ? 末 
ン パ クト に 収納 可能 ド る に 使え る の Size :Free Material: 耐熱 ガラ ス 、 チ ェ ー ン 真 鏡 (金メッキ ) 、 
コン パク ト に 収納 可能 に 4 0 ックス に 使え る の タグ 14KGF Color:White、Green、Brown 
で ギフ ト に も 喜ば れる こと 間違い な し Price : 4 万 9000 円 問 :SIRISIRI Tel:08-6821-7771 
007 写真 = 伊藤 大 作 スタ イリ スト = 杉 演 優 rexc: Shigeo Kanno phoro: Daisaku Iro srylisc Yu Sugiura 
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ー> こ せめ っ 再 


こさ ぺ ・ 


半 当 溢 加 の 丘 湖 古 ざ 
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Exhibition 


: ナ ベル ホネ ン の 世界 へ ようこ 


IP 別 な 日 常 服 ] を コン セ 
特 プ ト に 服 づ (5 を 行っ 
て きた プラ ンド 「min perho 
nen (ミナ ペル ホネ ン )」。 デ 
ザイ ナー の 皆川 明 氏 が 設立 し 
た 同 グ ラン ド は 、 服 に は じ ま 
りう つ わ や 家具 、 を 
も 手掛け る な ど ク リエ イシ ョ 
ン の 幅 を 広げ る 。 本 展 で は 初 
期 か ら の 400 着 を 超す 衣服 が 
並べ られ た 空間 や 、 図 案 の 着 
想 元 の 展示 な どか ら 、25 年 


に わた る プラ ンド の 歩み と 皆 @paw 
ミナ ペル ホネ ン 皆川 明 つつ く 

会 期 : 2020 年 2 月 16 日 (日) 会場: 東京 都 現代 美術 館 企画 展示 室 3F 住所 : 東 京都 江東 区 三好 4-1-1 

時 間 : 10:00 一 18:00 (入場 は 閉 上 の 30 分 前 まで ) 料金 : 一 般 1500 円 、 大 学生 1000 円 、 高 中 生 600 円 、 小 学生 以下 無料 
傍 日 月曜 (1 月 13 日 は 開館 )、12 月 8 日 2020 年 1 月 1 日 、1 月 14 日 Tel: 03-5777-8600 https:/mina-tsuzukujp 


川 氏 の $ も の づく り の 思想 を 垣 
間 見 る こと が で きる 
ド 独自 の 世界 観 に 


避 川 広 重 「 名 所 江戸 百 坪 介 戸 本 大 | 江戸 時 代 / 安 政 4 年 (1857! 


大 判 欠 東京 江戸 東京 博物 館 吉 


展示 期間 :2019 年 12 月 17 日 一 2020 年 1 月 19 日 (東京 会 場 


も が 一 度 は 見 た こと の ある 、 
の 名 作 が 一 堂 に 会 する 展覧 


あれ る 国内 外 で 人 気 の 高い 5 人 の 
、 役 者 絵 の 写 


(P94 一 25) と 広重 


@Daw 


大 浮世 絵 展 歌 磨 、 写 楽 、 北 斎 、 広 重 、 国 芳 夢 の 競 演 


期 


江戸 東京 博物 館 

住 : 東京 都 時 田 区 横綱 1-4-1 

時 間 : 9:30 17:30 (土曜 は 19:30) 
※ 入 館 は 閉館 の 30 分 前 まで 


休 物 日 : 月 曜 (1 月 13 日 は 開館 )、 12 月 28 日 ( 土 ) 


020 年 1 月 19 日 (日) ※ 展 示 替 え あ り 


2020 年 1 月 1 日 ( 水 ) 


料金 : 一 般 1400 円 、 大 学生 1120 円 、 高 中 小生 ・65 歳 以上 700 円 


Tel: 03-3626-9974 https:/dai-ukiyoejp 
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の Photograph Yoshihko Ueda photo: Mtsuo Okamoto 


| 来 と 姜 術 展 : Al、 る 
E3 ロボ ポット 、 都 市 9 
生命 一 一 人 は 明日 どう 生 
きる の か 」。 森 美術 館 で る 
開催 中 の 本 展覧 会 は 、 Al 
「IBM Wason」 を 利用 し き 3 
名 づけ て いる 。 多 てく の 判 境 
断 を Al に 任せ る 未来 を # 


作 連 る さ うな は 、 


れ た 芸術 を 通し 、 近 未来 4 
に 起こ り 得 る 社会 の 課題 ヶ ! 
を あら わ に する 33 
は 何 か ? 人 間 の 生き る 09 
目的 と は ? 本 展 の 企画 年 


を も っ て 館長 を 退く 南條 
史生 氏 か ら の 問い か け だ 


展覧 会 名 を AI が 決め る ? 


@Dae 
未来 と 芸術 展 :Al、 ロ ボッ ト 、 都 市 、 生 命 
ーー 一 人 は 明日 と どう 生 きる の か 


会 期 : 一 2020 年 3 月 29 日 (日 ) 会 場 森 美術 館 

住所 : 東京 都 港 区 六本木 6-10-1 六本木 ヒル ズ 森 タワ ー 53F 

時 間 : 10:00 一 22:00 (火曜 は 17:00) ※ 12 月 31 日 、2 月 11 日 は 
22:00 ま で 開館 氷 入 館 は 閉館 の 30 分 前 まで 休館 日 : な し 

料金 : 一 般 1800 円 、 大 高生 1200 円 、4 歳 一 中 学生 600 円 、65 歳 以上 1500 円 
Tel: 03-5777-8600 wwwmori.artmuseum 
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特集 
ーー 往 Regular Features 
014 三 =^ 003 TOPICS New Open 
ア へ 005 TOPICS New Products 
007 TOPICS New Fashion 
し ゝ ま の を ーー 気 ( る の ( は 009 TOPICS Exhibition 
世 中 3 012 限 研 吾 が 暮らす 神宮 の 栖 
ノブ L メ MW こ 泊 075 世界 も 注目 ! あたら し い 仕事 を つく る ひと 
っ 田 ュ Konel 出 村 光 世 ・ 才 野 靖 洋 
この 田 し か し が し L 計 082 犬養 裕美 子 の 新 ・ ニ ッ ボ ポン の レス トラ ン 名 鑑 
086 EXILE 橋 ケン チ の 今 育 の SAKE 
088 スタ イリ スト 高橋 みどり 食 斉 の 匂い 


we | 書道 家 ・ 武 田 双 雲 の 半 生 091 < た 則 の キャ ラク ター 
092 HANEDA の 未来 


1975 一 2020 094 丸の内 発 26 時 


096 は じ ま り の 奈良 
098 若虫 山 人 の オ ン ・ ザ ・ ロ ー ド 


Pe | チー ムー 丸 "上 な っ て 導 に 命 を 1 

ゝ - 押 LE > culture clips 

込め る 日 本 製紙 クレ シア 則 家財 風景 を 研ぐ 
930 | 書 と 家電 の 相反 する 112 お 菓子 研究 家 福田 里香 の 民 装 お 菓子 巡礼 
コラ ボレー ショ ング 日 立 
932 | 未来 の レガ シー を つく る NTT 

JNN ゴ 現代 アー ティ スト と し て の 個展 に 向け て 、 ひ と 足早 く 大 公開 
me | な が ぜ 武 田 双 雲 の 書 は 、 | Souun ツ の 
々 の 心 を 躍ら せる の か 8 

人 々 の 心 を 躍ら する の か 。 “読め ろ ” 現 代 ア ー ト 


名 【 
書 の 現場 を 定点 観測 書道 道具 を 解剖 


“ 楽 " し む 書 道教 室 [ ふ た ば の 森 」 と は ? 陸 を 


w | 双 雲 の 書 に 魅せ られ て 。 
165 | 高橋 邦 忠 る ん と リン クル 川崎 祐一 さん が 考え る 、 


ホテ ル ザ セレ ステ ィ ン 京 都 砥 園 
プラ ン デ ィング と マー ケティング 


きた 


エド ウイ ン ン 関山 中 韻 寺 (⑨) 
書道 家 か ら 現代 アー ティ スト に 転身 する まで の 

054 | 武田 双 雲 の 半生 を 振 9 返る 系 

056 | SouunO 初 な る 、 大 規模 個展 

「 ピ カム こめ ん 。」 展 を 開催 し ます ! 


アー ト プ ロ ジェ クト の 仕掛 け 人 、 高 橋 邦 中 さん が 語る 


9 Souun ソ アー ト の 魅力 


w | 現代 アー ティ スト ・ 卓 劉 
Souunn ソ に ュ 
魅せ られ て 


レオ ス ・ キ ャ ビタ ル ワ ー ク ス 
藤野 英 人 さん 
アカ ツキ 塩田 元 規 さん 


*a Souun ソ の 
アー ト 現 場 へ 潜入 


第 2 特集 : テ ー マ の ある 旅 
世界 遺産 登録 20 周 年 「 日 光 の 社寺 」 を めぐ る 


sw | 一期一会 の 日 光 を 求め て 
佐 較 時 を 温泉 ・ あ ・ 肥 前 吉田 焼 旅 する 

we | 嬉野 、 二 拍子 紀行 。 

次 に 行き た い の は テー マ の ある 旅 

972 | 北斎 で 旅 する 新 ニ ッ ポ ン ツ ー リ ズム 


約 400 年 前 に 誕生 し た ニッ ポン の 磁器 を 求め て 


974 | 有田 焼 ホッ ピン グ 


※ 掲 載 さ れ て いる 価格 は 、 特 に 表記 が な い 場合 、 す べ て 税込 価格 で す 。 


蛋 玉 回 所 6 趣 


授 ・ 措 雪 咽 ふ ロ 居 和 や 「 掛 

交 ] せっ お 8 代 撤 下 揚 時 居 
やつ 吐 谷 昌 つね ? 詳 誌 
図 能 品 S 盾 昧 人 つつ い ロ 蘭 SW 
さ 趣 溢 称 青 忘 つ お 中 に 超 1 ( 
ー ) 全幅 豆 お " 応 制 きく 
ーN7N 一 SNK 宙 暗 で お ボー ト へ 選 
ペー ミヤ や 妥 で SG 層 忠 ゃ パン 宜 
やや" 六 G 衛 り せ 軍 三 較 で や 玉 で や 丘 宗 
是 折 公国 分 で ^ 論 二葉 唄 揚 
窟 記 43 太 oQve? 逐 細 SRSWK・ 到 
ー ト か ドー ミロ 所 其 る 家 選 措 団 
加計 @ 忠 公表 つ 史 Syo" 

六 りり r く No の 。 民 さ さや せら 近 幸 
人 届く っ 対生 つ ね ^ 思 六 儲 IRG 陸 公 
下り 塗ら 唄 くも て" 並 宗 肖 ・ 飛 塞 人 
や つい 判 了 喧 志 宮 事 や ね で まさ ・ さ 
へ ( ー ) pe 


wee 還 只 記 HU 公 科 や セ 古 加 @ 妨 


赤 栗 刊 や 
In 回 
戻 四 軍 
や まさ ・ さ ヽ 
へ つっ ひい て S ト ー ト で ベー ロリ ^ 親 
水 層 ・ 忠 親 昌 会 芋 作り 瑞 計 つね 所 


王 Sn ポーA ム AT 

「 ペ ボート A か ポー ミ や 須 で お 中 に めで 
つや 。 避 測 他人 軸 で ね で まさ ・ へ や へ や 
8 SM で S 全 所 大 め K マ ペー つ ピ 
っ 福生 で 〇 つの ^ 押 不 ロ 表 や や ト や ロー 
公 烈 りら っ 8 る の つや いら ③ や や で <] 
地 京 設 鞭 や 下 選 信忠 に 超 昧 史 東 
呈 ぐ ” 下 度 思 ぜ ト ー ト で Kー っ の 毅 可 
人 SG 押 団 慌 遂 己 坦 還 生 0T [や 夫人 で 人 
公定 中 混 紅 や GS や せき ンー トー 
で く ーー 超 鐘 人 全 SNy で SN マー ミ 


ンー 人 民 抽 つ 思い ピン ピー 人 計 


ぶ ヨ つい っ 衣 叶 福生 つつ や っ 」 

孔 史 "て そ 穫 午 S つ か 中 に 表 川 全 
衣 破 つね 団 半 ジャ ネ 接 遂 寺 や 東 り ” 着 
束 作 折 つ お ね りつ せ / 親 測 終わ っ 足 弄 


全 時 で だ お" 部 半 ロ NO お りつ せ S っ 公 


躍 に 超 棒 せい 区 め 串 暑 衣 つい か お? 

「 中 に めく の ゃ 基 握 遂 容 わっ 87 
中 で 了 K 革 吾 章 を 病 密 G る ね や SS 着 
豆 さ 塞 居 る 幅 で で や りつ 会 痢 の つ で 
や や つね 打 / 悪人 ジャ ネ 拓 表 究 口 く 
ーー a 以 倒 若 牌 り 豆 水 や つつ お“ 
社 上 4 着 つ 避 玖 や 東 じ "さわ の 人 る ツマ 
や も R 選 ぐさ 和 東 お つか り 局 で ね 運 有 全 
や 計 全 WO か つね 

想 昌 る 捉 部 会 器 武 つね"「 ロ AS へ 
KIS※※ 中 キネ KK 所 NNK 羽 計り ミ 「 
NK・ ロ AS へ NK・ ぶ トー| も や” 所 
小史 固め 居 つ ね ? 問 起 曳 公 球 十 窒 


K 詳 寺 誤 和泊 や て 翼 拓 王 

で 昌 6 思 中 棚 こき 
SS 
S 元 半 本 | 捧 つ 咽 \ べ O 
上 WS 表 。 志 一 
| で 首 六 地 中 人 統 撫 王 
1 ト 哲 還 いい 束 ト を せ 台 S 線 
る | し る て 由 | 了 て 財 本 才 
2 て 2 さ 1 8 一 下 祭 で 
往き 全 1 8 コ 八 呈 
な * テコ 半 さ さや る 8 委 
く P し 貸 A 8 WS 
1 革 人 で く 晶 で 一 硬 っ 交 
トト 記 圭 係る 紋 梨 し 岩 
RN 婦 培 敵 胡 へ も 加 


SR 固 店 っ ね つる で 層 引 品 角 滞 つ 
P 玉 Ia 玉田 「 世 表明 」 つ 居 ぐも 肖 
で 雪 生 思 き / 正 諾 つ 員 部 紅 
記 め や 由 玩 つ つい 持 里 玉 坦 介 


と o 


TE っ SNK」 つらい GS 呈 所 趣 時 
S ポ か WS ホール “押下 K 引 や 据 々 つっ 
Sa 届 罰 誰 で や 思い お 散 束 人 
せ 中 に で 公 信 の 信じ の を ら 公 人 " 
缶 款 編 〇 ぐさ りら で っ 紅 お や ゃ 人 
や り ン 中 に 季 で の つら 9 判 記 り や り 
っ Q 中 に 本 1、 つ 8 宗 革 全 持 ね お G 
つ 明 い っ が や っ 相思 人 滞 セ " 
選 回 GS ゴロ 直り お NNK・ ロ AN 色 へ 
K・ ふ トー リロ 02mo [りり 中 に 
で SW で 計 球 @ 枝 応 人 回 っ や 2 
に に こり: びに ここ 
地軸 上 祭 G り つ 多 昌 所 つっ" 
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きか より の りこ (L.STUDIO) 


ー リ ー 企画 ・ オ ー ガ ナイ ザー 


ベン ジャ ミン 


河 主 門 写真 = 


壇 
texc Shumon Mikawa phoo: BENJAMIN LEE planning &r organizer Noriko Sakayori (LSTUDIO) 
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展 研 昔 


(まけ ん ご 


建築 家 。 東 京 大 学 教授 。 東 京 大 学 建築 学科 大 学院 修了 後 、 
1990 年 、 隈 研吾 建築 都 事務 所 を 設立 。20 カ 国 を 超 
す 国々 で 建築 を 設計 し 、 日 本 建築 学会 賞 、 フ ィ ン ラ ンド より 
国際 木 の 建 築 賞 、 イ タリ ア よ り 国 際 石 の 建築 賞 ほか 国内 外 で 
受賞 多数 。 土地 の 環境 、 文 化 に 溶け 込む 建築 を 目指 し 、 ヒ ュ 
ー マ ン スケ ー ル の や さ し く 、 和 柔らか な デザ イン を 提案 し て い 
る 。 主 な 著書 に 「 自 然 な 建築 |、「 建 築 家 、 走 る など 


イサ ム ・ ノ グチ に よる 石庭 「 天 国 ] に て 。 草 月 
会 館 は 、 地 下 4 階 か ら 11 階 か ら な り 、 多 目的 
ホー ル 、 カ フェ 、 資 料 室 、 シ ョ ッ プ 等 を 有する 


草 月 会 館 

住所 : 東京 都 港 区 赤坂 7-2-21 

Tel : 03-3408-1154 

開館 時 間 : 9:30 一 17:30 

休 秋 日 : 土 ・ 日 曜 、 祝 日 

※ 催 し 物 中 の 開館 日 に つい て は 、 お 問 合 わ せく だ さい 
www.sogetsu.orjp 


ウー 
7 ミ 


< 拘 


っ 
テ 


柳 舞 父 Q 世 補 トー! ト YK て ロ 峰 癌 一 


s 36 持 |Q 早 居り weQG337 


JG 四 つつ 人 っ さ ダ 


ロ ぬ 拉 和 vo 析 酒 係 ・ 福 田 区 
エン 選 INy 「 了 K 尋 て] 系 着 昧 選 剃 列 「 計 村人 の 人 
湯 っ の 全 | 店 思 り つね り -OSxSve 虹 信和 貴 環 り っ 9 区 部 で 低 
千 臣 ロー で 察 吾 %% ぐ ne 所 京 室 - つ AG 
玉 補 妥 ト ーー 置 工 [SQRT DS で | 菩 ( 目 届 ) 和 衣 尽 で ロ 
窟 ピ トー で ベー・Souun ウ つつ のり 直 が で 所 で で 6 本 
回 ^ 窟 * せ 加計 了 K 翌 り 豆 や "| 舞田 医 龍 的 和 悦 栄 りり 半 張ら ね つぶ" 
区 過 衝 で 令 柳 - つ GO の 会 柏 く G 固 っ 和 症 昌 - つ Js の けり 証 たつ 守 会 < で 
球 層 守る ぐ 3" 革 トー ト で KK つつ いら 敵 選 め っ 叶 や の っ つっ 6" 
JJG | 計り 6" 柳 握 作 ・ 宜 刀 詳 壮 * ゆ で tv つ ロ 
窟 ジ トー で Kー・Souun⑦ GS「 柱 つの ト ーー」6@ 敵 公定 々 の 組 が っ 6 和 sm" 


EE 
dder Souun Takeda rex Discover Japan 


紀 
つつ 
8 
| 
ご 
に 】 
に 
点 
テ 
6 
及 
品 
9 
に イ 
る 
を 


併せ て 


販売 に 
アー ト プ レ ゼン テー ショ ン を 開催 し ます ! 
武田 双 雲 さん と プロ デュ ー サ ー 


示 


Souun び 作品 の 展 


・ 高 橋 邦 忠 さん (P169) に 


よる Souun ツ アー ト の 魅力 を 解説 する プレ ゼン テー ショ ン を 


開催 。 世 界 唯一 の 作品 、 


触れ られ る チャ ンス だ ! 


その 深淵 6 


日 時 : 2019 年 12 月 24 日 ( 火 )、25 日 ( 水 ) を 予定 
場所 : 渋谷 PARCO「SUPER DOMMUNE ( 仮 )] 


住所 : 東京 都 渋谷 区 宇田 川町 15-1 


※ 詳 細 は 小 誌 ウ ェ ブ サイト を チェ ッ ク ! 


https://discoverjapan-web.com 
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197 ゝ 


双 雲 さん が 10 歳 の と き の 家 族 写真 。 左 か ら 競 輪 解説 者 の 父 ・ 
武田 圭二 さん 、 書 道家 の 母 ・ 双 葉 さ ん 、3 男 の 双 龍 さん 、 次 
男 の 双 風 さん 、 右 が 双 雲 さん 。 兄弟 全員 が 書道 家 と し 活躍 中 
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【 


mWO oN 


し 
5 
由 彼 書 
と 
出 
り 


ー 
に な 6 


019 2020 


185cm と いう 長身 で 、 お お ら か で 伸び や か な 人 柄 が 人 々 を 惹 
きつ ける 。2020 年 に アメ リカ へ 活動 拠点 を 移す こと を 決意 。 
胸 に 抱く の は 現代 アー ティ スト ・Sounn ツ と し て の 作品 


017 


E 
に 社 
武田 双 雲 の 人 生 の 一 員 
人 生 の 一 文字 は 「 楽 」。 書 道家 と し て 活動 を する 上 で 、 大 切 な あ 
な 字 と な っ て いる 。「 自 分 の 中 で 絶対 に 譲ら な い 軸 を も と う る る 


と 思っ て 決め た ん で す ] 


ん 育 る とき 
も て も き で 
同 6 * 
様 れ 書 書 は 


r す 
3 
に 31 


計 記 只 
さ 


ぞ n 
に 
5 


し うぅ で を 筆 
て は 上 厳 を 
も を 自 し 
手 れ 由 く 
放 は に た 


・ 
4 


記 び き 
圭 伸 込 
定 三 び ま 
し き さ と れ 


ショ ー ト ショ ー ト ム フ ィ ルム 
フェ ステ ィ バ ルン 2004 年 
アジ ア 部 門 の ロゴ 「 魂 ] を 
揮 宮 。 イ ンタ ー ナ ショ ナル 
部 門 審査 員 も 務め た 。「 作 
品 に よっ て 各国 の 文化 の 違 
い が 感 じ ら れ 、 お も し ろか 
っ た 。 世 界 に 行き た いと 思 
うき っ か け の ひと つか も 」 


「 叶 さ ン せま ざい 下っ 


/ 聞 吐 S 選 嘩 の 党 澤 涼 


双 雪 初 個展 「 一 文字 展 」 
2002 征 

会 場 は 独立 後に 借り た 古 民 

家 。 当 時 は ここ で 書道 教室 


と し た 書 を 、 木 に 下げ 
に 映し た り 、 色 を 使っ た 書 
を 展示 し た り 。 現代 アー ト 
個展 の よう で し た ] 
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の TBS「 里 見 八犬伝 』 プ 2006 年 
TBS 開局 50 周 年 記念 新春 え ペ シャ ルド ラマ と し て 2 夜 連 統 
放送 され た 「 里 見 八犬伝 | の 題字 。 刀 成 地 (し の も 
り た か ) 役 は 主演 の 滝沢 秀明 さん が 演じ て いる 。 


は が を て と き た 店 
を っ 使い 暇 が ね っ 
ん て うた が い ? た 
な い よ 7 ま 振 角 
あ っ う を き へ いのり 0) 度 
る た に の る 進ま ア 返 で 
田 導 が の 池 ん す | る 構 
北方 謙三 「 楊 令 伝 」 の いり 5 ち も 書 で 一 ト と 成 
「 生 飛 伝 』 プ 2006 年 う 社 本 道 
を 隆 
小 家 ・ 北 方 謙三 氏 の さま ざま 作品 転 内 の 行 い 
に か か わる 。「 北 方 さん も 作 中 の 登 機 で メ うぅ 書 
場 人 物 を 制御 で き な い と うか が い 、 が う モ よ に な の し 
僕 の 人 生 は 当然 コン トロ ー ル で きる 訪 わ も うぅ 観 っ 頃 て 
わけ が な いと 気づか され まし た ]」 れ さ 筆 に し て の ぃ い 
た が と な む い 落 ま 
の 広 黒 っ 時 る 和書 し 
il 
の が 多 ォ の n 道 了 さ を き 年 
み 操 岐 | 心 え も さん オォ `1 
少 まま 283Ws 5 パタ ル も 6 
和 途 わ 中 っ 日 
ング 0 た 次 & ] て 空 ト ン 半 
で る な のり 】 ら = *` ト いい めい 道 
パパ ( 仕 『 ま キ 上 各 有 双 貫 婦 番 た た | サ 孝 
る 事 ^ ト フ ベ 5 1 げ メ 雲 し 字 首 時 ト ッ 室 
か M て し を を 間 パク 1 
令 穫 . 引 且 行 過当 多 ネ 
ら え し 楽 で き 3 う は ォ 奏 に 
た に ) ス | 者 ば 
い し に こ ち トマ の の 
双 思 6 楽 決 を と に リ ン 和 i 森 
6 い 生 し めし が い 1 ス 山 
ー チ た と き た て ` 自 ト に 健 を 
な る せん 自 り 分 書 魅 一 開 
に 
導 
【 「 美 空 ひ ば り ] 新 題字 
ん 2007 年 
EE 昭和 の 歌 堪 ・ 美 空 ひ ば りさ 
で 愛 ・ 地 球 博 〆2005 年 ん の 生誕 70 周 年 を 記念 し 
121 カ国 4 国際 機関 が 参加 し た 「 愛 ・ 地 球 博 ] て 発売 され た カバ ー コ レク 
し ゃ メイ ン バ パピ ビリ オン の 題字 を 手掛け る 。「 僕 の ショ ン ・ ア ル バ ム 。「 易 」 
活動 を 知っ た プロ デュ ー サ ー の 方 か ら ご 連絡 や 「 夜 器 よ 今夜 も 有 茜 う 」 
動 の 場 が 多く の 人 に 見 な ど 、 数 々 の 名 曲 が 美空 
ょ っ て いき まし た ] ん の 歌声 で 収録 され て いる 


orYC 9 


当時 の 落書 き が いま の アー ト の 原型 か も し れ ま せん 」 
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光田 名 


NHK 大 河 ド ラマ 

「 天 地 人 2009 年 

主演 の 妻夫 木 聡 さん が 演じ 
た の は 名 参謀 、 直 江 兼 続 。 
「 彼 は 優し い 有 雰囲気 が あり 
ます し 茹 続 も ゴツ ゴツ し た 
戦国 武将 と いう 印象 は な い 。 
ひと り の 表 い 人 間 の 強 さや 
信念 を 表現 し まし た 」 


山 


き 涯 き S 旧 


ーー も 恐 た か シ だ 動 ビ ム 立 の 書 ら 
辞 あ 怖 ぴ びり ン 双 き の タ は も 和書 な せ 書 
め つ す に で グ 雲 ま 声 り 初 対がん た 道 
よ ょ た ら 深 は は さき さ し を と 回 策 ぴ で の 家 
う と 感 4 な こん た 数 止 の を っ す i 
と いじ 傷 い の へ ーー 多 ま 放し た 
思う る う と の 《 》) 送 て 5 こ 
= こと る を きき パ 5 以 《 な の 
に と ふ の ば ッ ツ た 感 降れ ん ド 度 
だ: な ラジ vyH 
2 9 
まま 、 選 :2 
す ー は 
と 双 つう 
ク 矢 曇 1 
レ 面 さ 
1 に ん 
在 た ん い 
に 〈《 な 
きき の 
本 ん 気 〈 
当 の に 
に 手 す 謝 
救 紙 る の 
わ や ん 手 
れ 生 だ 5 紙 た 
ま 徒 一 険 が ほ 
スー パー コン ピュ ー タ 「 京 ] プ 2011 年 0 内 5 で 届 MM 
た ん て 自 〈 が 
東京 理科 大 学 で 情報 科学 を 研究 し て いた 双 寺 ね 感 書 中 ん い 
さん に と っ て コン ピュ ー タ は 身近 な 存在 。 呈 家 道 を で い 
「 コ ンピュータ は 硬い イメ ー ジ が あり ます が 、 族 っ 孝 や す か 
柔らか さと いう か 人 間 味 が ある 。 あ えて バラ の 笑 室 め ょ な 
ンス を 崩し 、 ス ピー ド 感 と 人 間 臭 さ を 意識 ] 存 で の ^ 発つ 


020 


021 


引 


世界 文化 
2011 年 


世界 遺産 の 指定 を 目指 し て いた 平泉 
観光 協会 か ら の 依頼 を 受け て 制作 
(P50) 。 「 穏 や か に 見 えて 、 芯 の 強い 
人 々 、 そ し て 平和 を 強く 祈る 心 と 奥 
に 眠る エネ ルギー を 表現 し まし た 」 


「 平 泉 ] 


映画 「 火 天 の 城 』 プ 2009 年 
安土 城 建設 に 挑む 宮大工 ・ 岡 部 又 右 
衛門 に スポ ッ ト を 当て た 、 同 名 歴史 
小説 を 映画 化し た 作品 の 題字 を 手持 
ける 。 主演 は 西田 化 行 さん 。 築 城 に 
か ける 熟 い 思い が 伝わっ て くる 


クリ ネッ クス ティ シュ ー「 議 高 ]2010 年 
厳選 し た 原材料 と な め ら か な 肌触り を 実現 す 
る 加工 技術 を 結集 させ た 日 本 製紙 クレ シア の 
商品 ロゴ (P28)。「 日 頃 か ら 身近 な モノ に 感 
謝 し て いた ん で す 。『 最 高級 の ティ シュ ー を 
つく る と いう 企業 の 想い に 感動 し まし た 
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[いま だ に 武田 双 雲 の 実感 は な い 。 
気持 ち は い まる も 初心 の まま で す 」 


DiscoverJapan 


@ 
補 


I>「 時 呈 」 へ 


に 


雑誌 TDiscover Japan』 プ 2009 年 一 


2009 年 に 発売 し た 日 本 葉 特 集 の 「 茶 ] を 皮切り に 、「 酒 ]、「 武 
土 道 ]、「 禅 ]、「 麺 |、「 令 和 ] と 、 小 誌 Discover Japanl の 表 


紙 を 美しく 彩る 数 々 の 文字 を 揮 吉 


DiseoverJapan| 
2 1 
| 


界 
j 


本 
沙 
1 


ゆ 
| ょ 

| に 

肝 感 

蜂 寺 

3 し 

上 日 

々 

ss を 
ク 

鹿 

ク 

し 


で 

隊 

る 

わ 

け 

で 

は 

な 

人 

ん 

党 

IN 

も 

ち 

ろ 

ん 
款 は 
秋 同 
わ ビ 
> 5 り と 
いん か ま ょ いま さん 
つ は ら す と 街 書 っ せ で 
も ` か し 交 で 門 叶 人 銘 す 
また も らい 
イ る ズ 
か な れ 間 て 掛 武 方 と 拝 
人 
浮き せ 廷 / て BN は 
か も ん は ぞい 計 電 言 初 
い 一 な た ら わ 心 
誰 い ぶ の な れ の 
あぁ に 人 実 い まま 
5 対 考 こ て 感 か すま 


IrYPS 電 号 G 補 識 や LUS 


すす を 「 此 せ 鶴 都 ぶ ふ や " 華 へ 公記 ご ン 
さき よく も さっ 抽 才 守 の ” 半 括 " 引 基 宮田" 
ラテ 
Sp 導 ら っ 貴 " 直 挟 さ や 7 LM 
地 ど 特 や っ 介 
思っ ご 幅 きつ 
S 2 幅 じ 破 ポ 宮 時 定 S 
さっ 民 So 坦 ご 
0 秩 隊 一 装 き や で や 
馬 で 。 計 うっ ロ つ 
に を Qp こっ 3 
mohumwd こ こっ 


弄 べ 公記 字 縮 や の で や や 


民 馬 めで 到 久 療 ふふふ ロ 半 で * 


いい mp< 課 つ 講 


舞 皇 中 土 や に で ね” 下 で 


時 で ぴら 公 ぐ SG 王 り 
処 聞 、Q 居 表 史 会 択 直 eeP が 96 つ お お] 


拉 S PP 


EDShu eo 代 7 EN 


っ se うーP DSO 錠 部 宙 つ つる で 7 


婦 考 で 7 て 抑 人 や ね 
お っ 留 計 人 め や お っ つら っ 避 明 っ 末 民 師 
で SHK ミ 和 一 8P ら ko つら n 
「wS 拓 全 " ホン S 畑 蜂 さ り 忠 り O 
信人 生 ひ 2 で GS 全 や つつ で が や で 」 


ます ] 
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自身 の 誕生 日 で も ある 6 月 9 日 を 世界 感謝 の 日 と し 、 世 界 中 で 感 
一 気 


謝 を する と いう プロ ジェ クト を 立ち 上 げ る 。「6 月 9 日 は 人 類 の 感 
引き 出す お 祭り 。 毎 年 イベ ペン ト も 開催 し て い 


世界 感謝 の 日 プロ ジェ クト 2011 年 


謝 力 を 


023 


2017 年 全 
商品 の テー マ で ある 「 夢 ] 
の 字 は テレ ビ CM や ポス タ 
ー で 使用 。 CM の ナレ ー タ 
ー は 野村 萬 斎 さん 、 曲 は 久 
石 譲 さ ん と いう まさ に " 夢 
の 共演 "。 商 品 発表 会 で は 
書道 パフ ォ ー マ ンス を 披露 


ケツ メイ シ ツア ー ロ ゴ 
2016 年 


最 

2 

敵 

サン トリ “ を 
9 の 3 胡 走 
MM 

DIN 

け 

る 


音楽 グル ー プ 、 ケ ツメ イシ 
の 新 毛 筆 ロ ゴ 。 ケ ツメ イシ 
の 活動 に お ける さま ざま な 
場面 で この ロゴ が 使用 され 
て いる 。「 ケ ツメ イシ さん 
の メロ ー さ と 無邪気 さ の 裏 
側 に ある 誠意 を 表現 


バン: 


と な た な 百 事 に グ つつ を 

が が いい き 前 行 が 隆 走 

らら か ん ら に っ 詰 らち 

せ 書 ら で に 考 て ま フ せ 

を ま 当 宿 叶 2 人 6 左 

だ で ま (人 に 。 . 可 * 二 る .# い 

丸 い に て や お と ぉ 書 る < 

み お の ,」 題 い 5 に 

を 客 こ の し ) お ト 人 の 

も き 人 だ で け け 画 す 

ルコ 上 わ は る て に ベ 

せ 谷 且 り な マ し 念 て 

な ( | も で を 一 
ん ケ うす 六 発 
て チ の ね め 
い 皮 ィ ジコ 、 全 
ら 時 ン ^ 僕 筆 神 


02+ 


| 喜ん で も ら 5 える こと が 何より 大 切 。 
だ か ら デ ザイ ナー 的 視点 で いま す 」 


個展 「 2015 年 

アメ リカ ・ カ リフ ォ ル ニア で 開催 し た 個展 。「 友 人 に 連れ て いっ て も ら 
っ た ご 緑 で 個展 を 開催 し た ん で す 。 由 緒 あ る 建物 に 60 70 点 の 作品 を 
展示 。 地 元 の 方 々 も 受け 入れ て くれ て 、 毎 年 訪れ る よう に な り ま し た ] 


AKB48「 前 し か 向 か ね え 」 プ 2014 年 

アイ ドル グル ー プ ・AKB48 の シン グル 曲 。「 秋 元 康 さ ん か 
ら 「 カ を 入れ た シン グル な の で 、 双 雲 さ ん し か いな いと 
直接 お 電話 を いた だ いて 。AKB48 の 勢い を 表現 し まし た ] 


成田 空港 「 迎 ] プ 2014 年 

成田 空港 の 到着 口 ビ ー で 、 日 本 に 訪れ た 人 々 を 歓迎 する 
「 迎 ] の 書 。「 海 外 か ら 帰 国 し た と き 、 自 分 で も 驚き ます 。 
[ 迎 ] の 前 で 波動 拳 を する ポー ズ も は や っ た と か ( 笑 )] 


月 桂冠 日 本 酒 
「 米 と 水 の 酒 」 プ 2013 年 ルト レー レ ュ ン て . コミ まな い 地 友 る る 。 2015 邊 所 折 征 
コシ ヒカリ を 100% 使 用 し 、 エーーー ペー ーーーー ci 
京都 伏見 の 名 水 で 醸し た 純 
米酒 。 商 品 の 品質 に 対す る の に < 年 
月 桂冠 の 姿勢 を 、「 米 と 水 ROKI 新 聞 広 告 2015 年 

の 酒 ] の 書 で 表し た 。 書 を フィ ルター な どの 製造 ・ 開 発 を 行う ROKI の 経営 ビジ ョ ン 「 挑 戦 , 創造 , co」 
容器 の 正面 と 育 面 に それ ぞ を 書き 、 新 聞 広告 に は 双 雲 さん 自身 も 出演 。 こ の 広告 は 同社 の テレ ビ 
れ に 大 きく 配 し て いる CM と 連動 し 、「 静 岡 新聞 広告 賞 2015] 地域 広告 賞 を 受賞 し た 


出雲 大 社 奉納 の 儀 ぞ 2018 年 
[感謝 ] と 書い た 出雲 大 社 で の 奉納 書 の 儀式 。 [書い た 骨 間 


プ ワ ーッ と 風 が 吹き 、 龍 の よう な 虹 が 出 て 、 光 が 差し た ん で 
す 。 そ こ か らい ろ い ろ な こと が 決ま っ て いき まし た 」 


っ 見 一 い 出 3 
た えた 波 の 
ん な だ の 地 
SW で 入 6 
す 歴 出れ も で 
"の 和 々 あ き 
いよ 大 を る る 
ま ぅ 社 感 』 だ 
な で 光 で ろ 
で も の た の う 
毎 の 泰 の ~ こ 
未 日 が 納 だ と し 
の ワ か 
、 吹 ク と 
” い 人 ワ 2 も 
を た 中 ク ク 
の ん ヽ ツ し い 
活 を つ コ る も ニ 室 と 
動 し 6 ら 生 こ 恵 7 党 
の て か 徒 と ま へ した“ 
: 拠 ま つき さ は れ の て た 僕 
上 で た ん 大 て 移 同 も に 
を ど は も きき 住 時 うと 
移 ぅ ず 僕 な た に: と つ 
EE づ ル "を な 洪 < 決 ア 決 て 
に の て こ 大 断 安 意 メ め と 
だ 書 ん 泣 で 定 に すり た て 
ろ 着 な き あ し 囲 る カ ん も 
う 教 に だ つた ま "・ で 大 
と 交 甘 し た 世 れ 午 カ す 事 「 プ レイ ドア ンド ツウ ルレ ポリ ュー ショ ン ] 2019 年 
も を し いと 界 道 リ な 
思 辞 い 家 い を 仕 教 フ 書 新作 モバ イル MMORPG 作 品 に 向け て 書い た 「 武 ]。 書 を 書く 
いあ ぁ 思 族 う 閉 事 室 ォ 道 様子 な ど を 提 影 し た 映像 も 公開 中 。「 ゲ ー ム か ら 感 じ ら れる 
ま べ いも じじ で み 孝 バ ワ ー、 東 洋風 の 「 武 ] を いか に 引き 出す か を 意識 し まし た ] 
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@ 203 by Souun Ofmice 


武田 双 雲 X 令 和 フレ ー ム 切手 モッ ト 2019 年 


新 元 号 「 令 和 ] を 記念 する 切手 。 双 雲 さん に よる 「 令 和 ] が 
載っ た 82 円 切手 (5 枚 組 み ) は 、2 万 セッ ト 販売 され た 。「 素 
晴らし い 機会 を いた だ けた こと に 感謝 し て いま す 」 


nm 二丈 壮 洗 。 志 G 潤 屯 召 大 嘩 」 


2 


吐き ら 計 太い へい 忌 若 


門 


[ 


填 楽 サイ エン ス フ ェ ス 2019 
大 分 2019 年 

双 雲 さん の 出身 校 で ある 東京 理科 大 
学 が 開催 し た 「 サ イエ ンス フェ ス 
2019in 大 分 」 に 出演 。 題 字 も 揮 北 
し た 。 フ ェ ス の 最後 に は 「 楽 ] を 書 
く パ フォ ー マ ン ス を 披露 


叶 き ケ 


r 若 中 大 唱 S 計 
挟 さ さき 時 唱 


he 
pF 


で 李 を 多 一 
ず し 発 独 
か 〈 テ 立 
て ロ し 
F が た 

昔 - 起 

し す を を き 

《 * 届 訴 ま 

け を し 
ココ 
K 電 
と を ア 
考 の メ 
え / 
る き カ 
よ か 同 
うぅ ら 時 


# 肖 溢 各 詩 どら 湾 ぶ 団 


びき ざめ ぺ Pr 引 いさ 史 で 詩 一 下 、 


日 本 製紙 
クレ シア 


品質 と 世界 観 を 表す 
双 雲 きん の 書 

究極 の 柔らか さ を 実現 
し た クリ ネッ クス ティ 
シュ ー「 至 高 ]。 双 雲 


さん が し た た め た 書 を 
パッ ケー ジ に デザ イン 
ーー し て いる 


= 成田 美 友 写真 = 艇 能 信介 rexc MiwuNanra phoro:Shinsuke Sugino 
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今回 話 を うか が 、 日 本 製紙 クレ シア 参 与 営業 推進 本 部 長 
兼 6 コマ ー ス 部 長 ・ 尚子 さん ( 左 ) と 、 日 本 製紙 クレ シア 営 
業 推進 本 部 マー ケティング 部 長 ・ 坂 本 陽子 さん ( 右 ) 


クリ ネッ クス ティ シュ ー「 至高] _ 
抽 六 :866 有 i 引 クリ ネッ クス ティ シュ ー 玉 | 
種類 : 白色 / WABI、 人 金色 /HARE 価格 :3300 円 (3 箱 ) 

バル プ を 厳選 し 、 独 自 の 割合 で 配合 。 薄 く 仁 内 容 : ク リネ ックス ティ シュ ー 至高 羽衣 ( 星 ) 2 箱 羽 衣 ( 霞 )1 箱 


「 羽 衣 ]」 詰 合せ 


上 げた 紙 を 3 枚 重 ね て 、 柔 ら か さ 、 ふ っ くら 最高 品質 の クリ ネッ クス ティ シュ ー 至 高 シ リー ズ の 最上 位 
感 、 安 心 感 を 兼ね 備え た 、 高 み に 至る 使い 心 品 。 究 極 に 薄く 仕上 げた 紙 を 4 枚 重ね 、 天 女 の 羽 衣 を 思わ 
地 を 生み 出し た せる 軽やか さと 絹 の よう な 柔らか さ を 実 現し た 


」 
[4 
に 


ー シ 価 業 コテ の シド どーWー 
さ を 箱 め ` れ ュ > 格 の 界 i 兄 イフ ア の ク 
ん の に ら 6 生 た | は 高 全 社 シラ は グリ 
の 少 EH 詰 か み の を 度 さ 体 EE が ュ が マラ 末 
書 し り め ` 出 和 が つ 外 に と 日 | グ 家 ン ッ 
の 前 ま で し る ク 〈 視 は し 。 本 庭 ド ク 
素 に し 販 大 を 枯 す を 帳 3 で 高 ッ 紙 で ス 
晴 い 江 売 チ 骨 条 だ * 伯 * は シ プ 業 知 一 
ら . 巡 ーー し 4 を ミツ い 世 が 価 : じ リ り 商 界 ら や 
し レ 坂 ま シ 且 ヶ ク と 界 あ 格 め | 品 の れ f 
さき ビ す 安 => 指 ス ぃ ー り 5 て ズ が パ る ス 
が 番 隊 の 1 し テ う の ま テ で クイ 日 コ 
知 組 6 は て 4 想 品 す ィ あ リオ 本 ッ 
ら で 由 細 柔 挑 シ い 質 シ る ネ ニ 製 テ 
ず 見 商 あ ら 戦 > か の ュ マッ ア 紙 ィ 
知 た と 品 か を 1 6 1 み 3 み ビ 
5 肥 化 ( 続 至 生 を ス そ レ な 
これ 通 と L に つ ー 以 協 99 雲 て 黒 質 パ ー 押 ず 
れ た じい 最 で ジ 喜 正 交 " 還 稚 さい の の ッ 双 し に 
か 。 る 書 上 は ェ ん 指 に す に に ん どら る 4 る 文 素 ケ 雲 掛 顕 
ら チ 伝道 の あ ク で すわ る 日 開 が 、 な よ 字 晴 1| き け に 
も | 統 家 テリ り ト 〈 品 た な 本 催 手 つる うに ら ジ ん る 残 
続 ム 的 と ィ ま チ れ 質 る ど 製 し 掛 ^ 高 に は し に は よ っ 
い ? な し シ せ | る の " ` 紙 て け ツ スス 感 ` さ あぁ 5 て 
て の 匠 て ュ ん ルム 双紙 両 ク タ 、 た ケ を じ 紙 は る の い 
い 高 の 活 | 一 の 雲 ヵ 者 レ し > ほし 造 ま の も 主 ィ 双 し た 
くみ 心 哉 を 直 一 さ で の シ か と 表し 感 ち 高 シ 早 5 2 が 
"を す 生 床上 員 ん き つ ア エエ に 共 た 大 触 ろ の ュ さ み だ 

目 を る みさ と は た き は 世 彼 あぁ ヒレ ビー まん 文 1 ん 出 錠 

指 の 双 出 いと 合 初 玩 が る て ーー で で 字 を う 牛 

す 絆 等 す と っ も ゃ も き い 年 感 毎 文生 堂 表 す で 手 ま で 

挑 で き 職 て は `* は 度 再 年 字 ま 生 現 が す に 走 ュ 

戦 結ん 人 で さ 10 か の 6 も れ 2 さ 12 4 感 二 

は ば に 技 過 プ 緒 5 日 月 双 た ご れ 薄 品 っ 的 3 
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寺 
# て ビ きき SN 


ra 


き 球 


ト w 笛 泊 


Nm ペー で 千 NUO 叶 沿 条 本 滋 rr 貴 


日 


用 いた 
は じ め て の 作品 


黒い 部 分 の 素材 は 墨汁 
アク リル を 混ぜ た 塗 
料 。 真剣 な まな ざし で 
作品 を 仕上 げ て いく 。 
つく りな が ら 、 完 成形 
を イメ ー ジ する と いう 


衝 之 tex Nao Ohmori phoro: Hiroyuki Kudoh 030 


EnJm を < っ 表 に ンー まり 鯉 中 AA 私 つつ 守 思 で お 民 郊 めで ぐせ 
ミネ マー トペ ドー くり し 下 軒 め SSo 8 の QtQ り 癌 人 閣 や" さる ぐ 公 守 庫 生 
「SRA り 氏 で] 中 ( 選 ) もせ も や ビ 畠 症 貴 和 所 雪 ち っ て " 
リー ふ 宮 翼 ト ーー や 中 講 了 臣民 7 w 「 寺 衣 交じり せっ や で 先代 
SGS る つ で 系 うう 9Ske 鯉 由 さ へ 私 季 ポ 】 トール ロ 7 「 壮 】 つろ 愉 天 
ャ ー ベ ベリ 眉 征 つね トーー タ ーK 人 7 守っ 引 坦 人 」 つ 「%」] 品 定 で やり 
「S 銘 祭 則 和 め 赴 貴 り | つ 記 ひつ 7[ 誤 。 留 志 G 宜 放つ っ ポ や 編 店 へ 人 
せ 作 昌 り 答 者 や つい っ で や ゃ | っ 擬 SG 議 征 り 村 で の お 所 6 叶っ 人 7 
眉 G 如 届 ? 層 峰 多く 起り 「 勧 疲 全 や 光 『 導 】 和貴 品 や " w つ mwS 
洪 」 各 全 や っ QoSG 親 お で 泌 久 前 。 束 皿 呈 や 窟 名 和幸 加 S 短 や ミ や 閣 
つ S 全 の 目頭 りつ いっ Qoono 限 ? od 旨 生 「 計 」G 羽 寺 生 時 
「 押 せ 守 更生 で か つら RS 忠夫 つり ろり" d 最 S 半 謙 く 一 入 代 飛 党 く 
S 飲 過 め 可 つ 全 さっ で や や "や っ 誤 GA さ つの | 居 皿 称 押 つ ^ 右 りお 
8 前 G 係 太 G 到 因 や 愛 の つね 2 公 G 。 民 G 束 回 つい @ 工 舞 つ や 居 映 つ ポ つね ? 
飲 骨 > っ っ Win で や か 9 win つ 王 連 品 員 人 @ り 革 つね 2K で SN 芝 
お ざ 近 公証 り ン 押 ぐ で や ン で いり? 惑 せ 革 っ 環 S 細 "と トロ [茶会 上 宗 つ っ 
つい 角 所 や つ リ ロン S 辻 G 災 介 東 人 S で 生 つ の つい 】 つつ 約 と ピン や 


双 雲 さん の 作品 の 壁紙 が 
無料 で ダウ ン ロ ー ド で きま す ! 
日 立 の 家電 品 サ イト で は 、 マ イベ ペー ジ 
(日 立 の 家電 品 お 客 様 サ ポー ト ) 
さん が 書き 下ろ し た 3 種 


録 (無料 ) する と 、 双 雲 
類 の 作品 の オリ ジ ナ ル 壁 
紙 が ダウ ン ロ ー ド で きる 


上 
が 
Sg 
5 に コ 
トト 
訪 
1 
時 
ふ 
本 3S 
く 


eS 伝記 め 補 つづ 培 SNAAT A つ 中 層 剛 くき り G 症 球団 つり” 定 
千 Q で 生玉 っ 和仁 介 つつ 明 っ) oO 勧 つ じ 時 つら っ つ の 明 で 選 SQn 
で て バ 飼 "NN、 ロ で っ つね] [「 注 届 S AA P セ やり っ 柱 坦 を 宮 


を 回 年 mn ン we ゴ や ( 誤 人 Ko 人 鹿 っ や ゃ 人 で つこ いり つの 会 守り 社 を 


SG 時 る で 食 移 前 由 S A 人 AO ね SS る 7 人 S 会 年 代 や 員 人 @ ロ ンー で te 雪 。 奏 層 る 


「Qte 起 邊 箇 S 民 人 る ぐ 「 提 由 SA 代 8。 時 さ 装 ギ つ ^ we や 市 表 S 列 束ね 2? 
画 る Ne 組 り 中 中 天国 全 求 寺 や Q 打 WS 史 還 品 肛 @S で い 潤 塞ぐ つっ 失 
※※ 錠 所 つっ ぃ QtnS の GS で や や 計 天 6 つろ いり Re 全 で 
つ 記 っ や っ 瑞 講 つね くも 和 や] で や ャ 」 


| 人 細っ の 舞 閣 つ 公 8 で が 6 やく | 


文 = 大 礎 菜央 


写 


鈴木 規 人 


ぶ べ いい 層 一 SN の 問 半 YS 王堂 


レイ 
| 
明 


rexc Nao Ohmori phoro: Norihito Suzuki 
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書 の 可能 性 を 広げ る 
新た な 漢字 の 誕生 
「"NTT ら し さ " を 全面 
に 出し まし た ] と 双 肢 
さん 。NTT の ロゴ を 彩 
る 止め の 書 の 部 分 も 双 
雲 さん に よる も の 。 五 
輪 カラ ー も ポイ ント だ 
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ジル 44 ヶ 2 へ 、 ヶ 
2 
3 だ 穴 醒 獲 い て か や ポー ジ の 
県 
用 記 路 K 
親 中 策 虹 
団 宰 園 孤 父 
8 
か 補 見 夫 33 や AS や へ ・ KN 区 全 : ビビ S セ やり 性 邊 人 る SO 
前 衣 。E 半 計 o AN 投 選 KK ( ペ ヒ 7 拉 必 8 時 避 生 で 半 符 品 避 東上 リン で や 
1 陸 呈 3 ご) や mnー ミ テニ ミー テー ホー つつ 本 系 や 琴 還 で ANN 史 李 で へ ヘ ト ー や 1 
| 押 
ES まま ーー つっ ww ビビ" 半 に R トト 要 上 つ "が 9w が 6 侍 可 略 ホー や K 
0 SN 語 めで SKYA キ ミコ ーー や 3 避 曲 菩 や ロビ ミー で 人 S 


軍 珈 く ト ドーkAK を ン 4Q 和 を RT らら 9 らら 6 和 気 さ ミー 
和 や | 選 つ き で ^ 談 宮 装 人 で 璧 つっ 
い 表 慌 S つ ロ 7 部 選 隊 つい ン で い * 
密会 ン ペ ら ひで つね も やや? 
ーー で や 区 師 や ペロ 査 交 遂 腰 村 GTJ) 
JSC SG し じゃ も 公 で 

藤 ヨ : 押せ 品 議 S 選 補選 思 や 4 で” 箱 
昭 拉 寺 笠 め 征 つ っ が 生 " 層 骨 和紀 
ぐ S 神 拘 つつい G 売 8-onmQ で 7 


3 光っ ご ? 1R 用 ロビ 召 現 も ちゃ る で 倍々 6 遇 っ 
ーー ヒヒ ミー 届 堀 1 邊 ま て へ AG” 団 区 つる S で ロ つ ロン SQ 全 生 お っ 赤 
赴 半 G 坊 帳 選 人 8 語 公 や ン ポ や っ “ 量 つ ^ KN ト ー 和 や ピ ろ 


隊 ヨ : 宗 ン ビビ ミー ト か や ゼ 「One 家 WP 居 せ 層 財 めで 公園 圭介 軍 地 
NTT」 つつ いり へ ミー や 電視 S 光 で で る と エン 忌 ト ヤ 「 了 K 球 ズ 】 休 
信 来 つ ^ enSte 和 ロー SS 人 ASK 。 下 め S ぐ でも や や? K 球 で G 据 " 判 


史 可 皿 お ふ で てく S ト で GS 団 所 や 揚 。 甘 G ズ 全品 失 移 旨 Sye 「 了 KS 剖 


閉 つ いろ っ ポ 和 や で 宮 革 や 畠 抵 呈 手 人 る @ 判 甘く 品 還 時 定本 
つこ ゃ ら っ つ で OS 守 窓 つつ ^ One NTTS KK 擬 一 篤史 天 つ お 財 中 SG 柴 如 じ Se 


提 NN や 窒 紀 yei 宇 そ へ 倒 穫 也 集 「 で S 運 」 つ っ 中 畠 据 WS っ 
で SS や つっ 避 葉 記 や や se“ 


ロ 析 ろ りお っ 勾 析 さ で やや" 民 傍 : や り っ 7 選対 | 部 一 ビビ へ 


や 抽 Rs つ 5 Av で 末 人 皿 ” 層 
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ミー トロ 全 昭 員 つ 移 つ ね うつ 守っ 時 
PP っ SS や " 間 G 油 や 全 僚 っ ポ つ や ねり 
隊 ヨ : 科 境 委 で ぐり 親 還 「 想 税 」 つ 「 羽 」 
旬 人 2 つら っ ポ つ ね? 人選 羽 ネ ー 
KO 湯 忌 つ ビ っ お っ 弄 選 つつ 。 倍 マ 
公 加 軍 央 つっ 持 昧 つっ 中 振 党 PS 
EEEl 陸 くに: ト オ は に す コ 
OS っ や っ か ね うつ の っ 愉 困 っ 和 人 多 
たこ に よい も る ここ 
" 肖 くき 全 ペー や 0 て On? 
民 雇 人 居 つ ね 串 せ GS ポ 埋立 全 ホ キ ュ 
AA や N 計 記 で 墨 人 に いり つっ の 可 名 
や や つ ^ WS 迷 欠 全 を で 潮 で 生 Rn っ 
>?" ビビ ロゼ 重 士 品 きぐ や か で 7 補 全 
さび 権 る 回 己 党 っ か ね っ つの 近 W つ ね 9 
つい 全 で 据 人 te 捉 凛 り 朱 っ の GS 寺 
部 め つ 上 K 是 め 鶴 つ め や 吾 鶴 守 型 玉 
所 国 つ で いつ 本 で ね で や 

隊 コ : K ネ ー ヘ や ヘー へ 


陣 ヨ : 畠 つ っ 北信 S 天 理 りゃ る SS" て 
必 Kー 半 党 や せ ン 暫 お つつ 昭 : ぐ や ゃ " 
民 本 1 m 和 セ 全 寄 半 で 悪人 せ 交 所 人 どじ や 
SQ KK 系 一 や 和 ヘー や 層 寺 つ 
つり 細 > お ぐも か" 李 環 人 倒 葵 下 か 
SG 壁 " 芝 っ を 当 S つ と で 板 珈 @ 
半 弄 正 ら っ 2 で や か? 

一 一 民 過 や SG 幅 せ 棚 惨 し 
Gt いひ 選 早 臣 や で し レ っ ン G じ し ゃ 公 で 
藤 ヨ : ビビ ゼ 採 必 
ふ 呈 ミュ ミュート さや AN ホ で へ へ スー 
イト ホー や >oSQS や ” 牌 悦 技 居 GS 
SASN を NRTKS 人 生生 で へ A 全 0 ST 
人 S ハー へ ハ や 菩 堅 つい が 衝 " 回 
S 縮 凹 り つね お 足 写 「 り で ね ー| つ 
凡 つ つね? 培 ゃ G 求 測 包 人 器 獲 や 下 
中 垢 陣 つ リン で っ P がめ 
ビビ ヘ ミーhGAA 衝 さや" 


つの 


スポ ー ツ ビ ピクトグラム を 書く の は 、 双 雲 さん に と っ て は じ め て の 試み 。 払 い 、 


止め 、 跳 ね と いっ た 書道 な ら で は の 筆 遣 い が 用 いら れ て いる 


ー 6 EE 
い 〆 朱 っ つの 拉 要 さ つ 
\ と 詳 本 :「 剖 絢 人 や ピン 
め っ | つつ 介 選 2 つね で ミ マ gs 
下 N 
D 回 ヤヤ? 六 旋 G 振 選 表 記す ミミ 
3 
ひい 1 玉 SKKN い NMU 6 ーー 
【 三 、| 3 と キャ く MtetO 
紅 8 に つね S や ゃ 会 の つ ピッ 誠 ポ KK 馴 っ 哲 
の " 時 dn 6 ぎ 委 @ 悪 じ X 
」 電 つっ 半 澤 や つ お 信 SSa 間 避 
選 まき 1 
まま 
き 縮 ま 
| 才 xG 加 2 保 7 ma で の 区 窓 S ぐ 6 つね ae | 9 は ま も 
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トド) 1 回 に に 


「 手 の カ で 書く の で は な く 、 身 体 の 流れ で 書く 。 書 け ば 書く ほど 気持 ちよ く な る の が 
正解 。 筆 の 毛 の 最後 の 一 本 まで 気 を 抜か な いこ と が 大 切 で す ] 


IN を __ 1" ず だ / 
る 


S 


人 
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表紙 候補 の 書 が 5 


1 


書道 家 と し て 独立 する 際 、 人 生 に お ける ビジ ョ ン と し て 
げた 。 目指 す は 、 自 分 が 楽 
楽し ませ る こと 。「 書 道家 と し て 注目 し て も ら え る よう に 
も 、 に 絞っ た か ら こ そ だ と 思う 。 絞っ て いな か っ た ら 、 個 性 
的 な 字 は 書い て いた か も し れ な いけ ど 、 軸 が ぶれ て いた で し ょ う ね 。 
" 楽 " に 絞っ た か ら こ その オン リー ワン 、 僕 の 個性 だ と 思い ます ] 


人 珈 区 


抑 


Pe 
当 了 KS 秀 公 久 宮 や 計 
| 選民 計 3o」D 拘り 生理 Sno 
ズ * 本 記 計 訂 環 本 やっ 玉 っ うき つ " 蛋 
党委 央 幼 統 生 首 思 re りら りつ で 
せ 層 同 交 RSS 記 SYS で つっ wo 全 
っ つつ 避 宮 議 較 

「 ontQS 遇 症 So 環 路 So で 
ら :^ 終 。 洒 環 想 瑞 同 ) い 有 っ お と で い 
つっ で 届 問 融 給 和 や で 符 箱 り K 
ポン で? wwS 呪 還 SsezoG′ る っ つ 幅 + 
選 ぐ So@ 多 須 B 暫 5 字 G 更 下 り 
に 導く ピ で に に さこ で ls 計 


弄り 舞 略 つ " 装 設 婦 meo つと いさ っ 7 


JJNv つら nA や) で つっ で 
べ を 弄り in 時 案 細 5 悪 り K ト 詳 
会 YS で つつ SQ 6 遇 6 庫 紀 や つ ゃ 

で "つり 公 ン 前 @ 臣 や 癌 や 折っ 


うぅ 


鳥 


職人 ・ 亀 井 正 文 さ ん に よる 


員 


江戸 


双 雲 オリジナル モデ ル 


1 


武 時 


江 


の 特徴 。 亀 井 さん は 、 
戸 時 代 以来 の 伝統 の 技 を 
守る 数 少な い 江戸 筆 職 人 


軸 際 まで 墨 を つけ て 使う 
の が 江戸 筆 (さば き 筆 ) 
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か つて 、 お も し ろ い も の を 見 つけ て は コレ クシ ョ ン を し て 書道 家 と し て は じ め て の 印 を 彫っ て も ら っ た 、 人 熊本 の 銚 刻 
いた と いう 水差し は 、 素 材 も デザ イン も 多彩 家 ・ 辰 巳 幸男 さん の も の を 愛用 し て いる 


熊本 の 伝統 工芸 品 で ある 肥後 象 芝 の 文鎮 。 母 で あり 、 書 の 紙 に よっ て 墨 の の り 方 は 変わ る 。 福 井 の 老舗 和紙 問屋 ・ 杉 
師 で ある 武田 双葉 さん か ら 贈 られ た も の 原 商店 の 杉原 吉 直 さん が 取り 扱う 越前 和紙 を 愛用 


太 そ の も の 、 そ し て 墨 を する 音 と 感 堆 を 楽し む 。 写 真 は 熊 三重 の 伝統 工芸 品 で ある 鈴鹿 時 の 職人 ・ 伊 藤 亀 堂 さ ん と と 
本 の 古 職人 ・ 中 村 広 和 さ ん に よる 長崎 ・ 対 馬 の 石 の 現 も に 開発 し た 双 雲 時 独特 の 次 み を 生み 出す 


双 雲 さん が 愛用 する 
書 の 道具 た ち 


太 さ や 長 さ 、 素 材 も さま ざま 
な 筆 。 オ ー ダ ー メ イド を は じ 
め 、 江 戸 筆 職人 ・ 亀 井 正文 さ 
ん の 筆 を 愛用 し て いる 


毎日 が パラ ダイ ス ! 
楽し まな いと ね !! 


U 


ゃ 
< ぶ 


@> (肝癌 基 唱 ) 還 潤 S 記 昌 回 財田 如 


ふた ば の 森 に は 、 会 話 と 
笑顔 が 絶え な い 。 双 雲 さ 
ん 自身 、 教 える 立場 と い 
う よ り も 、 一 緒 に 楽し ん 
で いる 感覚 だ と いう 
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還 刀 る 移し 静 限る 
謀 思 1 所 はい 暗 、 つ る 


柳 環 所 員 っ TO 半 補 8 由 導 下 
完全 熊 々 つの 群 称 宮 人 る つ ” 求 計 せ WS 
門 東宮 全 の 避 如 や Q 軒 人 る や 小 世 
株 知 陣 や マネ ペーAm べ て 8 る で 
っ TP MG マネ ペー 和 介 so で や 層 


萌 和 めで 公判 圭 衝 to 「 お SG 炎 」 画 所 


1 人 肌 % ァ * へ や SS 記 
EDU に りこ に だり こつ に よ 、 攻 放 8 て さら 
内 p ee H を し 
ロ 継 2 ピ つ yen? 誠 王 つい 召 め 鹿 る つ つい っ ら ぃ eSG 生 トー 1 さ つ や 人 
0 0 に 
いっ べ の っ で 8 肖 癌 信 や ピ ^ 曲 G 應 國 詳 K ビ ロ し つ 生 ロ 
| 叱 還 つ で 人 
2 ミー や so4Ste5 時 午 や SQ 層 で 宋 明 2 いっ ね W 陸 さ 所 Yt 
ぐ 忌 
YS 拭 癌 つ き 旧 要 失 G で 避 ら " ホー さ ロ も 
2 
財 ゃ ゴ 生 で ね っ 団 ゼ ト ーーS 症 本 時 内 
Q ン 0 ら つり ら 2" 宮 商 埋立 人 生 コ ロ 思 


信 ン 地 揚 " w つ い 競 枝 り 人 Q 有 で っ ye 
「 弄 手品 福 選 お で 7 寺 守 中 避 弧 
ゃ や ko りつ SWhSR や SO お 


SR ゃ 肛 い " 


mw 桂 we 「 玉 守 系 公 狗 


94 公 ト ミ S 思 中 や 舞っ 
梓 品 せ ww で KS で G 是 刀匠 り 所 思 祝っ 壮 員 時 m で や ピ 
や けり OTNwS お 急 り 6[ 移り つり で ー や 括っ ね や つの ^ 選 入 
仁宗 つら で 人 ね あ つろ 愉 け つや の 全 で っ で る ぃ @ 撫 つ せ 人 る ち 敵 


留 つ りほ つっ っ 明 で っ や 」 


0+1 


先生 、 最 近 は まっ て いる 


いつ も ご 機嫌 な 先生 


2 ば 
し ー 
内 
き ーー 
に ー ま ピー - 
し に の 
た 取 
材 ーーー フ 
も ちろ ん 双 雲 さん の 席 授業 開始 か ら 30 分 。 双 雲 さん は 班 
は ある が 、 こ こ は 無人 立ち っ ぱな し で 、 生 徒 と 音楽 の 話 が 
状態 が デフ ォ ル ト に 花 を 咲か せ 続け て いる 仙 株 
実 
況 
中 
継 
則 


生徒 の 隣 に 座っ た 双 雲 さ 


アー ト に 夢中 に ん 。 お も むろ に アー ト 作 


品 の 制作 を 開始 


取材 な の で 、 書 道 風景 も お 願い し ます ! 


ワー クシ ョ ッ プ の お 
題 は 双 雲 さん の 思い 
つき 次 第 。 こ の 日 の 
お 題 は 「 自 分 の 名 前 
を カッ コ よ く 書 く ] 


TO、^、 口 で 文 
字 を 書く ] と いう 
お 願 に 対す る 小学 
生 の 作品 。 自 由 な 
発想 で 書 を 楽し む 
様子 が 伝わる 


上 ) 生徒 の 筆 、 墨 、 紙 を 使っ て 、 課 題 を 書い て み 
せる 双 雲 さん 。 下 ) ふた ば の 森 が 所 属す る 「 ふ た 
ば 書道 会 ] で 、 こ れ ま で に 授与 し た 雅号 の 一 覧 
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(用 傘 さ ん に ほっ て 、 書 盾 教室 3 


自分 が 楽に 楽し く 、 そ 
や っ ぱり これ に つなが る ん で す 。 
A. この 文字 は 僕 自身 あたい な も の で す 。 
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メー 目 本 識 計 写真 = 山北 証 
rcxe Akiko Yamamoro ph 記 時 Aan Yamakits 


: 自 書 
oy le 
拓 
9 
出 


【【 
【 


ざさ ツキ 陸 直 


^ 選 居り 餅 e 弧 記 国 
つつ い 里 馬 置 


飾ら れる 「 迎 ] 
吹き 抜け に な っ て いる ロビ ー の どこ か ら で も 見 上 げ が で きる 
大 き な 迎 の 文字 。 人 が 胸 の 前 で 手 を 合わ せ て いる か た ち に も 見 える 


の を 
お 飾 
9 3 2 
〒 ィ 
の 
も 紀 
と の よ ケ 
ぅ 心 5 
近 も っ な メ 
は れ 段 さと き 大 表 同 ン 
"な の ん ` れ 好 し レス 
ホ い 感 お い き だ テ N 
は ょ 今 札 に で ドル ば 
ル 語 が 回 放 な ゝ 
と る 連 の カ 
し れ コ ユ で 


HPNNーa 


控え め な 上 品 さ が 店 の 雰囲気 に マッ チ 
ホテ ル 内 の レス トラ ン 「 八 坂 園 堂 ] の 入り 口 に 飾ら れ た 寿 の 文字 
薄墨 に 見 える が 、 よ く 見 る と ラメ の 入っ た 特殊 な 墨 で 書か れ て いる 


ロ 
ロ 


rey 庄 CN 


空 
間 
と 
の 
調 
和 
を 
目 
指 
し 
た 


京 
部 
ど 
真 
ん 
記 
折 
時 
SN 
表 
現 
5 
る 
日 
本 
の 
美 
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g 
な 1 


は グル よ 科 上 メ 
非 ル よう が ィ I 
党 直 の う に 登 ン ジ 
に 5 美 イ オイ か “| 映 は を 
カ いま し メ と と 人 派 考 
ラ 目 し い 1 考 ん 物 手 な 浮 え 3 
フ で た 超 ジ ぇ えな の な 雅 か た た 
に ル 追 イ も る キ キ 中 ラ が びに と っ し 演 
を な っ と ケ ヶ 踏 の + ャ さ グ あま き て す の 出 
の た 全 を 2 たま 更 タ の ジリ し に た 平 チ で 
統 め し か ン え ぇ えす クタ ク あ ユ ま た ` レ 今 パ ポ き 
ズ ス を 2 ま ら の ` が タタ る ア す ま ス 回 | る 
久 人 う で キ 立 実 1 1 。 雅 6 が ず ん M こ 
> 販 く WM ` も Y も 今 の を と ー が と 
| ラド ト 世 を い ラ 居 回 文 考 そ を で ゃ い 人 雅 ン で や 
し | の ん 振 ク 振 は 字 え 鞍 . 攻 の きま 
ト 2 ン 中 な り 夕 る ホホ に る な ス と イ る ホ 
3 
が 9 で ホ 和 る 非 の 
寺 い す と そ 5 
か ル を と | 
時 た ら の 与 が 目 ト 
3 コ に ビ る きつ あぁ 
切 テ ン 僕 1] 計 。 る 
〈 で の ゃ 
れ ヽ は 作 レ が は 
あぁ 品 ス で M 
ま り を う ト き と 
ま 置 で る こ 
し せ 〈 し ン シ * に 
ん こ ま が と 
(8 3 っ _ は 
も が 
レ コ 


3 


丹 1 の だ 見 客 ス 賠 統 算 で 

よ シ ? き て さ タ タタ は 三 園 き 

る ヨ た 少 ま | 双 道 の る 

ロ ン な いし に ト 圭 の 全 か 

ビ の ど で で 対 が さ プ 館 と 

| 年 き す も し 切 ん ロ n を 考 

の で 1 っ お し 日 て れ と ジ 通 え 

ィ 1 テ の 月 か 客人 へ 本 も ま の ェ エレ し いい 

し ン ン 書 22 けさ 婦 の "し コク て 銀 

み に 語 き 日 に ま 飼 伝書 た ト 進 

だ と で 初 に も と 補 統 と BS 
a 包 の 東 る に か ヶ つ め は な の よ 上 を い - 
1 1! 付 の 目 み に の 天 デ い 5 ュ コ 書 知 ぅ が 
感謝 を 込め て 両 * 人 モ 双 ま ミ い っ ア 
双 雲 さん の 好き な 言葉 「 ン 雲 す ュ て て Il 京 
ス さ ーー ニ あ い ト い 都 
の ひと つ で も ある 「 山 E 光 ケ る た を あい 衣 


紫水 明 ] は チェ ッ ク イ 
ンカ ウン ター に 。 自 然 
に 感謝 し つつ 、 調 和 す 
る こと の 大 切 さ を 表現 


ホテ ル ザ セレス ティ ン 京 都 葛 園 武田 双 3 
作品 展示 期間 : 2020 年 2 月 23 日 日) 

場所 : ホテ ル ザ セレ ステ ィ ン 京 都 舐 園 

Tel: 075-532-3111 

住所 : 京都 府 京都 市 東山 区 八坂 通 東大 路 西入 る 小松 町 572 
wwwrcelestinehotels.jp/kyoto-gion 


作品 展示 


書き 初め デモ ンス トレ ーション も 開催 子 定 ! 
日 時 :2020 年 1 月 25 日 ( 寺 ) 予定 


ホテ ル の ロビ ピー で 双 雲 さん に よる 書き 初め の デモ ンス トレ ー 
ショ ン を 実施 。 や り 直 し の 利 か な い 一 財 芸 で ある 書 の 醍醐 味 
を 体感 で きる また と な い 機 会 宿泊 ゲス ト 以 外 の 見 学 も 可 
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yoGO ン 加 父 Bi 


ハー ハ KS 軸 な っ て ml 話 昌 較 お ーー 台 


NN あー よー 


We な 


6 
ーー 1 6 


きゃ 


IKE 
CTO 


ョ ン で は 、 来 訪 者 を 楽し ほ せ る さま ざま な 仕掛 けが ! 


1) 江戸 時 代 の 衣服 の 主要 素材 「 大 麻布 ] を 使用 し た ジー ンズ を 展示 。2) 生産 過程 で 出 た 端 材 を 使っ た CORE 
シリ ー ズ 。3) 秋田 の 工場 か ら ミ シン を 移設 。4) 小 誌 と の コラ ボレー ショ ン で 実現 し た イン スタ レー ショ ン 


6 っ 林内 シ の ンド エ シ ト な を 刀 わ 8 を は カン 界 
会 いた さ ム 区 の ウキ キャ 1I を エ 余 れ 月 迎 1 ズ 中 
場 た "ん を ル で う イ シル ク ん キ す ご た に え つつ を の 
で いも は 制 玖 な ぁ あ ち ン ビ イ 及 な シ と ーー 天 る た エ つ デ 
は ーー の Fn 作 Q ジ る 16 の シン ぴ び エビ こ は 日 王 こ ド 〈 = 
会 と づ ェ す 過 | $ 台 旗 = ョ ス ` ド シ ろ 中洲 そ と り 5 り 年 ウ 5 ム 和伸 
期 語 (ドド る ピン 名 を 艦 ン タラ ゥ ッ ョ な 彼 ピ ァ で 本 代 イ 続 フ の 
中 っ りみ エズ の 移 工 で レイ ィ ン く 5 互 ィ 4 に ン け リブ 
相 た の イィ 程 一 工 職 設 場 は | フ ン だ 披 の 台 ん 先 且 で ! 
恨 向 ン が 場 人 に シシ で と 露 も 避 立 ラ ら に 本 い ぃ い ク ン 
りー こ の 登 二 が ジ あ 秋 ョ の 双 し の っ ン れ ジ で る を ド 

うぅ 流 全 場 貴 手 | る 田 ン 書 肢 た づ だ の 〇 いて ド る | は ジ 喰 設 

側 僕 ワ 掛 ン 50 県 が に さ 選民 本 三光 1 5 立 
本 を に - 層 け ズ 台 に 実 よ ん 2 か 立 ド ズ め ン せ 
の 二 か 孝 る づ の あぁ 現 る の シ の 己 60 ウ を て ズ る 
コ て だ ら コス (《 ミ る し ス 3 *Y 神 店 で 周 イ 製 ^ 2 
愛 も わ デ 〇 ペリ シェ エ た べく も ル 骸 品行 年 年 ン 造 独 1 | 世 


“レイ ン ボ ー セ ルビ ッ チ "を 用 いた 
エド ウイ ン の 初 f ム に も 畠 
今回 ヒキ シビ ジョ ン で 披露 し た 「 儀 」 
と 別に 、 あ ら た に 「 エ ドウ イン の 流儀 ] 
も 揮 宮 。 エ ドウ イン の 初代 デニ ム に 施 
され た 、 双 方 に と っ て の 特別 な 作品 が 
で き あ が っ た 
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双 雲 きん の ライ ブフ パフォー マン ス も 披露 ! 


対話 の 中 で 出 て きた 流儀 と いう 言葉 。 今 回 書き 下ろ し た 「 儀 ] は は じ め て 書い た 文字 だ と か 。「 書 家 は も と も と 
シャ ー マ ン 。 宇 宙 の エネ ルギー で 書い て いる 。 書 いた 後 は お 腹 が すき ます ( 笑 )」 


地 想 の の 話 ダ 感 に エ き 
平 い 時 ス で し ! 動 し ドド た 
を と を ピ は だ し じ 宙 尽き 
切 技 積 リ K ま ' イ と 
り は み ッ パ し し 想 ン に 
開 ー 重 ま た 像 の は 
い イ ね だ 流 い 力も 誰 
和 ズ て ク る 儀 ま こ が の も る 
い ム き う を し れ 追 づ ふ 
4 Il た も ま まい 〈《 な 
し も つ 一 3 のり わ 
僕 の だ と ジ か を か ヵ 
2) も 典 1 な 目 、 
あ 〈 の 客 ン い の 
っ 5 づ 所 ズ ほ 当 ム 
て へ < 味 は ど た 生 
こ の り だ ど に 5 


「OAXJOL NI TV 


加入 ペー ツ 


や の 


tv で St ホ ら gnk」S nn リコ 還 議 証 
さ 


] ぐ … で いっ TVS 路 忌 り SG keBS - 還 欄 


ポー ド 栓 人 求 は 壇 


に EN 
texe Nao Ohmori 


suhiko Roppongi 


MM 本 界 中 
に Ta 
判 相 王 ば る か ンド 


「 財 陸 @ 所 補 映 章 ] G 局 甘 遇 購 昭 器 和 
思 避 か 計 球 材 玉 玩 4 人 る で 間 或 称 間 7 


展 餅 めぐ 公 時 票 」 Sm や 移ら RS 
由 時 "| 抽 せ 導 咽 つね っ 8 
S^ 時 り 「 計 宗 一 き 男 寺 ( 琵 動 ) 


所 和製 束 ・ 出 軒 や 党 和 邊 宮 嗣 短 箕 一 
や つ Y 剖 里 羽 明 章 毅 只 衝 で お " 毅 
窟 瓶 環 G ら つい や Se 甘 如 表 G 転 所 " 
ヨ 田 民 記 めぐ つら @ 表 号 つ " 範 
QRe 十 帳 和 る の 眉 ら りら ン " 

ー 一 日 て G 下 4 っ きっ 0 じゃ も 公 で 

ヨ 田 : 時 や や SS" KASGS 家 
詳 記 因り せつ の るり 842 つ ポ つ る ね? 記 
析 人 NG 骨 句 田 思 り 量 振 つ いろ ね 
りう -Js の 4Q で | 人 S 提 2 つ DS で SS 民 さ S 
On つの 本 いじっ ね で や や や で" 
医師: 親 下 せ 只 欄 じ つね SS" 議 世 棚 
求 直せ 柳 班 路 G 将 揚 王 @ 性 湯 り や 人 る で " 
ヨ 田 : 2 つね で 押付 G 析 り 把 
か 介 提 Rnenuo Np っ Q で つ 


を se2[ り 愉 っ 避 民 会 本 

宮 取 ど や 装 QSSQn 完 」 や 

巡 ? 抑 「 析 り 避 や 生 で 守 
S 


っ | つつ 尋 は き で っ ね 


束 
の 
書 
き 
較 
を 


けり 人 科 周 めで きつ の 計 慌 倒 慰 お" 
性 党 " 殆 珈 つき べ 巨 @ 福 志 じ 列 ご る S* 
WS て WS つの S 公 軍 @G も や や" 

区 世 : 事 全 京 半 や つね らら 守 ロト ネ ュ 
家臣 世 玖 絹 人 ロロ 箇 直 会 弄 力 ね や で や や" 
4 つり Do の AT へ 守 皇 表 中 や ^ WSG 
つか が 全 で 計 証 史記 Q 居 時 忌 公田 き で 
P ら で ぐね で や も 屋 " つつ せっ ww 吉 りや か 
Q GS 幸 環 つる 倫 つ % や で" コ 田 紀 所 
せ 提 章 わ Se 前 名 旨 慌 や 収 で 当 人 ピン 
時 軍人 意 午 明 時 @ 更 避 
麗 で 7 普 課 立 麗 陣 り 6 ぐ P「 リ り G 振 
@ 更 草 」 や で ント 皇 いつ つや や SG“ 
ポ れ り 針 写 G 民 軌 叔 さく ぐも や“ 

ーー 一 区 伺 めぐ 只 「 時 秦 」G 秩 己 史 名刀 


で ポ つ + 


昭 っ W 電 写生 や ン 選 やめ っ! 
じ 副 民 @G 
人 - す を むね お: 
本 の だ 人 
Am 潤 お せ Q 
3 規 層 も 棒 
折っ 内 っ 
SE も を: まま 
扶 や て 思 欄 
う ここ も 震 江 to 
千世 9 1 姜 守 
芝 S く <% セ レロ 
秩 縮 忠 で つ 尼 
個 半 っ 下 破 


ん の 優し い 人 柄 が 伝わり ます 」 と 
書 に 精通 する 山田 貫 首 は 話す 


医師 : 加 を る 鈴 還 KS 王 ロ 59S 突 衝 
や や で マー W つ 叶 呈 和 軍 つつ 
や 委員 HK ミキ ヤーNR 選 おろ っ つ 時 
っ つや? 業 暫 時 料 め 半生 つ " 近世 
染め 交 表 で 季 知 気 還 つ っ や 

ヨ 田 : 時 中 つ せ 号 全 史 志 維 所 NT 
閣 幸 人 つ か や So うつ っ の 舌 戻 で ye 
「 計 宗 加 当時 瑞 ロ 」 つつ 宮 い ざく きき 
選 坦 候 生 けり G 弧 己 家 で やじ っ ポ 和 やつ” 有 
束 慰 器 つ いっ で つっ 本 っ が も? 

医 世 ・ 畠 品 符 玉 戴 GS ご) 
で お せ ン ツリ” 時 の ら 中 机上 ロ 下 貴 忠 憶 
お で や や "りや 析 手 ぐ 
Po で お で や 8? 現 
票 つっ 写 紀 7 w 
サン つね 介 下 ら で つの 時 詩 
人 どい リン で だ で や や 吾 


SW つね つ ^ 表 G 下 要 


富 あ ye 
貴人 RS 


切 せ れ 
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= め 


きつ SS っ" 
心 つ お ね < 村 


さよ 
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可 


トド tc の にくく ア くだり) 


自 
身 
+ も 
心 励 み 
ま 
届き ヵ 


いり 時 っ つね 5 
ヨ 田 : べ 明 S 漠 性 せ 計 足 
っ 音 四 りや" つる つべ 蝶 
全 計 記 つ 半量 人 や 税 人 る い 禄 
っ 避 壁 っ 史 つ りつ お ? 
WW で 喝 前 っ 当 人 の いい 
ン で で お SG 会 計 奈 人 G や 
ゃ "名 ぐ る で ぐ 寺 ね る GS 
抽 で 生 。 但 回 っ 避 京 や 4 
we 電 ロ SM つろ らら ろ や 


生 民 " 


は 、 中 章 寺 で 
双 雲 さん の 特別 展示 を 予定 ! 


2020 年 4 月 に 落慶 供養 法要 が 行わ 
れる 中 尊 寺 の 修養 道場 「 光 勝 院 」。 
諸 行 事 を は じ め 、 生 禅 や 写経 体験 、 
奉納 演奏 な ど が で きる 施設 で 2021 
年 に 双 雲 さん の 個展 を 開催 予定 


に 
ご 
避 


11 月 4 日 一 2 月 末日 8:30 一 16:30 ※ 拝 観 受付 は 10 分 前 まで 拝観 料 :800 円 


Tel: 0191-46-2211 受付 時 間 :3 月 1 日 11 月 3 日 - 8:30 一 17:00、 
www.chusonji.orjp 


中 尊 寺 
住所 岩手 県 本 磐井 才 平泉 町 平泉 衣 関 202 
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間 李 掴 幼 借 「 る きせ G 様 」 や 下 問 2012 | きき ャ ハー ハト や 下 寺 
足 聞 紀 上 共 虹 「※ つ ※G 姦 」" 密 園 「 呆 中 ね ] 
上 トー キュ 1 や 皿 還 牙 「 1 所 詩 巧 ] や 莉 加 思 W4mRSoS 国 由 野 半 
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2014 | きき 
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谷田 名 将 トー て 福 エ I い ユー ビレ 

時 中 「 ズ 井 明 」 9 葵 

枯 「「 柳 ] や 約 仁 つき 」( 羽 層 妨 ) 定 に 


部 ル 


唄 国 ・ 還 刊 めで 人 財力 

忠 給 征 加 将 定 上 ※ 

NYAKRR の ウロ 郊 操 垂 

「[ 隅 ・ 青 脆 節 ] ふ で て ヘ く Sm ト KA ロー く ミ く 
ふ KEN 一 KS 還 社 時 玩 (こら 愉 ) 


中 ミド ー ふ 中 に じ 還 時 昌 共 請 つ ^ の ロ 守 や 誤 の 
で S※ 暫 吉 や 選 誠 

の 選 写 叶 帳 と ト ャ 「 古 恥 表 旧 」S 型 和 

避 め 各所 入 虹 理 

1 「 要 人 」 国 入 「「 押 央 」 多 寺 守 


(と ら の ) 


EN 


UE 


「 家 村 る ら せ さ 」 圭 型 寺 


区 や 忌 医 叶 詞 8 園 玉 講 源 時 害 (と の) 


商 放 ・ で mm で 皇居 ポ で NO 

県 ざ 呈 り 主 琴 つね 家 医 ネー ロ 尾 納 つ 藤 * 堅 混 
長男 拓 也 は くい さい N ト ー て つつ いり 「 軒 漠 や 
野本 
EN 


S「 時 窟 皿 求 思 」 り 中 馬 め で 
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密 ・K 財 多 で 会 半 が で 
SN ミト 計 太 ー く で ロ い 玩 嘆 「 代 つ 醒 


下 書 


さ ロ エロ ( 高 粒 出 問 諾 ) や 加 介 SN n へ 
「 押 SR」 や 史 静 " 

「 よ XSA」 トー ロロ (a 席 ) 悪 団 下 忠 提 
斑 指 玉 「 拘 祥 折 ] nm SpS 鋼 寺 各 超 
「CHIKYU FARM TO TABLE ( 己 ポー 
IS へ SNH 御 選 ホ ー 提 稀 )] や ボート ヘ 


キネ や ヘー ホー KK ペーK テ ュー ラド ト さ SS 
畠 党 旗 中 居 8 ロ ント ヤセ 「 欄 低 】」 さ mmS 国 社 
さい 


皇 師 K 寺 唱 財 「 稔 閣 」 貼 大 つ ^ 臣 呈 寺 未 維 


坦 選 詞 
「Kー ミ ミー 人 で ト トド ーー TK ター 
ペーK ト トー 」 W 編 


次 捧 信田 区 夫 @ じ 析 ち Q 介 昭 圭 捉 」 (5 


ペ / 利 ) 届 下 に 


多 8 回 く K て ・ い トー ネ ホー「 で ロロ ー ユ へ 級 」 
宅 卒 ・K や 向 記 選 還 紋 

や トイ ャ ー ト ミ 『N さ マート ハ と へ ふさ ミ さき 
キリ ー ハ mA] nA ゃ トート ーー「 舞 | 和 旨 呈 
キネ ャ HAKNHMK 呈 ポ 吊 「 息 押 」S 
園 せ ゃ 電電 

者 導 「 膨 則 QR」 ( 加 共 所 舞 志 ) 下 は 
刻 ト ー ト で て ・Souun つ の の つじ 性 弓 己 褒 一 


Q 選 の ロ " 過 価 ゴ リ ミ ネ ャ ント ネー トロ ビレ 「 コ 
R ヘ 人 多 で "」 陸 史 話 半 中 恨 (の ) 


he) 


、 現 代 ア ー テ ィ ス ト へ と 転身 ! 


aa 初 と な る 
大 規模 個展 を 開催 し ます ! 


書道 家 と し て 活動 し 
を 融合 させ た 作品 を 


8 年 。2018 年 か ら 書 と アー ト 


み 出 し 、 つ い に Souun ウ と し て 


本 格 始動 。 翌 年 2 月 に 隣 ピカ ソ ツ 、 ご めん 。] 展 
で は 、 彼 の 作品 が 結集 PARCO Discover Japan 
Lab. で の 先駆 け 販 売 と 人 新生 Souun ツ に 硬 目 せよ 


「 ビ ピカ ソノ 、 ご めん 。」 展 


会 期 : 2020 年 2 月 5 日 ( 水 ) 一 16 日 (日 ) 
会 場 : ヒル サイ ド フ ォ ー ラ ム 

住所 : 東京 都 渋谷 区 猿楽 町 29-18 
代官 山 ヒ ル サ イ ド テ ラス F 棟 入場 料 : な し 


現代 アー ティ スト ・Souun に よる 
イベ ント も 開催 し ます ! 

日 程 : 2 月 11 日 ( 火 ・ 祝 ) 14:00 一 、 
15 日 ( 土 ) 14:00 一 


※ 詳 細 は 武田 双 雲 ウェ ブサ イト に て 告知 予定 
Www.SOuun.net 


第 phoro: Asushi Kondo 


鈴木 優香 きん 


請 由 岳 収 集 家 デ ザイ ナー。 
アウ トド アメ ー カ ー の 商 
品 企画 部 を 経て 、 山 で 見 
た 景色 を ハン カチ に 仕立 
て て ゆく ブロ ジ 記 用 ト 
「MOUNTAIN COLLECT 
OR] を スタ ー ト 。 登 山 ・ 
写真 ・ テ キス タイ ル ・ 執 
筆 な ど 活動 は 多岐 に わた 
る wwwmountaincolle 
ctorcom 


人 、 凍 
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ン 
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EN 
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日 光 東 照 宮 


江戸 幕府 初代 将軍 ・ 徳 川 家康 を 神 と し て 祀る 神社 。 日 本 全国 に ある 東照宮 の 総 本 


社 的 な 存在 だ 。 境 内 に は 国宝 8 棟 、 重 要 文 化 財 34 棟 を 含む 55 棟 の 建造 物 が 並ぶ が 、 


その ほとん ど が 1636 年 に 3 代 将 軍 ・ 家 光 に よる 「 寛 永 の 大 造 替 ) で 建て 替え ら 
れ た も の 。 全 国 各 地 か ら 集め られ た 名 工 に よる 細 な 彫刻 、 漆 や 金銀 が 施さ れ た 
豪華 絢 商 な 彩色 が 特徴 で 、 三 猿 、 眠 り 猫 な ど 見 どこ ろ も 満載 


こい a 胡 


いっ 1 


計 r0k9rOk rc 


と ささ er 計 


「 な こき 
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+S 和 可 証し 


Eh: 


住所 : 栃木 県 日 光 市 山内 2301 
Tel : 0288-54-0560 
受付 時 間 : 8:00 一 17:00 (4 一 10 月 )、8:00 一 16:00 (1 3 月 ) 
拝観 料 : 1300 円 
wwwr.toshogu.jp 


Yuka Suzuki Photo! 


上 ) 日 光 東照宮 で 有名 な 三 猿 の 木 彫 。 
下 か ら の ぞ く と どん な 顔 を し て いる の 
か と 思い 撮影 。 ち ょ っ と 不満 げ ? そ 
れ と も 寂し い 顔 な の か 。 左 上 ) 道標 が 
好き で 、 山 で も よく 撮影 。 横 書き の 
「ENTRANCE」 と 縦 書き の 「 右 側 通行 」 
の 書体 の 違い と 、 お で ん の よう に 重ね 
た か た ちがい い 感 じ 。 下 : きら び や か 
な 門 の 装飾 が 映り 込ん だ 水面 。 水 の 中 
に は 硬貨 が 投げ 込ま れ て いて 、 玉 ポケ 
の よう に も 見 えて お も し ろか っ た 


誤 い 叶 還 系 へ ーーー サ さ 圭 表 


建物 の 全景 や 遠 早 よ り も 、 細 部 の 模 
様 や 彫 志 と いっ た ディ テー ル が 気 に 
な る と いう 鈴木 さん 。 陽 明 門 や 周囲 
の 装飾 が 映り 込ん だ 、 昧 水 ス ペー ス 
の 水面 を バシ ャ リ 


k ロ さ 


居 蔵 隊 さ て rm 


立 さ 


。sr あ いて 薄 層 計 


日 ロロ 音 
光 ご 像 な 
と が ど 
い 益 YA も 
う n つ 和 
地 侍 ま 
名 因 2 れ 
は ら 門 る 
さ や 
男 る 竜 大 
体 宮 
山 城 
の を 金 
古 思 

光 称 わ 


さ 

る 3 

こ を 
と た に 
を た も 
感 え 登 
じ た の 
ま も と て 
し い みみ 
た 7 う た 
記 上 
『 で 
す 
に た だ が ら 剤 向 一 

在 観 よ 礼 れ に か 
日 光山 輪 王寺 


奈良 時 代 の 未 に 勝 道上 人 に よっ て 開か 
れ た 日 光山 。 そ の 後 、 鎌 倉 時 代 に 発展 
し た 神仏 習合 の 考え に より 、 山 岳 修行 
を する 山伏 が 盛ん に な る 。 江 戸 時 代 に 
徳川 家康 公 を 東 照 大 権現 と する 日 光山 
と し て 包括 され る と 、 天 皇 家 か ら 輪 王 
寺 の 称号 が 勅許 。 神 仏 分 離 が 発令 され 
る 明治 の 時 代 を 経て 、 お 堂 や 支 院 の 総 
称 で ある 現在 の 輪 王 寺 が 存在 する 


TUTN 
住所 : 栃 木 県 日 光 市 山内 2300 

Tel: 0288-54-0531 

受付 時 間 :8:00 一 16:30 (4 10 月 ) 、 
8:00 一 15:30 (11 一 3 月 ) 

拝観 料 : 輸 王 寺 券 ( 三 仏堂 ・ 大 獣 院 ) 
900 円 、 単 独 振 観 券 ( 三 仏堂) 400 円 、 
単独 拝観 券 (大 獣 院 券 ) 。 550 円 、 単 
独 拝観 券 宝物殿 ・ 選 遥 園 ) - 300 円 


wwwrrinnoji.orjp 


日 光二 荒山 神社 


勝 道上 人 が 開い た 日 光山 信仰 の は じ ま 
り と な っ た 古 社 。 男 体 山 を 御 神体 と し 、 
古く か ら 下 野 国 の 一 の 宮 と し て 敬 わ れ 
る 。 主 祭神 に は 招福 や 縁結び の 神さま 
で ある 大 己貴 命 ( お お な むち の みこ と ) 
が 祀 られ て お り 、 現 在 で は 縁結び の 神 
さま と し て 人 気 。 同 神社 の 建造 物 で あ 
る 木造 朱 塗 り の 美しい 橋 「 神 橋 ] は 、 
日 光 の 社寺 の 玄関 口 に な っ て いる 


da 

住所 : 栃 木 県 日 光 市 山内 2307 

Tel : 0288-54-0535 

愛 付 時 間 :8:00 一 17:00 (4 10 月 )、 
9:00 16:00 (1 一 3 月 ) 

拝観 料 : 200 円 (本 社 神苑 入国 料 ) 


wwwifutarasanjp 
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| が つて 山 ひ と つ だ っ た 日 光 の 原点 へ 


日 光二 荒山 神社 中 宮 策 


中 禅 寺 湖 の 北岸 、 男 体 山 山藤 に 鎮座 し 、 
頂上 に ある 奥宮 創建 (784 年 ) の 2 年 
後に 中 禅 寺 と と も に 建て られ た 。 も と 
は 中 禅 寺 と 神仏 習合 の 存在 だ っ た が 、 
明治 の 神仏 分 離 令 に よっ て 分 か れる 。 
お 皿 に 厄 の 文字 を 書い て 投げ る 「 カ ワ 
ラ ケ 割 り ] も 行っ て いる 。 中宮 賠 と 中 
禅 寺 は パス で すぐ の 距離 に ある の で 、 
併せ て 参拝 する の が お すす め 


wla 

住所 : 栃木 県 日 光 市 中 宮 2484 

Tel : 0288-55-0017 

受付 時 間 :8:00 17:00 (4 10 月 ) 、 
9:00 一 16:00 (11 3 月 ) 

拝観 料 : な し 


www.futarasan.jp 


日 光山 中 祥 寺 立木 観音 


男 体 山 山 頂 を 極め た 後 、 勝 道上 人 が 建 
立 し 、 修 行 の 場 と し た 寺 。 二 荒山 神社 
か ら 流れ 着い た 立木 観音 や 、 波 之 利 大 

天 (秘仏 ) な ど 、 特 徴 的 な 仏像 が 礼 
られ て お り 、 坂 東 十八番 札所 と し て も 
知ら れる 。 寺 内 で は 、15 分 ほど で 完 
成す る 写経 や 写 仏 の 体験 も 可能 。 写経 
後 は 、 納 経 参 拝 し た 証し と し て 特別 御 
人 打 印 を いた だ く こ と が で きる 


de 


住所 : 栃木 県 日 光 市 中 宮 詞 2578 

Tel: 0288-55-0013 
受付 時 間 :8:00 一 17:00 (4 10 月 )、 
ー16:00 (11 月 3 月)、8:30 一 15:30 (12 
月 、2 月 ) 拝観 料 :500 円 
www.rinnojiorjp/temple/chuzenji 


Yuka Suzuki Photo! 


右 ) 日 光山 輪 王寺 の 手 水 舎 で 撮影 。 暮 れ 
か けた 陽 に 照ら され て 、 ク モ の 巣 が キラ 
キラ と 輝い て いた 。 中 央 ) こち ら も 同じ 
く 日 光山 輪 王寺 の 手 水 舎 の 内 部 写真 。 普 
段 は じっくり 見 な いけ れ ど 、 少 し 空い た 
時 間 が あっ た の で 気 づ 〔 し い 装飾 。 
左 ) 後 厄 が 終わ る 年 末 ま で 、 無 事 に 過 ご 
せま す よ うに と いう 願い を 込め て 、 日 光 
二 荒 山神 社 中 宮 弓 で 「 厄 ] と 書い た お 
皿 を 思い 切り た た き 割 っ た 
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自然 の 遺産 に 包ま れる 夜 


モダ ン な 洋館 の 雰囲気 を そ 
の まま に 残す 本 館 。1936 
年 に は 、 地 下 だ っ た 部 分 を 
1 階 に する 改築 工事 を 行う 。 
も と も と 1 階 に あっ た 元 エ 
ント ラン ス は 、 現 2 階 の レ 
スト ラン に な っ て いる 
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日 光 人 金谷 ホテ ル 

明治 6 年 創業 、 日 本 最 古 の クラ シッ クリ ゾー ト ホ テ ル 。 
和洋 折 衰 の クラ シカ ル な 建物 は 、 ゲ スト ルー ム 、 レ スト 
ラン 、 ロ ビー な どど こ で も 当時 の 趣 を その まま に 感じ ら 
れる 。 館内 に は 、 ホ テル の 歴史 を 展示 し た 歴史 館 も ある 。 
クリ スマ スシ ー ズ ン に は 生 木 と し て は 日 本 一 の 高 さ を 誇 
る ヒマ ラ ヤ 杉 の クリ スマ ス ツ リ ー も お お目見え 


住所 : 栃木 県 日 光 市 上 鉢 石町 1300 Tel : 0288-54-0001 
客室 数 :71 室 料金 :2 万 4200 円 一 

(2 名 利用 1 泊 2 食 付 1 名 料金 、 税 ・ サ 込 ) 
カー ド : AMEX、JCB、VISA な ど 

IN:15:00 OUT:11:00 

wwwkanayahotelco.jp/nkh 


1) 2 面 に 大 き 見 晴らし の いい コー ナー ツイ ン ル ー ム 。2) シン グル モル ト を 
200 種 類 以上 揃 デイ サイ ト ]。 大 谷 石 で つく られ た 暖炉 は フラ ンク ・ ロ イド ・ ラ 
イト の 設計 と も 伝え られ る 。3) 館内 の 至る と ころ に 日 光 東 照 宮 を 意識 し た 意匠 が 施さ れる 


に ヨ 


あせ 日 を と 
り ル ん 光 ッ 尽 し 
ま 届 (の し 宏 '% て 
す ム 山 し し 多 
"は 々 た だ た た だ 4 
胡 い が よ 明 の 
や 広 窓 う 治 ら 観 さ 
障 々 の な の 転 と 建 れ の * け 光 明治 か ら 
了 チ と 外気 空 扉 し 物 た が 郎 日 の 客 提供 され る 名 
の し に 分 間 を て が 劉 虹 鐘 の ソテー 金谷 
柄 て 広 に に 抜 訪 ワイ ン で は な てく 日 本 酒 
や 開 が 陥 タ れ を 使っ た バ パター 醤油 味 
家 放 る る イ で の 和風 の ムニエル 
具 感 ゲ ドム い 
ナ 国 味 な ム し で りな 
. 汰 、 ジ 日 し え レ た ゆい ど 
2 光 か タツ っ 最 イ 
サ 化 金 つ っ 1 な 朝 た 近 ン 
| 老 谷 た ル ど 食 り の テ 
ビ 受 ホ で で の は と ホリ 
ス け テ す " 卵 プ 過 テ ア 
を 入 ルー パ 料 ツ ご ル は 
れ 『 と ン 旨 アモ た モモ 
ぶ いい 評 独 い が を ェ こ は ダ 
こ 西 3 洗 と 選 で と な ン 
に す ば つべ は が いで 
で 9 て る な 雰 品 
多 の “は ほ 金 も 但 《 き 凍 が 
く マ 外 ど 谷 美 沢 オ ま 気 あ 
無 で そら 絶 イ ピ で 焼 い ど 方 ス 
の 本 本 半 間 便 本 た る 多 和 
る 厳 神 や だ 包 再 購 た テ 3 に 本 Yuka Suzuki Photo! 
日 か 社 か 現 入 
を 光 な 仏 な し が 左上 ) 日 光 全 谷 ホ テル の ルー ムキ ー。 
金 答 日 可 最近 は 多く の ホテ ル が カー ドキ ー を 採 
工 谷 囲 と 光 能 用 し て いる が 、 老 守 ホ テル の レト ロ で 
ト 気 か わい らし い デ ザイ ン の ルー ムキ ー は 
に 交 力 的 。 被写体 と し て も 好き な アイ テ 


ム 。 右 上 ) 車窓 か ら 見 えた 赤 共 山 。 山 
が 見 えた な ら 、 揚 ら ず に は いら れ な い 。 
この 日 は 天気 も よく 、 和 線 も くっ きり 
見 えた 。 右 下 ) 金谷 ホテ ル の 館内 に て 
撮影 。 ワ イン レッ ド の じゅ うた ん に 、 
朝 の 光 が 差 し 込ん で きれ い 


8 
「 ヘ ュー で ヾ さき 革 李 」 詩 E 


ゆき は WA ふ 輝 r 許 
避 


に 3 
還 
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ょ 山 
急 
日 光 市 
日 光 東 康 宮 
妙 月 坊 
人 日 光二 荒山 神社 和光 7 
年 』 
日光 二 荒 山神 社 上 
中 宮 調 半 
) / 間 ] 
半角 / 洒 \ 
』 日 光 金 谷 ホ テル 
- 電 
月 光山 中 神 寺 
な 立木 観音 
| 2 
⑳ ) ] 
: 7 
な 2 鹿沼 市 「 
* 向 
i 
日 光 旅 で 利用 し た い フ リー パス の 利用 可能 区 間 
[湯元 温 泉 】 
【 光 徳 温泉 ・ 日 光 アス トリ アホ テル 】 
【 半 朋 山 (期間 運行 )】 
【 大 笹 衝 場 
【 本 観音 前 【 中 祥 寺 温泉 】 半期 運休 
(期間 運行 )】 
【 奥 細 尾 】 【 大 油 隊 ・ 二 荒山 神社 前 】 
【 や し お の 湯 】 【 間 職 高 原 】 
座 冬 期 は 
【 得 降 の 清 】 


こう 
に Wo 


さ 設 如 


20 周 年 を 記念 し た 特別 御朱印 が 登場 


日 光 東 照 宮 、 日 光山 輪 王寺 、 日 光二 荒山 神社 で は 、「 日 光 の 社寺 」 
が 世界 文化 遺産 登録 か ら 20 周 年 を 迎え た こと を 記念 し 、2020 
年 3 月 31 日 まで 、 世 界 遺 産 登録 20 周 年 記念 御朱印 が いた だ ける 。 
日 光山 輪 王寺 大 獣 脱 で は 、 同 期間 に 、 開 創 1250 年 を 記念 し て 
初 開帳 され た 御 本 尊 の 特別 拝観 も 実施 


行き は 特急 リ パ テ ィ で 

乗り 換え な し で 目的 地 へ ! 
行き は 特急 リバ ティ で スム ー 
ズ な 移動 を 。 帰 り は 特急 スペ 
ー シ ア の 個室 (平日 3150 円 
土日 曜 、 祝 日 3770 円 1 室 ) 
で ゆっ た り と 帰宅 


蒲 國際 送 計 「 革 話 G 拉 ] 


ー 遷 避 ー\ み 


ーー 東武 鉄道 フリ ー 区 間 
還 素 武 バス 日 光 フ リー 区 間 
【 】 は バス停 


※※ 聞 東 自動 車 、 旅館 巡回 ダイ ヤル バス 、 日 光 
市 営 パ ス の 絡 線 バス に は 乗車 で きま せん 。 


da 


まる ご と 日 光 東武 プリ ー パ ス (12 一 3 月 利用 の 場合 ) 


有効 期間 : 4 日 間 

発売 額 : 浅草 か ら 大 人 4220 円 、 春 日 部 か ら 大 人 4010 円 

発売 箇所 : 東武 線 各駅 (東上 線 、 押 上 、 渡 瀬 、 治 良 門 橋 、 相 老 、 赤 城 、 野 州 大 塚 、 板 
荷 、 下 今 市 一 東武 日 光 間 ・ 新 藤原 の 各駅 及び 駅 員 無配 置 駅 は 除く 。 一 部 の 駅 で は 発売 
し て いな い 時 間 帯 あり )、 浅 草 駅 旅行 セン ター、 東 武 トッ プ ツ アー ズ 、JTB、 近 畿 日 
本 ツー リス ト 、 日 本 旅行 の 各 支 店 

問 : 東武 鉄道 お 客 さま セン ター Tel : 03-5962-0102 

営業 時 間 : 8:30 一 19:00 (年 中 無休 た 年 末年 始 は 除く ) 


紗 月 坊 


住所 : 栃木 県 日 光 市 山内 


2381 

Tel : 0288-25-5025 
営業 時 間 : 11:00 
19:30 (LO.) 

定休 日 : 水曜 


ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 日 光 


住所 : 栃 木 県 日光 市 

中 宮 同 2482. 

客室 数 :94 室 
www.ritzcarlton.com/ 
en/hotels/japan/nikko 
※2020 年 5 月 2 日 
開業 予定 


対談 の 様子 は 
ウェ ブ で ! 


右 ) 益子 の 陶芸 家 ・ 松 崎 健 さん と ザ ・ 
リッ ツ ・ カ ー ル トン 日 光 総 料理 長 の 
早坂 心理 さん が 対談 。 左 ) 松崎 さん と 
GENDO の メン バー (伊藤 購 俊 さん 、 
萩原 芳 典 さん 、 西 山 奈津 さん 、 竹 下 鹿 
丸 さ ん 、 宮 田 竜 司 さ ん ) が 早坂 さん と 
と も に つく り 上 げ て いる 試作 品 の 一 部 


栃木 根ざし た 料理 と し うつ わが 石 い の 技 力 を 高め 合う 


2020 年 ぅ 月 22 日 開業 予定 の 「 ザ ・ 


ー ル トン 日 光 」 の 和食 の レス トラ ン 


食材 を 使っ た 料理 を 益子 焼 の うつ わ で 


益子 焼 の うつ わ に は 、 了 知 才 


・ カ 育成 の た め 
は 、 栃 木 の 


楽し め る 


ざい いや 壇 菩 


立ち 上 げた 新 プ ブランド 「GENDO]」 
し 、 自 分 の 世界 


ー 海 選 [ ま ロー ミー きく ー・ 二 」 


明 洞 守 腔 注 〇 周 


の も の も 
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隔 mー テ シク 7P 委 果 : エ ン ツ 続 ん 発 
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htTD プ TSGGNG 表 GBRNG5OT 


いま 知り た い 日 本 の コト を 発信 ! この 冬 お すす め の 名 宿 な ど 句 の 情報 を 、 ウ ェ ブ サ 
イト に て 公開 中 。 い ます で ブックマーク し て 、 日 
Discover Japan WEB 党 的 に Discover japan を 楽し も う 
| 
http://discoverjapan-web.com 
mm 
*o よ る に も える 、 作れ の 3 
還 計 : 
ク 記 
し ーー 邊 | 1 に / 


最新 号 や バッ ク ナ ン バー が 買え る ! Discover Japan が 独自 運営 する ショ ッ ピ ング サイ 
ラガ ミ ト 。 こ ちら で ご 購入 v た 方 に は 、 送 料 無料 
Discover Japan 公 式 オ ン ラ イン ショ ッ プ (回 内 ) に て 届け し ます 
L 


https://discoverjapanmag.myshopify.com 


Discover Japan 2019 年 12 月 呈 「 人 生 導 
を 変え る モノ 選び 。」- 2019/116 償 で ょ 
に き セ 
る ン 

ーー いしい 1 タダ 
い 1 

し る 』 


リア ル タ イ ム で 情報 を キャ ッ チ ! ウェ ブ 記 事 や イベ ント 情報 な ど 、Discover Japan 
の 最新 情報 を リア ル タ イ ム で 発信 。Instagram で 
SNS は 誌面 と 連動 し た フォ トコ ン テ ス ト $ 毎月 開催 
国 軸 中 国 | 一 
@3 Facebook 忠 Twiter 佑 Instagram ーッ 今 すぐ 
@DiscoverJapan @Discover_Japan @discoverjapan 回 Se 
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1) 1300 年 以上 前 か ら 嬉 野 に 湧く と いわ れる 温泉 。 源 
泉 温度 は 85C 程 度 と 高く 、 湧 出 量 も 豊富 。2) 1600 年 
代 に 鉛 野 菜 の 祖 と いわ れる 吉村 新兵 衛 が 、 茶 の 坊 培 を 
奨励 し た 当時 の 1 本 が 残っ た と 伝わる 「 大 茶樹 ]」。 婚 
野 の 茶 痕 培 の 歴史 を 伝え る 。3) 肥前 吉田 焼 を 代表 す 
る 青 地 に 白 の 水玉 模様 。 最 近 で は ドッ ト 柄 に デザ イン 
性 を プラ ス し た モダ ン な うつ わ も 生ま れ て し 


ーー 楽し み 方 は 次 ペー ジ を チェ ッ ク 


嬉野 川 に 沿い に 
宿 が 建つ 嬉野 温 
泉 街 。 と ん が り 
屋根 の シー ポル 
ト の 湯 が 和 依 徴 


天 茶 台 by 副島 園 


住所 : 佐賀 県 嬉野 市 嬉野 町 大 字 下 野 甲 427 

料金 : 1 名 1 万 円 (お茶 、 お 菓子 付 、 完 全 予 約 制 、 税 別 
率 1 名 利用 の 場合 2 万 円 (税別 ) 

時 間 : 予約 の 隊 に 問い 合わ せ 

予約 方 法 : ウェ プペ ー ジ より 受付 (P71) 


標高 約 200m の 高台 に 位置 し 、 嬉 野市 街 を 見 


下ろ す 「 天 茶 台 」。 「 嬉 野 茶 時 」 の 茶 農家 の リ 
ー ダ ー を 務め る 副島 仁 さ ん の 茶畑 に ある 


Ureshino 
Travel Through 
Three Charms 


常に 新しい 風 を 吹か せる 名 和 宿 


婚 野 温泉 和 多 屋 別荘 


嬉野 を 代表 する 湯 宿 。 男 女 別 浴場 は 全 4 つ 、 食 事 処 は 温 ど うふ と 佐賀 生 が 味 
わ え る 「 佐 賀 策 瞬 ]」 を は じ め 2 カ所 と 、2 万 坪 の 敷地 で ゆっ た り 滞 在 で きる 。 
「 な まず の 寝床 ] (P71) 発祥 の 宿 で 、 上 館 内 で ラン タン アー ト も 楽し め る 。 


江戸 期 か ら 続く 婚 野 一 の 老舗 宿 


大 村 屋 


1830 年 創業 と され て いる 老舗 旅館 。 現 在 は “音楽 と 本 " を テー マ に 上 質 な 
空間 を 創出 し て お り 、 ラ ウン ジ (P71) は 宿泊 者 以外 も 利用 で きる 。 旬 を 重 
視 し た 会 席料 理 も 釣 力 だ 。 伝 統 と モダ ン を 一 緒 に 楽し ん で ほし い 。 


DATA | 住所 : 佐賀 県 嬉野 市 緒 野 町 大 字 下 宿 
738 Tel:0954-42-0210 料金 :2 名 1 室 1 治 2 
食 付 1 万 5000 円 一 ( サ 込 ・ 税 別 ) 
ナトリウム 炭酸 水素 場 、 塩 化物 泉 ( 低 張 性 瑞 ア ルカ 
リ 性 高温 泉 ) 泉 温 : 約 80C 加 温 : な し 加水 
あり か け 流 し : あ り 日 帰り : 可 貸し 切り 風呂 
あり wwwwatayarcojp 


DATA | 住所 : 佐 賀 県 半 野市 矯 野 町 嬉野 町 大 字 下 
宿 848 Tel:0954-43-1234 料金 :2 名 1 室 1 
泊 2 食 付 1 万 3000 円 一 ( サ 込 ・ 税 別 ) 泉 質 : ナ ト 
リウ ム ・ 炭 酸 水素 塩 ・ 塩 化物 泉 ( 低 張 性 詳 ア ルカ リ 
性 高温 泉 ) 泉 温 : 約 92.5C 加 温 : な し 加水 
な し か け 流 し : あ り 日 帰り : 可 貸し 切り 風呂 
あり wwwoomurayarcojp 


系 列 宿 の 湯 め ぐり を 楽し も う 


大 正 屋 椎葉 山荘 


いずれ か に 宿泊 すれ ば 、 専 用 の パス で 湯 め ぐり が で きる 。「 椎 葉山 共 ] の 「 し い ば の 温 」 など 、 日 帰り で 利用 で き 
る 大 浴場 も あり 、 カ ジュ アル に 嬉野 の 名 湯 を 楽し む な の も いい 。 自然 を 感じ る 浴場 は 、 夜 の 静寂 が お すす め 。 


泉 質 : 天 然 温泉 、 


) 浴場 「 湯 殿 心 晶 ]。 中 ) 
露天 風呂 付き 客室 「 笹 / さ 
さ 」。 月 見 台 な ど 趣 向 を 凝ら 
し た つく り 。 左 ) 牛 しゃ ぶ 湯 
どう ぶ 。 佐賀 生 と 嬉野 名 物 の 
温泉 湯 どう ふ を 楽し め る 


右 ) 貸切 潟 の ひと つ 。 檜 づく 

り の 樽 風呂 で 、 窓 の 外 に 嬉 野 

川 を 望む 。 中 ) 2017 年 に リ 

ニュ ー ア ル し た 半 露 天風 呂 付 

き 和 洋室 「 美 輩 ]。 左 ) 茶 し 
ぶな ど 全 10 皿 の 会 席 


DATA | 大 正 屋 住 所 : 人 賀 県 巡 野 市 
野 町 下宿 2276-1 Tel: 0954-42-1170 
利 金 2 名 1 室 1 泊 2 食 付 1 万 9000 円 ご ( サ 
込 ・ 税 別 ) wwwtaishoya.com 椎葉 
山科 住所 : 佐賀 上 野市 町 岩屋 川 
内 字 椎 葉 Tel:0954-42-3600 料金 
2 名 1 室 1 泊 2 食 付 2 万 3000 円 一 ( サ 込 
税別 ) wwwshilbasanso.com 


泉 質 : ナトリウム 一 炭酸 水素 塩 ・ 者 化物 泉 
( 低 張 性 玉 ア ルカ リ 性 高温 泉 ) 泉 温 :90 
で 以上 加 温 : な し 加水 : あ り か け 流し 
な し 日 帰り : 可 貸し 切り 風呂 : 姉 妹 店 
「 清 流 」 の みあ り 


右 ) 「 椎 葉山 荘 」 の 露天 風呂 「 し い 
ば の 湯 」。 温 泉 街 か ら は 少し 離れ た 
渓流 沿い に あり 、 せ せら ぎ と 野鳥 の 
さえ ずり だ けが 牧 き 渡る 。 左 ) 192 
5 年 創業 の 嬉 野 の 老舗 旅館 の ひと つ 
「 大 正 屋 」 の 大 浴場 「 滝 の 湯 」 


068 


069 


上 滋 
ー[ 肥前 吉田 焼 ] 


窯元 めぐ 5 の 前 


肥前 吉田 焼 穴 元 会 館 
協同 組合 に 加盟 する 8 社 の うつ わが 集まる セレ クト ショ ッ プ 。 各 窯 元 
の 工房 の 一 角 に ある ショ ッ プ 「 え く ぼ と ほくろ ] の 拠 
タン ド も 併設 し て いる 。 絵 付け や 手 び ね りな ど 体 験 メニ 


DATA | 住所 佐賀 県 夫 野市 拉 野 町 大 字 吉 田 丁 4525-1 Tel:0954-43-9411 
開館 時 間 8:30 一 16:30 宮 体 受付 時 間 は 一 15:00 人 生年 末年 始 入 
館 料 : 無 料 整体 除 は 別 科 金 wwwyoshidayaKijp 


掘り 出し も の が 見 つか る か も ? 


えくぼ と ほくろ 

小さ な へ こみ (えくぼ ) や 点 (ほくろ ) が ある 、 い わ ゆ る B 級 品 の 販 
売 を 行っ て いる こと が 名 の 由来 。 6 窯元 が それ ぞ れ 営む ショ ッ プ で 、 
工房 に 併設 し て いる た め 、 う つ わ づ くり の 様子 も 見 学 で きる 。 


DATA | 予約 方 法 : 電話 また は ウェ ブ プペ ー ジ 問 : 肥 前 吉田 焼 察 元 会 上 Tel: 
0954-43-9411 wwwyoshidayakijp 


定 れ め 草 補 ' ツ 
0 て 所 ら 泉 徴 よ 締 キ 
絶 い 美 天 か の う め し ン 
品 る に た に 《 で 人 更 グ 
の の し ゅ め ナ な くみ あの 
茶 年 も て で てい 上 ト 上 ト め り る る 元 
受 を に 納 一 始 く 角 り ら は の の 州 

楽 は 得 の で れ 質 ウ か 温 も 5 で オー。 

し 新 で ひ 。 ` 化 ム な 泉 ち お ん ル 吉 

み 東 あと 商 し を 質 " す 歩 レ 田 

` 線 る つ 貴 質 た 多 感 を すけ の 地 

"に 。 の 度 く が の め る ス 区 

数 コ よ 上 診 含 一 と 範 タ は 

え 日 さ を ぢ お 番 ろ 囲 | ト 

ら 本 は な 重 の け で トレ 


。 ぶ r ビ 「 敵 


ょ の 半 器 琴 肝 陵 品 騰 。 


茶 農家 の 想い も 一 緒 に 味わう 


茶話 (さわ ) 


2017 年 の 「 う れ し の 晩夏 ] で 初 開催 し 、2018 年 か ら 一 般 客 に 向け て 
毎月 開催 。 基 本 は 3 種 の 茶 、2 つ の 菓子 、“ 三 茶 二 菓 " を 楽し む ス タイ 
ル で 、 茶 師 と の 会 話 も 楽し い 。 茶 業 が 繁忙 期 の 4 一 6 月 は 休止 。 


DATA | 料金 :1 名 5000 円 (お 茶 、 お 菓子 付 、 完 全 予 約 制 、 税 別 ) 時 間 
11:00 一 14:00 一 府 各 60 分 程度 予約 方 法 : ウェ ブ ベ ー ジ より 受付 (P71) 


ティ ー ツ ー リ ズム に 
特 化し た 移動 手段 


茶 輪 ( ち ゃ りん ) 

歩 茶 ( ほ ちゃ ) 

タク シー で 茶畑 を め 
ぐる 「 茶 輪 by 佐賀 
タク シー] は 寒い 時 
期 や 荷物 が 多い と き 
も 安心 。「 歩 茶 ] は 散 
策 し な が ら 飲め る テ 
イク アウ ト 用 の 嬉野 
茶 。 嬉野 は 茶 を 切り 
口 に 移動 も 楽し め る 。 


DATA | 茶 輪 by 佐賀 タク シー 。 問 : 佐賀 タク シー Tel: 0952-24-4311 www. 
sagataxi.cojp 上 共 料金 :300 円 座 肥 前 吉田 焼 窯元 会 館 に て 購入 可 


と を 1 う オ せ 九 
5 知 ツ " リ て 州 
えり | を そ を チ いい 名 
た ん イ る 人 代 
コ 楽 ズ な の の 表 
弟 * し スム 紅 高 は す 
2 話 * せ 一覧 さ ' る 
区 計り そる 松 療 
ふ の コ ココ 間 一 っ 律 処 
量 施 ン 茶 * を 環 替 て に と 
` 囲 テ 輪 % 観 と 学 の 味 し 
6 気 シ ー 光 し 食 こ ゎ ち て 
つも ッ と 資 て つと ょ い 名 
の い を ぃ 源 ` チ だ の を 
窯 い ぜ っ と 茶 ィ イィ ろ ク 騙 


Lets Go 


嬉野 は “ 夜 の 観光 "も 楽し い ン 


ナ 
1 
ス 
の 
お 
客 
さ 
ん 
も 


多い 。 特 に 時 間 は 定め て 

ト 女 性 2000 円 、 男性 3000 
ルキ ー プ な ど で 料 金 は 変わ 
円 で 飲ま せ て | で OK。 


DATA | 住所 : 佐賀 県 野市 米野 町 大 字 下宿 
1077-2 Tel:0954-43-3920 営業 時 間 :20:00 
ー 翌 1:00 定休 日: 日 曜 


ソウ ルフ ー ド の 
カル ピ 雑 次 を デリ パリー 


市 嬉 和 町 大 字 下 宿 
2207 Tel:0954-43-30 


よ 30 営 研 時 間 :17:30 一 
4 層 0:30 定休 日 : 不 定休 


軸 は 先 一 Dclivery 
34 「 尊 ブ 
ゼ ト ょ の 1 イ 大 信 
ロ 灯 ル 観 1 温泉 街 か ら や や 外れ た 
と な を る 歩 光 ツ 場所 に ある 焼肉 店 。 ス 
あい ぃ 店 うに 店 け が 1 ナッ ク の 出前 の お 馴染 
ミ 前 か の ば あ リ み の 店 で 、 名 物 は カル 
て 知 に が も 多気 る ズ ビ 雑 炊 (900 円 )。 地 
は ら ぃ いもち 〈《( ゴブ ( 王 迄 元 の 呑ん べ え た ちの ソ 
、 な 知 ろ がく が 三 ウル フー ド 
2 ん ス は で の 
か ず DATA | 住所 : 佐賀 県 
な 各 

で 


き 興 rr 
NN 


キ 


070 


071 


Ed 7 に ) に た | 3 


漂 ) 


se コ 


Check 


アク セス 

飛行 機 : 福岡 空港 か ら 車 で 約 1 時 間 
高速 道路 利用 ) 、 

佐賀 空港 か ら 車 で 約 1 時 間 、 

長崎 空港 か ら 車 で 約 30 分 

(高速 道路 利用 ) 


問い 合わ せ 

[観光 全般 に つい て ] 

嬉野 温泉 観光 協会 (Tel : 0954-43-0137) 
に つい て ] 

温泉 旅館 組合 (Tel : 0954-42-0240) 
[ティ ー ツ ー リ ズム に つい て ] 
wwwrtea-tourism.com 


新幹線 が 開通 し ます ! 

2022 年 度 中 の 開通 を 目指 し て いる 
九州 新幹線 西丸 州 ル ー ト 。 

それ に 合わ せ て 嬉野 市 内 に も 

「 嬉 野 温泉 (仮称 ) 駅 ] が 新 
開業 予定 


選 泌 
さぶ 


%S 


揃う 


た Yo! 
1 


は 称 em い の 


Snack-2 

スナ ッ ク シュ ー ル 

地元 民 が "カオ ス "、“ エ ンタ ー テ イナ 
と 語る よう に 、 マ マ の キャ ラク ター が 強烈 
で 、 酔 っ 払っ て いる の が デフ ォ ル ト 。 チャ 
1000 円 で 、 瓶 ピール 800 円 な ど 単 品 
注文 が 基本 。 た ら ふ く 飲む な ら キ ー プ を 。 


DATA | 住所 : 佐 賀 県 嬉野 市 嬉 野 町 大 字 下宿 
612 Tel: 0954-42-4717 営業 時 間 :20:00 一 
翌 2:00 証人 日 : 火 曜 


音楽 と 酒 で 
シッ ポリ も で きま す 


大 村 屋 1 階 に ある 「 湯 けむ リラ ウン ジ 」。JBL の スピ ー カ ー、 
マッ キン トッ シュ の アン プ な ど ヴ ィ ン テ 


ジオ ー デ ィ オ が 


宿泊 者 外 利用 は 15:00 一 24:00。 ピ ー ル 700 円 一 。 


冬 な ら で は の 楽し み も 待っ て ます ! 


うれ し の あっ た か まつ り 一 宜 の 美術 館 一 


ラン タン 作家 と 市 民 が 共同 制作 し た アー ト 
作品 で 彩 ら れる 、 日 本 最大 規模 の ラン タン 
空間 作品 「 な まず の 窒 床 ] は 必見 。 


DATA | 会期:2020 年 1 月 25 日 ( 土 ) 一 2 月 11 日 
( 火 ・ 祝 ) 会 場 : 建 野市 体育 館 時 間 :17:00 一 
22:00 (最終 受付 21:30) 土日 曜 、 祝 日 15:00 
ー 入場 料 : 一 般 500 円 、 高 中 小生 100 円 
wwwyoinobijutsukan.com 


国 
宇 東 瀬 代 五 
咽 時 
大 平 給 酒 
天 # え 役 壮 
本 社 
ーー 
野 温泉 酒蔵 まつ り 


隣 市 で 行わ れる 鹿島 酒蔵 ツー リズ ム " と の 
同時 開催 イベ ント 。 両 市 合わ せ て 9 つの 蔵 
めぐ り が 楽し め る 。 中 で も 「 東 一 」 が 全国 
的 に 人 気 の 五 町 田 酒造 は ぜひ 。 

DATA | 会 期 :2020 年 3 月 28 日 ( 土 )、29 日 (日 ) 


時 間 :10:00 一 17:00 問 : 嬉 野市 観光 商工 課 
0954-42-3310 


か な ー! 


ude[ SNoowiC] hon 謀 演 計 


ロ 
〇 
レベ 
還 
(の 
テ 
ーー 一 
XX 
に 

9 

内 


江戸 時 代 か ら 
パー チャ ル 


し ん で し 


IWAKUNI うみ NIKKO 
江戸 時 代 、 本 は 高価 で 同国 昌光 
貸本 屋 で 借り て 読む も Su 

の だ っ た 。 旅 へ の ハー ヽ ( 


ドル も 高かっ た た め 吸 の 
遊 の 楽し み で 「 諦 め た 
妻 が 見 て いる 名 所 図 


会 ] と いう 川柳 も 残る IAKONE 
[江戸 名 所 図 会 7 大 乏 根 
国立 回 会 回 般 
日 光 三 名 澤 の ひと つ 
霧 降 ノ 滝 


高き 75m の この 滝 は 、 上 下 二 段 
に 分 か れる の が 特徴 。 下 段 の 滝 
で 、 岩 に 当たっ た 水 が 飛 び 散り 、 
零 が 降っ て いる か の よう に 見 え 
る こと か ら そ の 名 が つけ られ た 。 
華厳 ノ 滝 、 裏 見 ノ 滝 と と も に 日 
光 三 名 涯 の ひと つ に 数 えら れる 


HAKONE 


箱根 の 山々 と 富士 山 を 
一 望 で きる 芦ノ湖 


山口 県 岩国 市 に ある 日 本 三 名 橋 の ひと つ 「 錦 帯 橋 ] は 、 


箱根 は 江戸 時 代 か ら 人 気 の 湯治 場所 。 「 冨 三 十 六 景 所 北 - 語 
(1831 年 頃 ) に 描か れる 六 ノ 湖 か ら 箱根 神社 越し に 富 斎 - 科 Y 記 
土山 を 望む 元 箱根 港 近く は 、 い ま も ピ ュー スポ ボッ ト と が 景 
衣 北 斉 「 軸 三 十 大 景 相 作 箱根 湖 い 4 色 
The Metropoltan Museum of Art え 層 ま を 
ば プ 理 ゎぁ 見 
日 ッ た 
本 ク も い 
の で ひ 変 一 
き ト わ 
ま 6 
ぎ さだ 去 
ま を " 1 
Et な し 現 
は エ る ま 
記 ポ 9 
El ッ の 世 
WW ク 作 界 
IWAKUNI し ス メ 正 高 的 
6 ポ ィ 
国内 屈指 の 木造 橋 ツ 
錦 帯 橋 ト ログ 
で な 
し 
た 


因 出 
伝統 工法 に よる 木組み が 見 どこ ろ 。 本 作 諸国 名 橋 礎 者 還 
覧 | (1834 年 頃 ) は 北斎 風景 画 の 最後 の 作品 : く 海 に 
L す ほ う の 国 きん た い は し . ル 宇 『 首 
INiORMNTION 見 旅 な 色 た 用 て 分 
Ea1 き 5 心 みせ 教え て くれ た 人 
三 十 天 景 | と 日 い 卒 ス 集 区 。 に 
[富有 三 十 大 景 | を 成田 国際 空港 で 体感 内 に る み グ 市 大 久保 純一 さん 
の の 思 と の ッ に た 1959 年 、 徳 島 県 
美 # わい は チ い 年 くど 生ま れ 。 国 立 歴 史 
景 ず う 家 し 弄 に な ん 民俗 博物 館 研究 部 
を 3 に た 記 出 る な 教授 。 専 門 は 浮世 
控 真 説 帰 〈 * 風 絵 、 江 戸 後期 の 風 
し を が つ な 景 景 表現 。 著 書 に 「 カ 
成田 国際 空港 (国際線 到着 口 ) で は 「 守 鐘 三 十 大 景 て 撮 あ て る ぅ な ラー 版 浮世 絵 ] 
を テー マ に し た 映像 イン スタ レー ショ ン 「360*Around み る か は の (岩波 書店 ) や 「 広 
Mt. Fujl NAKED meets 北斎 一 | を 展示 。 て よ られ か 重 と 浮世 絵 風景 
※ 国 際 線 制限 区 域内 の 展示 の た め 到 着 機 利用 者 の み 間 は まき う に 記 行 画 ] (東京 大 学 出 
覧 可能 四 。 過 , 人 っ 版 会 ) な ど 


優し い 白 が 特徴 の 「JICON 磁 今 ] を 
今村 製 陶 困 屋 


適正 な 造形 と 温か な 生成 り 色 が 特徴 の 「JICON 磁 
今 」 の うつ わ 。 創業 約 350 年 の 「 陶 悦 穴 ] 13 代 の 次 
男 ・ 今 村 難 さん が デザ イナ ー の 大 治 将 典 さ ん を 迎え 
た ブラ ンド だ 。 全 製品 が 揃う 直営 店 で は 今村 さん セ 
レク ト の うつ わ や 大 治さ ん デザ イン の 日 用 品 も 販売 。 


DATA 

住所 : 佐賀 県 西松 浦 郡 有田 町 岩合 川内 2-4-13 
Tel : 0955-43-4363 

営業 時 間 : 11:00 一 17:00 

定休 日 : 火曜 、 不 定休 

wwwjiconjp 


1) フラ ッ ト ツ イン タイ ブ 


の 客室 。 メゾネットタイプ を 
も ある 。2) 全国 か ら セ レ 
クト し た 生活 道具 も 販売 。 明和 
3) オー プン キッ チン の レ に 3 
スト ラン 。 コ ー ス は 3 スタ も と 
イル の 有田 焼 が 選べ る 地 
放 

シフ 寺 : 

ェ ーー 橋口 玩 さ ん 


有田 で * 金 継ぎ "が で きる の は ここ 
庵 久 ( い お り ひさ し ) 


こけ 


唐津 焼 作家 ・ 鶴 田 純 久 さん の 指導 で 金 継ぎ や 芋 絵 な どの 体験 が で きる 工房 。 金 継ぎ は 手 に 
入り や すい エボ キシ 樹脂 を 使用 。 用 意 さ れ た うつ わ で 手順 を 学べ る 3 時 間 9000 円 の 体験 の 
ほか 、 愛 用 の うつ わ を 持ち 込ん で 金 継 ぎす る 2 日 間 コ ー ス も 。 い ずれ も サイ ト か ら 要 予約 


DATA 


住所 : 佐賀 県 西松 清 郡 有田 町 泉山 1-28-23 Tel:0955-43-2764 
営業 時 間 : 予約 時 の み 定休 日 : 不 定休 https:/hisasih.com 


貸 90 年 の 家屋 を 改装 。 
川口 武 売 さん ら 有 田 
の 作家 の 作品 も 扱う 。 
2 階 ギ ャ ラリ ー で は 
企画 展 も 年 数 回 開催 


磁器 の 素材 感 を 生か し た 優 

し い 自 が 馬 力 。1) 新作 の _ 側 M 
「 花 瓶 大 し の ぎ 本 円 ] (770 ーー ジ ビリ 
0 円 )。 2) 「 マ グ カ ッ プ 4 上 内 
(2530 円 ) は 150m 入 る 。 3) た っ 


「 八 角 輪 花 中 深 皿 ] (2640 リ 
円 ) は 1 人 分 の お か ず に も リ 


の 、 


約 400 年 前 に 誕生 し た 
ニッ ポン の 磁器 を 求め て 


有田 焼 ホッ ピン グ 


arita huis (アリ タ ハウ ス ) 


2018 年 に 開業 し た オー ペ 
ル ジ ュ 。 館内 デザ イン は 
[2016/arital を 手掛け た 柳 
原 照 弘 さん が 監修 。11 の 
客室 が あり 、 レ スト ラン で 


は 佐賀 近隣 の 食材 を 使う モ 
ダン フレ ンチ を 有田 焼 で 提 
供 。1 泊 朝食 付き 1 万 円 一 て 表す る 伝統 工芸 ・ 有 田 焼 。 佐 賀 県 有田 町 
DAA に は 、 産 地 な ら で は の 多彩 な 楽し み 方 が で きる 場 


うつ わ 好 き な ら ぜひ 訪れ た い 町 だ 。 


住所 : 佐賀 県 西松 浦 郡 有田 町 
赤坂 内 2351-169 アリ タ セ ラ 内 
Tel : 0955-25-8018 

(受付 9:00 ~ 22:00) 

営業 時 間 : ラン チ 11:30 一 
15:00 (LO.14:30) 

ディ ナー 18:00 一 22:00 

(アラ カル ト LO.21:00) 
定休 日 : な し 
http:/aritahuis.com 


志 


| 
ー> い ざい ひい ・ 


押立 て 涯 
ー 可 民 


沈 S 若 


1) 1900 年 頃 に 建築 され 
た 趣 あ る 町 家 。 鶴田 さん 


の 作品 や 骨董 の ギャ ラリ e ー E 
ー も ある 。 2) 化粧 委 を 使 曜 ポ 和久 提供 ツウ の る 
っ て 継い だ うつ わ に 金粉 せ ト な ご れこ っ い 村 採 
を まく 作業 。 薄 く 、 ま ん る も と ど や る な 物 崇 提 
べ ん な くま く の が コツ 3 金 う 人 歪 を 閥 跡 
有 半 し 間 楽 町 に 

こ ?" 田 ぎ ン で し 屋 し 裕 は 

う 焼 体 チ の ん 一 き 元 れ 町 言 

つ に 験 が 滝 だ を が の た を 業 

わ 触 が 新 在 り 筆 感 煙 風 歩 を 

好 れ で し と 順 じ 笑 情け 失 

きら きい ぃ 有 な 豊 ば う 

の れる 田 どか いい ほ 

心 る 一 貞 焼 に な 国 ど 

を ス 庵 吾 で も 通 の の 
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カオ ス に 浴 む 欲望 を が た ち に 


w 『 ・ 
1 1 当 水 


ba 
了 


Konel 


右 が プロ デュ ー サ ー の 出 村 光 世 さ ん 。 左 が テク ニカ ルディ レク ター の 野 靖 洋 
さん 。 大 学 時 代 の 音楽 仲間 で ある クリ エイ ティ ブ プ ディレク ター の 宮田 大 さん と 
22G11 に 1 「 欲 望 を 形 に 。 Shaping desire.] を キー メッ 
広告 、 ブ プロ ダク ト 開 発 な ど 特定 の 領域 こと ら わ れ な い 割 作 
に 組む 。 と そし て ベト ナム の 大 学内 に も 拠点 を 構え る 多国 
籍 クリ エイ ティ プス タ ジ オ 


Konel 


出 村 光世 
荻野 洋 
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東京 を 拠点 と する 「 日 本 橋 地下 実験 場 ] 
は 、 プ ロト タイ ビン グ に 特 化し た 実験 設 
備 を 豊富 に 備え る 


Suo 


の 
Amazon の 酒類 事業 の 対 知 度 向上 を 目的 に 来店 者 の Q& 回 
A に 応じ て 味 人 分 析 を 行い 、 H 
メン ド す る 「 メ ニュ ー の な い Bar| を 東急 エー ジェ ン シ と 
ー と 共同 で プロ デュ ー ス 。 期間 限定 で 銀座 に オー プン 2 
よ 


SEAGe 


きょく へ H エ 


有志 の クリ エイ ター た ち 更 

が 実施 し た 保護 大 の 里親 

探し プロ ジェ クト で 、 
Konel は アカ ウン ト プ ロ 

デュ ー ス を 担当 。 成 年 の T 
年 賀 堆 や SNS ポ スト に 
利用 で きる デザ イン テン 
プレ ー ト を 著作 権 フリ ー 
で 配布 し た 


きい 


mewSAy は さき 


た oe かい 


ン ッ 


バ 
ら 
選 
g 
ヵ 
1 
0 
0 
村上 


の 
中 
円 
泊 
る 
の 
ワ 
に | 
の 
過 
| 


『 載 藤 ら | 


ーー 
9 て 


「 な きせ で 合 制 店 
S 疾 回 さい 府 半 」 


に お: べ EN に トー 


四島 し 還 載 連 生 SQ 


葉 幅 せ 泉 起こ へ ペー 


っ ポ つ や つ 嘱 写る ぐ ] 果 
で っ 所 味 り くつ 窟 密会 泉 ご そ 963096S 和 へ へ ペー 生 で 距 
Q 語 で YY お つつ 生島 人 NKKonel ロ 忠 県 マン 戦っ 史 ね GS 


紅 水 め 二 やる ぐね? 公 / 遇 本 衣 寺 SN AN で AS 
必 で トーー ゴ ャ ー ゃ 上 ト で へ ASS 肝 
球 箇 っ 交 や 培 m4 で や 時 門 昌 正和 
ee 過 中 せつ じゃ 玲 党 補 コン 
MT Av で 宮中 り 問 で 人 索 お だ り 脱 
下 か Q 下 弧 地 会 尿 塚 く へ ペー、 
「 ト Sh ツ へ 計 府 賞 や 條 マー や ト 
り 半 や 了 ゴ 人 生 ど D っ @ 虹 起 ふ = 
H マ ペー@ 還 震 や 征 薄 中 つ ^ 所 @ 
せく で AKーー ミ や 型 人 つ いら 
ン S 全 尽 哉 く へ ペーS 層 本 や セ ] 


ス 
を 
侯 
- 多 央 が 世 
上 


を 半 S 較 S 幼 滞り 中 

」 壮 せ EN で 4 つこ に 中 IE 

押入 さき 〇 書 G さ 々 ミ 室 生 悪 類 展 掛 
。 SWEh fe つ 写ら ご 中 融 較 や 吾 に 所" 
CEES りり 壮 … 思 胃 響 ゃ 理 っ ね 
芝 ま さす 「 男 記 り せ 悪 で お 族 似 尿 起 人 mp 
NPB hn 胃 人 PSwS や や 公 / wS 
き も 滞る ポ ご 人 Rh へ 拉 時 ロ 訳 
に に 1 で で っ の 皿 合 史 対 固 つ っ 
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> よ 

剛 誠 の 

全 es 
に EE- 信 
) 2) 坦 あ - 
に 本 に -1 
| 3 び 
9@ 旨 が て 
(人! 誠 : . 古 記 * 
価 S 区 性 1 
を 3 e キネ 
性 さ 本 2 客 
才 で 2 喜 


アー で Mt ( 


知 財 
身 


点 か ら 再 解釈 し て 、 活 用 の 可能 性 を 起案 


界 を 進化 させ る 知 財 を クリ エイ ター の 視 
し て いる 


非 研究 者 の た め の 知 財 デ ー タ ベー ス 。 世 


| で ン と ふも SS* ズ 皿 @ 拓 幼 
明 路 や en い 科 鍛 し ゃ | 


喝 言 りか 有 得 め 鍛 つ いっ 6 
ヤセ 9 s 補 QA K つ 愉 へ へ ロ 色 
ー つ や ふ ゃ ふり で ト で 人 | 李 つ い 叶 
いや っ weKonele る で の w 軸 理 
や つっ や 

半 @ り つ で や 朱 吉 く へ ペーG 臣 
差 裳 りき で 8SS7 き S 
スト へ 0 公 ふ 引 戦 EE に っ 
> て や 層 轄 で お 「Transparent 
TABLEIST DSTN nH ヘー37 
スト ヘル 全 到 証 つり っ お ざす 
臣 革 り 束 守 隊 産 人 Pe ミネ 
Will ペー つつ 記入 ト ミ ペ で 
さや 玉座 Transparent API 
中 下 つ ね や GS?" 閣 世 めで 7 
110S 表 年 @ 加 全 KonelS ペ ー 
WAS 和 そ ヘー リロ さ で る つの 引 つ お ね" 
「 部 や 生 ン で ね 28 季 46 和 の 
ポ 記 下 測 表 赴 G 惑 震 り つぐ 立 る 
朴 ね りつ 全 宮 っ ズ 下 @ 堆 浪 斑 
器 や Q で い 守 開 肖 わ りや? お 人 る さり 
WW 陳 で ね 尿 ふ へ ロペ ハー 年 昧 如 皇 
者 っ 全 に 区 や ヤセ "Qp7 当 4K 
る 屋 吾 S 征 束 笠 や 代 や おる” 束 
列 じ Ch ロー ペ で や AS AIO うー 
や KonelS つ 問 Q や や) mm 守っ 祥 
久 還 和 で で つる お SS や ロー 
ヾ hG 中 会 立 胃 品 で 緒 編 や 午 で 
や っ ち Q 公 で さや] 


に SS さ ン SMG 

ズ 下 Q つ や 公 現 で で で NO 
KonelSH 朱 や ペ で キス ヘコ 
つい りゃ 避 や ので 二条 CSS 「『 組 


沿 で せ 志 マ の で S 上 K 束 肝 完 
人 トー ふ 全 で 近 上 @ 映 排 ・ 問 明 ・ 癌 
家 京 型 ヨ つ 末光 各 衝 つ お 帝 符 呈 
や = トミ 宮 区 計 陣 @ 提 遇 生 ? 


堂 で GR 人 傘 トミ Nn ロ ヘー で 球 


トーー 生 本 らき き ン NAS さ 作 所 
つ 相 衝 win5 

「 ホ ー ャ 代 に や や 必 ふ て ロ 人 一 
S 背 や した 思 と に 選民 人 生 さ ーSe 
飛 栄 登 上 寺 いっ mm 生生 WS ロ 
さい ヤズ 環 さ つっ 協 要 を 時 器 愉 


悪 せ で Sp ら ン と リ つ ロ 滞 人 で 


ュ ニ ケ 


し た お や つ を つ 
くる 、 バ パッ クオ フィ ス メ ン 
バー 主体 の 自社 プロ ジェ ク 
ト 。 コ ン セ プ ト は 「 お や つ 


の 時 間 を 最高 の コ 
し た い 生 産 者 を 随時 募集 し 


ーション に 」。 新 商品 開発 
て いる 


オノ マト ぺ ペ の お や つた ち 

全国 の 生産 者 と オノ マト ペ 
を 商品 名 に 

や 新規 販路 開拓 の コラ ボ を 
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EXPERIMENT 0 


LIGHTNING BA 


箇 球 ご LIGHTNING BALL 


近 入 補 守 本 便利 に と ら わ れる こと な く 
発見 の ある 体験 を 生み 出す 


で 

ザ 

( 

5 

ク か 発想 力 や クラ フト カ を 
ノ / ら め に 、Twitter 上 に 
ロ 苑 印刷 会 社 が 廃材 で 
ジ れ こ つく る ブロ ダク する 企画 を プロ 
2 


デュ ー ス し た 
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ロ 
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SN 


族 
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の 1 に 


に 
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ら 
わ 
れ 
越 
境 
す 
る 


ば オ の さこ 


ッ 


て 


ンマ 


NO-ON 
脳波 か ら 自 動作 曲 す る と いう SF の よう な イ 
ンタ ラク ティ ブ ア ー ト 。 言 葉 に で き な い 下 情 
を 他人 と 共有 する こと に 挑ん だ 。MUTEK JP 
2018 @ 日 本 科学 未来 館 に て 発表 


rd か er 


と いさ 


し 
ひ て 
と 多 
り ( 
の の 
ク 方 
リ 々 
ヒコ と 
ィ 仁 
タ 【( 


さ ー 


の NCPm か 一 玉 き 


S 


\ さ NN 


TNI 


人 @ オー ナー シェ フ 
金野 茂 
(に ん の ・ し げ る ) 
1966 年 、 山 形 県 生ま れ 。 
電 調理 師 学校 卒業 後 、 3 
で 修業 。26 歳 で 仏 ・ マ 
ル セ イ ユ へ 。3 つ 星 レ ス 
トラ ン で の 1 年 半 を 含む 
計 3 年 修業 。 帰 国 後 都内 
フレ ンチ を 経て 、 郊 海 「 ヴ 
ィ ラ ・ デ ル ・ ソ ル ] 料理 
長 22 年 。2019 年 独立 


Restaurant Data 


カラ ンク 
(か らん く ) 


住所 : 神奈 川 県 足柄 下 郡 湯河 原町 宮上 374-1 
ライ オン ズ マン ショ ン 第 2 1F 

Tel : 0465-42-9360 

営業 時 間 : 11:30 13:30 (LO) 

18:00 一 19:30 (LO)) 

定休 日 : 月 曜 、 火 曜 の 昼 

料金 : ラ ンチ :3800 円 一 、 

ディ ナー 4500 円 

プ ブイヤベース コー ス 1 万 円 ( 税 ・ サ 別 ) 


レス トラ ンジ ャ ー ナ リス ト 犬養 裕美 子 の 
新 き ニッ ボン の レス トラ ン 名 鑑 


どん な 小さ な 店 で も 、 どん な 辺 師 な 場所 で も 、「 ホ ン モ ノ ] で あれ ば 、 
必ず 人 は 引き 寄せ られ る 。 今月 も 強烈 な 一 店 に 出合 いま し た ! 


文 = 大 養 裕美 子 写真 = 前 田 氷 
texe Yumiko Inukai photo: Mu 


載 第 2 


神奈 川 県 ・ 足 柄 下 郡 湯河 原 「 カ ラン ク ] 


海 と 山 が 造り 出す 


ブイ ヤ ベ ー ス & フ レン チ 


いぬ か い ・ ゆ みこ 
東京 を 中 心 に 世界 の レス トラ ン 事 情 を 最前 線 で 取材 する 。 新 
し い 店 は も ちろ ん 、 実 力 派 シェ フ た ちの 世界 で の 活躍 も レポ 
ー ト 。 ま た 、 日 本 国内 各地 に アン テ ナ を 張り 、 料 理 や 食 文化 
を 取材 。 農 林 水 産 省 表彰 制度 「 料 理 マ スタ ー ズ ] 審査 員 
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カラ ンク の スペ シャ リ テ eaDetaae | 


沸騰 し た ら 双 火 に する 


ロゼ ワイ ン を 合わ せ て 

魚 料理 に は 白 、 だ け じ ゃ な い 。 軽 
い 赤 も 合う し 、 南 仏 に は ボリ ュー 
ム あ る 赤 、 す っ きり し た 白 の イイ 
トコ 取り し た ロゼ が ある 。 シ ャ ト 
ー・ ヴ ィ ラ ン 7500 円 
浸し て 食べ た い 

上 の 皿 の 、 ル イ ユ (ニン ニク と 唐 
辛子 を 利 か せ た マ ヨ ズ ) と 、 


と ろ け る チー ズ を 薄く カッ ト し た 
も の を 、 フ ラン スパ ン の 上 に の せ 
スー プ に 浸し て 食べ る 


具 の 魚 

写真 は 伊勢 エビ 、 鬼 カサ ゴ 、 赤 ハタ 、 
ホウ ボウ 、 カ マス 、 そ れ 以 外 に は 真 
ハタ 、 マ トウ ダイ 、 ワ タリ ガニ も 


その 名 が 物語 る 南仏 を 代表 する 料理 

金野 茂 シェ フ と は 、「 ヴ ィ ラ ・ デ ル ・ ソ ル ] の 料理 長 だ っ た 3 年 前 に 取材 
で お 会 いし た 。 当 時 も 魚 料理 に 的 を 絞っ た フレ ンチ を テー マ に し て いた 
が 、 独 立 に 際 し て 、 メ ニュ ー を 魚 主役 の 料理 に 絞り 込ん だ 。 と いう の も 、 
ブイヤベース は 南仏 を 代表 する 料理 だ か ら 。 


住 入れ は 「 康 久 」 で 実は 料理 名 自体 が その 特徴 を 表し て いる 。 南 仏 の マル セイ ユ の 光 師 た 
店 か ら 車 で 15 分 ほど の 「 魚 久 ] は ち は 、 捕 れ た 魚 を 船 の 上 で 鍋 に 放り 込ん で 煮込ん で まかない 料理 に し た 。 
ホテ ル 時 代 か ら 通 っ て いる 鮮魚 店 。 漁師 た ち は マ ル セ イ ユ こ そ が プイ ヤ ベ ー ス の 正統 で ある と 主張 し 「 プ ブイ 
プ の 創業 60 年 、 別 荘 の 人 た ちや 科 理 ヤ ペ ー ス 憲章 ] な る も の を つく っ た 。 そ れ に よる と 、 プ イヤ ベ ー ス の 具 
スー プ の 角 人 が 立ち 寄る 。「 金 野 さ ん の 注文 は に 使う 魚 は 白 カ サ ゴ 、 赤 カサ ゴ 、 足 長 カ ニ 、 ホ ウ ボ ウ 、 マ トウ ダイ 、 ア 
石垣 タイ 、 カ ワ ハ ギ 、 エ ボ ダ イ 、 ヒ 量 も 増え て 、 質 の いい も の に な っ ンコ ウ 、 西 洋 穴 子 の うち 最低 4 種類 を 使わ な けれ ば な ら な い 。 ま た スー 
メジ 、 カ イワ リ 、 ヤ ガラ て る 」 と 2 代目 高橋 照幸 さん プ を 取る 小 魚 も 決め られ た 種類 を 必ず 入れ な く て は な ら な い の だ 。 
に べそ を て 魚 す 日 に プ 実 種 プ こら ど ミ いた 氏 | た 高 化 長 る は は | を し が ラ ブ 経 
進 | こ 選 く 《 が が 行 あ し 度 類 イ と ` を ニニ と の は ア “の 財 を 一 ` ず ス 聞 いい オン イ 験 
化 え に る 3 GS の 生 人 党 ル そ を 人魚 一 務 ヴ 22 ` は 〈 く も 1 ク ヤ を 
し は あ 魚 に ま ぃ い 以 ス べ 早 の ェ ム に 閉 の と め ィ 4 年 オ ぉ と の プー 
て いる ア か 入 は す 魚 る 前 | | 速 完 ク な は シ の 店 店 ノ フ ` た ラ 間 | す つ 好 ン と で 重 
いよ ょ "べら 5 りり “店 ゃ よ プ ス 成 二 チ マエ お す が レ 窓 正 ・ 熱 ナ す いき し い 年 1 ね 
に 9 り 金 レ 最 ま 毎 昔 一 記 り に の 足 度 人 | ダフ 降る 本 ン か は デ 海 1 ゅ めい の た う 7 ス る 
の 1 も す 日 か 魚 格 6 魚 を が が ム ム と 、 こ 館 チ 5 生ん ル の シ ゎ ち 友 " 小 月 で ほ 
リ シ ジ 美 呈 通 ら 久 革 段 種 は 運 高 仕 "が ツ 湯 と と と 海田 ・ 高 = 口 店 人 早 さき 隊 ど 
ケ ェ が 味 " う の 一 と に 前 ん い 上 料 加 ム 河 に と ス が や ツ 級 フ よ に 遠 な 湯 負 興 
1 フ 高 し 毎 と つき 得 パ 後 共 で の げ 理 わり 原 な も る ト 見 めん 旅 の を * ` 地 レ 河 
ト の いそ 日 よき ん 河 ウ “に 奄 は る は る エ で 5 に ラ え 佑一 館 金 れ プ を 元 ス 原 ! 深 
な プ ブ 秘 う 揚 り 合 に 原 | を 7 当 ほ と 、 独 (リン る 処 の 内 野 $ イ の の ト に い 
料 イ 審 な が いい は の ア の !) と い 忙 立 金 = こ だ 沈 料 に 茂 そ ヤ 評 美 ラ ー 
理 ヤ は 魚 つ いで 毎 間 ッ 充 8 ん うし し 野 テ っ 最 文理 あ 氏 の べ 判 味 ン カ 
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デザ ー ト 


の ほか に 4500 円 、7500 円 。 


ディ ナー は 


ある 日 の お まかせ コー ス 1 万 円 


チ は 3800 円 、6500 円 、 


2 品 、 飲 み 物 と て ニャ ルディ ー ズ 。 魚 フレ ンチ を 軽く 見 て は いけ な い 。 結 構 量 が ある 。 


コン ソ メ の ジュ レ か ら は じ ま り 、 前 菜 が 5 品 、 ス ー プ 、 メ イン ディ ッシュ ( 


ラン 


避 導 定 TNG 
| に で ee 


「RNAS」" DS 名 記 休 捉 さ き 
赤 つ っ くく 8 り つつ 明 い っ 
mn る だ ツチ こく ミル こ まい y く ん DIM 
NAKS 細 組 所 ミ ャ マ 
せ 伯 ご 合 避 畠 四 尾 Sv 記 ・ 避 活 
S 羽 粒 王 "人 各 い い せ 電 上 半 や 球 宮 
で 現 全 県 時 せ 振 蝶 選 の つい 角 
人 で で つね) で や の 四国 電 斑 
罰せ せき 6 人 88 補 了 つ っ 加 思 全 
飼っ te"「RNAN」 つっ 87 
り S ャ ヤミ や ヤマ HSG 所 G 演 連 り 人 8 
Q さ べく で 選 @ り つ " - 隊 的 記さ で 
いや お 操っ 四葉 @ 逝 理 湯 劇 公 
IO どく だ で うこ も (に: 
つ @ 導 つ と h ANK 一 各 や 7 
詞 S く SQ 向っ octo 調 軍 人 
HN38/ 一 時 半 SG ヤ ミヤ で 1 総 戦 
並 密 " 四 陣 の RNN へ 因 吊 で 
s つ on TAGS 客 つ 錠 4 で ね 
ン 全 で お GS つ うり 人 生 全 マシ 
ーKS 眼 S 理 さ ぐ や ” 末 で 各 下 
届 り つが つね 

宮 億 ロ 普 つい 別 忌 医員 ぐ ね G 
せ 所 oQ で し 吐 翌 避 公介 で 控 
人 や 提 ち ve 苦 健 2 で お 会 x7 忌 パ で 
召 つ ヨリ ロ 男 で ね ^ 捉 さ G 飼 戦 普 
補 各 明 っ 下 め や 午 更 科 お 名 
ね つろ mnTT 選 で つの 畠 和 掲 全 負 
"回 G 青 G 起 ふつ ^ ヨコ SvS 
条 で 史 店 と りつ 全 や mee" 選 つ 
秋 擦 ロ 憧 で る / 楓 國 く ロ つ で ピロ 
せ 慰 恩 品 補 生じ ヤ ド 

背 思 AHNG | 串 呈 所 っ 由 拉 S 
選べ く で る で せわ stee[NNAK 


塩味 が アク セン ト 


に ブル ー の ポリ ジ の 花 


の 日 、 入 荷 し た 真 ダラ の 白子 。 組 み 合わ せ 


の が 塩味 が 強い プル ー チ ー ズ 。 ク リー 


な 白子 に 、 ビ リリ と し た 


1. 伊 勢 海 抄 の コン ソ メ ジ ュ レ 
4. 真 錠 の 白子 と カレー チーズ 


あっ さり し た コン ソ メ の 後 か ら リッ チ な 伊勢 
海老 の 風味 が 広がる 。 高 級 寿司 店 御用 達 の 北 
海道 ・ 羽 立 の 紫 ウ 


た 


う 。 
オイ ル 


オリ イカ の 軟らか い 


た い ア イス 。 
可憐 な ひと 皿 


た ア 
フル ー テ ィ な 黄 ビ ピーマン と 苦み の ある 


2. 帆 立 の スフレ ゲラ ス 
緑 ビ ー マ ン 、 香 ば し い ア ー モ ンド オイ ル 


四角 の キュ ー ブ は ホタテ 貝 の 冷 


の 塩味 に 対し て マン ゴー の 甘み が よく 合 


区 の 花びら を 散ら し た 
サッ と 火 を 通し 


と ! 


5. ア オリ イカ と ピー マン アー モン ト 


ラサ ラ 
に 渡す か 


ら 、 舌 触り に ざら つき 感 が 出る の が 特徴 


一 緒 


ー プ ドド "ボア ッ ソ ン 
プイ ヤ ベ ペー ス の よう に サ 


6. ス 


魚の スー プ 。 


3. 活 アワ ビ 枯 様 と 海 薬 の 水 
コリ コリ と し た 新鮮 な アワ ビ 。 磯 海苔 を 固め 
て つく っ た 海藻 の 水 で 磯 の 香り と 、 レ モン の 


皮 を 削り 爽やか な 香り を プラ ス 
で は な く 、 魚 の 身 も 骨 も すべ て 
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Eoa 給湯 と 寺 衝 や きつ 信人 お 宗 AHN ロ DO 
co: ほ 半 る こい 窟 入り 県 で いっ ポ つ お 人 記 
は まれ SI 補 て 全 g S さ wm あり ので 半 7 ドリ 
時 | 用人 ビ は に 本 も お トド ま ミ りさ 要 醒 WWW さや 
ョ まま 4 n 陣 S RONONWNS29 和 名 誠 剛 人 
時 ネ 姓 持 半 9 旨 は の 才 mwierr 
| SSYos また に 潮 い セー 英 陸 8 つ い こ が 
だ お また 軸 す も 代 6 や 当 wm 次 周 せ 株 拓本 
きき ポ で 1 ゃ を 窟 た た 半 SS っ っ" wS ロ 中 畠 S 避 
て LE で トド 』 ESEEM 
ト B ね HAI 眉 に WS 人 っ が やせ 寺 中 6 ロ 騰 り S 
1 芋 亜 中 く の We 
KW さ RAm セ SG DE 
人 宙 AHN [選ぶ | や 8wS 
そま 人 K SG 選 や や の 昭 県 そ つの 音 半 
NTN、 よ ゃ つら て" 6 全 や ローKSS や 
< | や KR で ト ー ペ ー 公 さ | 忠生 2 や へ ベー 公 
RM は ゴ 0 中 Kー ト ーー・ 衝 に RAAS5 亜人 
いき や 吉 ンー りつ 握 つ ね ベー ト 下 8 人 マ 
し 中 コ 表 で や 玉 り 上 ZZ 際 
- 有人 よき 半 玩 K マーK っ 人 匂 避 選 各 須 2/ て ヘス 
4 3 人 ! 蛋 ふ ゃ て SYS 肖 答志 ヨ ヨ vo 
@、〉 き Ss ご 所 人 で ぐ 冗 税 @ 選 RI さっ の 6 


箇 混 ” ⑥ 口 至 國 り 二 捧 か @ つ 朝 過 

AIN 決め 更 WP 中 ー ミ く 

SKU 宮 全 | 

る 「 直 moS 旬 取 か 人 科 下 肖 で や 

信 り ソ ら ン と で や や 所 守 っ 全 約 
ンー コー ドド 束 や クン ぐつ 否 ピ 


眉 時 ゃ 『 さ 守 SS や っ SS 「 臣 で 決 弁 ] 一 
K も 季 三 へ っ a ュ ロ ロ 
88li 寺 要 ハ 「H く SS で" 講 障 "所 丘 
きき Ss 。 8! で や ち " や く ヤ | や を eS せ ポ 穫 
全 電 ィ 
本 [ コ 。 や ゃ と や ゃ 全 央 台中 G 斉 団 つ 
く 人 下 画 8 きき し.S 計 Ro つの で つつ 選 営 抽 め 家人 ピン 
ミト S 時 て じゃ ドー て 性 
SS ESYE + 陸生 NM か おら の 本 DP と が 足ら 挫 
た 計ら S 宿 守 き や 介 ES を で 峰 
SS Xe 拒 > 要 旬 さっ さ っ 条 散 つら や ゃ パー] 
ヾ AN やら 壮 G で さや 時 5 有 
RS 206 し に EE い の コ Yi へ な で やせ ら 6 逆 征 交 絢 正 


補講 全 つ お 許 國 宗 赴 つね おう 一 
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小倉 秀一 さん 

1962 年 創業 の 酒販 店 「 い まで や ] 2 代目 代表 取締 
役 社長 。 ビ ー ル 会 社 を 経て 25 歳 で 家業 を 継ぐ 。 全 
国 各地 の 造り 手 の も と に 訪れ 、 対 話 を 重ね な が ら 酒 
の 魅力 を 発信 し 、 新 し い 酒 文化 創造 に 適 進 し て いる 


胃 汗 rr いい 


s 叶 時 どき で て 
に 


SG 


杜 w 


ふみ 下 くき: 環 テ 


き 


の mr 


AKI 


避 弓 玖 緯 末 


こ 
ン 
罰 


ら GorrY と 窟 泊 ルオ 


て 各 コ ご て 滋 代 逗 吉 
$c 筐 


< 一 
ー ン 


橘 ケン チ ( た ちば な ・ け ん ち ) 


EXILE の パフ ォ ー マ ー で あり 、E 
XILE THE SECOND の リー ダー 兼 
パフォー マー。 ア ジア 
ASIA] の 一 員 と し て 、 
向け た エン タテ イン メン ト の 構築 
も 担う 。EXILE の アル バム [STAR 
OF WISH| が 発売 中 
https://exilejp 


ァ 


S や ぐ 守 碁 


ロ 
| 

「 ロ ! 
に | 
日 
回 
当 
円 
lc! 
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還 
9 

1 
9 
の 
要 
ケ 


1 


で そう で すす 


上 ) 4C で 管理 され 、 約 30 
蔵前 後 の そ うそ うた る 銘酒 
が 貯蔵 され て いる 熟成 庫 で 
目 を 輝 か せ る ケン チ さ ん 。 
「 日 本 酒 に ヴィ ン テ ー ジ と 
いう 価値 が 定着 し て ほし い 
で すね ]。 下 ) 約 2 万 アイ 
テム が 揃う 「 い まで や 」 で 
は 日 本 ワイ ン も 充実 。 各種 
セミ ナー も 開催 し て いる 


綱 坪 酒 陽 刀 鳥 橋 

価格 : 5000 円 500me 
原料 米 : 

あき た 酒 こま ち 100% 
精米 歩合 : 麹 米 5096、 
掛 米 50% 
アル コー ル 度 数 : 14 度 
間 : 新政 酒造 

Tel: 018-823-6407 
www.aramasaJjp 


足 酒 陽 鳥 橋 が 
買え る 店 は こち ら 

販売 店 : IMADEYA GINZA 
(wwwimadeya.cojp) 
販売 開始 : 
2019 年 12 月 7 日 ( 土 ) 
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第 本 規 仁 rexc Ryosuke Fujirsmi phoro:Jyoraku Hroyuki. Norihito Suzuki 


っ そっ イッ ルリ ナッ オ イナ ンー1 


っ きみ ツマ 


問 芝 上 語 と どき 


正 ら 沢 況 史 語 証 ご 融 


N 
語 
9 


守ら SrStS 蛋 ご 席 S や 


で づ 避 Y 肖 沙 際 G 守 て 湾 


ぶ べ へ いび 民 注 び のび き ざ N 
き 避 人 富 宣 S 准 若 有 コ 先 奨 


プ 


倉 
2 


ケ 


輝き さと 1A で 


NErreu に っ 


に YS いみ 1 
S み いす NNNNm OS の き 吉 活 
。 サ さこ 


1 


章 い WQAY 上 で 


ト IN@SYN こ まさ す や で で いつ 覧 


EENOYE 


皿 理 G 
ざっ 


「 尋 い し ぶる お くっ 」 
NN に 4 こま こく) 


才 S'n い で 


1 に 像 か お うし 
朝 っ 選 入 E 07 宮 
廊 〈 っ る 一 わ い 
の っ て か 年 に 素 
と て 日 ら に おぉ 対 晴 
き い ぃ い 常 面 一 し ら 
に る ぁ の 倒 回 3 し 
で ご な 岩 き 
も 末 の 々 ま シ 
使 上 多 で し 
を ゃ が す 
も 肖 使 ぁ 
ボ か も う 
う き ぶ つ こ 
な つっ 物 と と 
り か な 自 を 
ム け ら 分 想 
罰 2 ル み の 
、 目 ま 出 あ 
ど 減 し し る 
千葉 5 平 
の し も 】 川 | 
国 た ス 使 が 
か 古 ウ え 欲 
わ い エ る し 
か 木 | よ か 
5 皿 デ う っ 
"和光 ジ に だ 
6 参 等 播 か 
考 の ら 洋 ら 
と に 使 ぎり リ り れ る 由 “ 
LM し い を 
て 吐 た 込 表 
た な の ん フ 
ど た た 
こ 白 を 
に あ 置 皿 う 
で 2: tp た と で 
も て て 並 す 
存 も も ベ 
花 て “人 羽 で て 
し ゃ 洋 合 | 
で て ぬ う ロ 
い な も ッ 石川 上 金沢 市 で 活動 する 杉田 明彦 さん の 漆 の 「 リ ム 
る 〈 和 家 只 、 皿 ]。 杉田 さ ん の 手 か ら 生 み 出 され る 絶妙 な 風合い 
ょ て に 府 で は 、 不 思 議 と 日 常に 溶け 込ん で くれ る 。 漆 で あっ て 
う も も で 使 も 高橋 さん の 食 章 で は 、 あ ら ゆ る シー ン で 活躍 し て 
な ヽ 使 あ ヽ わ いる デイ リー ユー ス の うつ ね わ ね 。1 万 7600 円 
日 わ っ 業 れ 問 : gallery yamahon Tel : 0595-44-1911 
を 常 れ て 付 て 
ん の て も の き 
て 自 け 属し 来 と の け う な の 思 い 
嫌 分 ど た で 木 扱 手 シ で な る 料 わ マ 
な が し わ は の い の | じ ひ も 理 せ カ 
こ 漆 そし いう は 伸 ン シンク パ ま と の を る ロ 
と の うぅ う や けつ 難 び で クッ す 皿 を 数 趣 ン 
を 身 に 硬 な わし る 使 ク 9 人 を 
上 し に 熱い いな 〈 漆 わ し 杉 な 
高橋 みどり な な いも し の 考 の れ て 田 5 " 状 
1 け っ 湯 の “で ぇ うぅ う て 3 黒 人 
bd 、 時 生 下 補 和 乗る つか な ん い の 
県 生ま れ 、 東 京 育ち 。 女子 美 術 ば 考 は こら 水 こ わる す の お テ 
大 学 短期 大 学部 で 陶芸 を 学ぶ 。 いえ 洗 す か に と で いい ィ 皿 ィ 
その 後 テ キス タイ ル を 学び 、 大 2 と ぃ い 導 た る 毎 6 
橋 歩 事務 所 、 ケ ー タ リン グ 活動 いれ わら い 浸 な する 毎 に 1 
を 経て フリ ー に 。 数 多く の 料理 の ば な な 表 け か ん 日 1 は タ 
本 に 携わる 。 新刊 の 「 お いし い で いい 面 っ つれ な ど シ に 
時 間 」( ア ノニ マ ・ ス タ ジ オ ) す さ な ` を ば “ す こ の 季 ム 
が 発売 中 " れ ど や 金 な 本 っ つ か よ 節 を 


caWery を Shop*DO> 


+N 会 宜 半 層 会 り で きら 無い 揚 せ 園 定 の 
$" 1 mnSS つっ 理世 や つつ GO ちっ 
* で ンー 入っ eS っ in 「 る 季 侍 得 や 下 生 ウロ 

ば NRK 隊 ご 章 む や aa 「 宮 只 min と 0 8mーn ロ AKG 写 吉 誠 
っ で 5 | 意 加 直さ の で で ポ マ 理 ヘ ペー ドーG ペ ポート ー 色 ささ やつ 
呈 路 つ いっ keG 全 つの 明 っ か を 7 を で pm や | つ 舞 つ ロ ンー お SG 
志 紀 AS 六 信長 史 つ ネン ぐつ | No 還 選 沖 SR 三 裳 党 さ " 名 
RS mo8 生 で SS 宗 … ロ 装 衝 半 時 中 
| ER つ せ っ 0 の を 守 全 ODW 和 や 
ょ る る いき で と 下 澤 鞭 とせ 衝 | や GS)S 色 加 生 G 起 振 料 め 叶 
< つつ ね ポス や ねら つ 可 | 論 Ye 還 や っ 岩明 じ っ Se 
る ヽ 16 い UoSvee 閣 信 氏 特 人 る けり で ポー ペーS 由 回 せ we 季 闘わ 
る 由 8S や ベー へ 宰 過 矯 り 穫 でき | り 表 生 SN まで へ 串 来る 天 3 計 
ミ ぐ お 剖 の つつ いせ mn で つつ お 球 上 ら 7 ww つい 凌 謀 RINKT 和 
き 3 で で ら 細 寺 つ っ S ヘ キ や ST ASDS 人 で トー ミ 表 名" 忠 ※ 
当 き AtQtwQSS 民 ね で や お 束 ふ で へ で ヘー6 溢 や くつ 半 る " 
は - 補選 の 混 つ 更 の や で っ ヘ キ ヘ い ンー いこ ここ Ob いい ル く な ここ ルッ 
き いこ 】 で 者 応 つ 人 っ 7 sin ら で ヘ ベー へ や 激 KeG 公 
せき で 舘 守っ 全 つ の 還 やら ね つい JO で さら で ね りつ AO wwG て SQ や 
上 記 S 思 り 人 St0 つ らい" 上 革 立 G 窟 WS 難 SW nH 
上 本 計ら か 昧 こつ 科 思 志 潜っ 表 9 | (ペーAm AS 填 直 ロ 忌 さり コピ 
S き で お 程 和 國 っ 中 っ" が の 肝 正 細 Ste7 ny つ 征 で りつ 加 の 球 
4 。 ふき 翌 G 琶 uvS 時 mN*2 や 控 つ 末 中 らく 
3 は に *Q り つつ 先 Pame つ らい で モ ね 
AM 上 S いい さい ド さ いや の 
は 言 ご 旧 還 せ 語 " 叶 ど 9 拓 ら 率 ジ と ぶ 
s 代 較 4 AN 呈 手 孔 尽 GA キ ヘ 直っ 要 P っ ken? 時 往 SA キ 
しわ 揚 - に 強 党 り 吾 つ ね G3 せ へ や 全 党 で い りつ GPS っ 也 計 
中 褒 KK 回 ャ 桂 へ ち さ 提 財 " 祉 所 国 足 G 避 理 ら L | 営 % 弧 つ つい や きき ンーK ズ G 
お 全 生 間 Py 時 | 回 っ OU 舞 つ さ おら" 
民 叶 入選 き ミ きく を ゴロ で や で リポ ーー ハ シキ 公 
桂 も DFEOSd 細 
まま 人 細 ED eu SET 
還 窒 私 幸明 キ つ 民 S SN で や ンー S せ 民 GS 時 り 紅 な 省 ホ る G し トト 柱 一 8 
まま 小 1 思 絡 和民 8 選 0 ち ⑧ー を mh ハ さ の 回 審 9 
を 間 つ 過 所 民 S 計 "ミロ 旨く 誤 上 で 1 由奈 
基 つ ふ ュ ネー ミト Aー ヘ AN トミ や に 生 っ 1 電 し め いで 婁 ま 
PE っ で ね お 振 里 還 可 @ 揚 芝 ペー ペー を 全 エ ネト キ ま すす 
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第 本 真 黄 phoro: Maki Suzuki 


写真 


環 弄 各 で ロレ 世 ン 


か 守 故 叶 所 ロ 8/ 畠 把 人 っ 人 吉 素 凌 た めで りつ が っ 6 WS 押 冊 「 中 や 」 全 補 や で 完 7 
FE HH ミ ヘマ ミ ふ 穴 補 S や " 忠 当 GS で 全員 太 OPCve8 美 KG つ りゃ 析 いせ ン ^ 帳 揚 G 
い ロ 7 組 選 也 民 を 手中 型 散 SG 表 。 定 寄 提 守 や で つの 写っ 組 人 S ぐ で 。 だ 拒 史 柱 親 ロ 尿 でき 2” … 下 安 つ 
央 人 癌 で さや " 惑 所 全 培 ご 塞 - *@S や セ ? mn つり つ 唱 時 由 一 へ 
誠志 公 客 人 や Q 加 や" y り ロ 仁 写生 せ 7 拍 打 ロ 守 や 尿 … さ っ PE だ 絶 覆 や ゃ 

6906SS 科 人 3m ら を ズ 写 絡 差 で や や " 胡 で きっ や りり 会 堅 提 抽 B3 全 @S 問 計 砂 閲 " 挟 析 敵 


全 蘭 本 めで や " SERW NKK 斉 つ で つの | 里 人 せ 的 突っ が 生 全 "mn 柚 慰 暑 
本 理 奈 で や ね 2S お "長介 員 さ S や や 7 や SoQ 守 O で 旬 麹 合い 混 泊 つが 
^ 郡 つっ SS ロ で で で 生 を S 記 マ き 書 や "笑っ 卓 涯 貢 せ 。 十 で 証 っ だ 低 
pe 尼 選 昭 攻 給 8 守 え モー S1 旦 庫 っ で" 舞 全 掴 束 お 淫 W 生 " 天 揚 G 記 短 全 肛 ロ で 
也 S 記 泌 G て Q 人 で ・ 還 美衣 GS 半 こめ で 介 下 所 つい り で や や で 全 で 叶 人 SO で りら や で つつ で や も 守 


前 や セ * 、 つり や 要 m 委 つい weey つつ 柚 SS ね っ mmG 拓 泌 計 呈 ら 所 で 
_ 尽 折 函 時 KSORS・ 表 DSe 
当 つ 始 っ 年 や " 京 所 の や で ぐっ や や けり WS 一 一 記 っ 吉 く SG つ mn Ho の 0 96906S 想 鈴 め 計れ 
杏 い の くい 早足" 宗 つ っ 妊 〇 1 マ S 普 ・ 画 8" 装 中 会 句 m っ we 

公 條 折 


つや 症 玉 負 ぐ っ か 人 思 柏 還 @ 否 圧 や 口 折り 会 合っ 7 や つり 福 届 GS 帯 " 
1 邊 る や 幅 り 蟹 郭 り 革 守 モリ ンー Pe 宗 千 ろ 
SQ で や ゃ で" STR が 上 
ww つり リ で S 記 っ 圭 く や 人 の 全 先代 合志 つ お 店 
人 S が や" 冥 柏 陸 せ 壮 党 更 電 人 50 
ざ " 地 揚 S 電 党 っ 還 握 科せ 守ら か 6 必 e9 
りり で 会)S 宰 や" 用 是 肖 堅 " MS 出 明 3 っ 公 科 K 守 来 和 
定 " ww で tv 坦 交 多 や mn に m@G や つつ です 條 生 …… NM 


公証 瓶 *WG ま ロレ …… 


INKーー 加 押 
て 送 過 5 お 9 4 
時: 本 る 昌 
すこ を 1 RS 寿 代 マン に < 半 譲 - 
、 幸 S き コミ 四 8 きき ぁ 
全 半 后 と - 岬 振り 間 S 細 は 
品 さ に を な 県 に 】 雷 任 健 8 
で 一 折 貞 し 地 手 加 5 二 加 6 
晶 で 。 李 ー 鏡 7 攻 / SQ 癌 
に 析 玉 久 呈 すり SS きけ ロ 5 > の 所 吾 
%% s 志 半 g 馬 加 を 唱 し 要 下 呈 中 . 目 補 ミ 
ロー きき 秋 二 寺 拓 名 ご 正志 や 
ミ 碑 ご る こ 固 SG 選 G 洪 還 品 88o ち て 
ミー ミ 作 曽 四 疫 浅 昭 前 選 G RS 島 
NE 導 接 計 困 前 ※ K( 咽 一 修 尊 トマ 
ご き 揚水 。 下 切 ……… 要 て 避 中 下 
暴 一 | 本 面 K 下 h@ 一 中 臣 語 億 光 癌 負 … 
上 上 。 導 と ト 語 で 所 IN で っ 十 守 部 牙 ー の 一 還 記 
ーー ミ 
介 て 公 虹 スペ 褒 衣 農 坦 TFNSS』 電 紳 (s て ミミ ) 


091 


⑦ 
第 11 便 


1 
ee 撤 
ーー 町 
〇 時 挫 剛 GS 占 
に 人 
全 琴 呈 果 
ST 
エエ まま 
ヨ KEN 
at べく ) 
いで 全 つ 避 罰 診 下 


甘 悪 Y 回 民 田 章 提 し 怠 窟 S 
全 さ つっ 押 衣 G 完全 っ 下 で 全 
個 む 「R ホ キ ヽ NRAH ペ ーー 
立 吉 三 握 G ト ー ン て 糧 講 「 人 る ち 全 で 
控 ハト ホー ヽ 」 藤和 や らち せ 
内 8 仙 倒 。 TvG 赴 忠 つ SS で お 職 
りり ち 呈 将 挫 G 詳 較 介 本 る 
や ヤン 祥 め っ 『 

嘆 虹 | 加 ポ GS 人 控 守 
S 堂 る じゃ? 拓 せ や 史 妥 かり 8 
介 折 会 蛋 り つ ね 全 っ が 杏 記 全 
思 据 つ ′ 如 記 望 己 凌 を nA 
つの 8 導い DS で ロ 「 符 近 呈 
電 で し 選 | 撃 4 会 押 つ 連 つ が 


向け て 活動 中 


わり 、 茶 エン ナー レ 202 


0 の 開催 


⑨ の 


学卒 業 後 、 渡 英 し NG 
0 で 森 の 再生 活動 に 従事 。 
よる 都市 と 里山 の 新 

な 互恵 関係 を 構築 中 


地方 創 生 事業 推進 部 中 橋 辰 也 さん 


グリ ー ン ディ スプ レイ 

事業 推進 室 大 塚 洒 一 さん 
帰国 後 、 掛 川 で 植物 園 の 
園長 を 担当 。 現職 で は 植 
羽田 未来 総合 研究 所 
ウェ ディ ング プロ デュ ー 
サー 職 な ど を 経て 、 現 職 。 


大 
物 
た 


つね 9 twin Ste つ 和民 還 Ne 
に は こそ さ に で ここ だ 3 こよ 
如 季 の っ らき ンーSo の っ 避 品 置 陸 り 
ドコ 

甘 澤 揚 味 ぎ 坪 到 窪 N じ ピロ 
っ eS や や も 「 ホ エキ ヘル NE 
ペー | 休 せ つが KO か で る ちせ 
SS で SO SG も も 人 Se 

尿 農 剖 三 SG 斑 東 較 り 大 S ぐ いこ や 
時 。 団 県 十字 弄 季 じ " 夜 S 
基 史 福 放 つ ね りつ 人 つぶ や で や 
つね ? 56 剖 選 りく で で 早宮 
り 呈 議 S ギ ー 寂 妃 っ 理 暴 入 
選 つ か 介 折 G 基 明 っ 持つ ピ 
世 SRD 皿 徹 下 や Po や お つ 
JJ 所 盆 G 赤 つく いざ で 上 綱 


6 つ お お" v を つつ 区 開 某 翌 寂 


トーー も ロロ 性 裕 @ 責 YS 還 銀 四 


室 べ や ぐ 

を 坦 

や 

冶 

4 

ー 娠 上 

に くま Ha 昭 謙 し 尽 皇 
表 隊 GS も だ ませ: 
党 S 坦 馬 輸 さき 認 る 
留 更 電 負 親 下 弄 ご 章 衝 ンマ 
に 3 鹿 更 / 廻 ば ゃ ー マ 
Q 田 や ね | 邊 閑居 革 凌 ゃ h 
W 選 振 弄 介 震 ふ 包 だ 玉 軌 
現 を | 個 更 じ SR っ 温 此 
S 避 軍医 | 高 針 じ ささ S ピ し 
民 RS 記 り | 田 民 田宮 で 提 所 ロ 
弄 や も 期 | 医 表 慌 省 球 釧 生 
軸 っ 情 ゃ "人 
民 調 尽 や 絢 皿 
Sm る ちや 
甘 村 K 層 名 
わか で ね 6 や 


表 降 ndn い So 記 じ ゃ 「 ゃ や さ ネ 
Q 4 で いっ w 思 も” 時 内 SQ 
*nー、 で p で Sne」 っ 臣 
つり っ や や 但 つ ポ や " 

甘 回 SG 下 時 S 呈 や "人 富 つ つや 
っ 過 で 因 計 近 WW ウ ロン ね め っ " 
環 | 昧 志水 呈 SS [ap bank 
fes 18」 じゃ ? 闇 刀 さき トー ト で ベ K 
鶴間 きつ きい て 地 諾 HH 表 ミ キー 


きつ きつ つね 秘 958 家村 和 ト 


監修 : 羽田 未来 総合 研究 所 ディ レク ター・ 石 黒 浩也 


いい 


maaphoro: Kazuya Hayss 抽 証 語 SRIyune 


1) 掛川 市 の 日 本 茶 生産 量 は 
53001。 品 質 の 高 さ と と も に 日 
本 有数 の 名 産地 だ 。2) 休 耕 地 
に は 、 人 の 背丈 より も 高い お 茶 
の 木 が 伸び 、 可 憐 な 白い 花 を 咲 
か せ て いる 。3) 掛川 市 役所 前 
に は オチ ャ ノキア ー ト が 展示 さ 
れ て いる 


オチ ャ ノキア ー ト を 羽田 空港 で 展示 し ます 。 


期間 : 12 月 6 日 ( 金 ) 一 12 月 10 日 ( 火 ) 
会 場 : 羽 田 空 港 第 2 ター ミナ ル 5F フ ライ ト デ ッ キト ー キ ョ ー 観覧 料 : 無 料 


グリ ー ン ディ スプ レイ に よる オチ ャ ノキア ー ト や 「 か けが わ 茶 エン ナ 
ー レ 」 の 活動 の アー カイ ブ を 羽田 空港 で 展示 し ます 。12 月 7 日 ( 土 )、 
8 日 (日 ) は 掛川 茶 の サ ンプ ル を 配布 予定 。 ぜ ひ お 立ち 寄り くだ さい ! 


革 委 どい 頭 ら 


1 


ご いて 層 


我 は 有 ア か いん ル 古 都 ん 
々 1 が た 東 藤 市 の 
AS 日 で 内 
本 だ 示 い 折 52 
の が ま 発 ィ 
空 づ 身 す 2 
らい 逝 - 
で 
関 は す 米 イ 
昌 : を 
ら し 
2 た 
日 X 


ささ ー 


革 ーー パ 8 溢 き 民代 藤 


イマ みて 谷 09 Ok 


ミ ヾ > 


TdIHVH」 ズ くき 


姜 基 さ Urm「 で ミー キト さ き 


) ヾ ふさ キ @ 芋 陸 9 


* 第 65 於 を は 本 音 
る と 2 


9 2 
建築 は 、 カ タチ が 先 じ ゃ な い 。 すす 丸の内 発 @G ] 


ン C。 


ro (marunouchi) HOUSE AM 2:00 


今回 の ゲス ト は 、 建 築 家 の 広谷 純 弘 さん 。 
数 々 の 賞 を 史 賞 され る 広谷 さん が 、 

出張 帰り に 駆け つけ て くだ さい まし た 。 
地方 が 大 好き 、 食 が 大 好き な 紳士 。 
建築 の 楽し さ 満載 で お 届け し ます 。 


理 築 家 ご アー キ ヴ ィ ジ ョ ン 広谷 純 弘 
広谷 スタ ジオ 代表 取締 役 ひろ た に ・ よ し ひろ 


一 級 建 築 士 。 和 歌 山県 出身 。1980 年 、 東 京 理科 大 学 工学 部 
建築 学科 卒 葉 後 、 戸 尾 任 安さ ん が 創設 し た 建築 研究 所 アー キ 
ヴィ ジ 社 。2006 年 アー キ ヴ ィ ジ ョ ン 広 谷 スタ ジオ 
設立 。 東 京 だ け で な く 地 方 都市 活躍 の 場 を 広げ る 。「 能 
作 新 社屋 ・ 新 工場 ] で DSA 空 チイ ン 賞 受賞 。 公 共 建 築 賞 、 
グッ ド デ ザ イン 賞 、 キ ッ ズ デザ イン 賞 な ど 腕 賞 多数 


(Host ) 

丸の内 ハウ ス 三菱 地 所 時 代 は 、 大 手 町 ビル 1 階 の 大 

統括 マネ ー ジ ャ ー 手 町 カフ ェ を 揚 の 後 、 丸 の 内 ハ 

玉田 ウス 統括 マネ ー ジ に | 

同 職 を 丸の内 ハウ ス 事 務 局 

テー ブル ビ ピート か つて は ツバ キハ ウス や GOLD を ブ 

代表 取締 役 ロロ デュー ス 。 現在 は 丸の内 ハウ ス で 燕 
し 料理 レス トラ ン 「MUS MUS」 の ほ 

作 虐 機 才 か 「 来 夢 来 人 ]、「 現 バー」 を 経営 する 


形 只 


て さ 


吉 加 
\ ペ ーー ん 
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に : 
て 別 う 怠 


NNw き SS や rr 


で 思 リ 
し う テ 
< o ゃ た 少 + 
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ね 【 広 と 生ま 東 で 広 生 佐 る る 僕 広 に べ 
1 谷 で が し 京 ば 谷 之 藤 こ タ は 谷 立 | 
1 いた 4 自 つ シ 
を よ ま “ フ を ぇ * プ 分 を " ス 
9 し う っ じ の れ ト 
で 遠 - 束 は 和 を 。 ょ ぁ ゃ 好 で へ 
す 回 当 う 気 に な きい の 
より 会 家 し " 念 し いな 加 憶 磁 
ね じい 1 3 が まこ と うつ れ 動 ん 
"や ゃ が 目 楽 人 人 また あ L、 そ 
彼 な 大 指し れ っ の を ^^ 後 た イ ` い 
女 い 切 し を る ま て た 仕 そ 々 に こ ケ お 
まつ 至 う し " め 事 + 必 と て ま 
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st 
ck 人 


潮吹 き 岩 を 遊覧 する この 絵 に 描か れ た 何人 か の 人 物 の 一 人 に 
温 す コン ビ 「 サ ンド ウィ ッ チ マン ] の 伊達 みき お の 先祖 ・ 伊 


出典 : [気仙 洒 市 天 (気仙 市 史 編 さん 委員 会 編 ) 
達 翠 雨 (すい う ) が いる 


二 有人 后 語詞 
全 まま 
邊 ご 堅 で っ 
に に を 1 
二 - た DE 

放 旧い 6 
療 

に ま コ に] 
さき 
上 きり 
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コ S さ ポス 
デミ スロ SK 
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き 間 抽 SW 
捉 り すか トコ 
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1 2938 
革 指 地 OS 
だ 普 電 想っ ら 
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盾 直り 身 で や 


音 N 生 UN つつ お 尺 涯 36 人 で pvG 
て AKIN セ 一 っ)S-SS 宙 でき? 


原資 料 長 還 寺 所 工 


出展 : 岩手 を 旅 し た 絵師 の 足 中 」 (岩手 県 立 博 物 館 綱 ) 


NANA s ふ / 


MINOMUSHI-sanjin 
Omhe Ro 


養 虫 と 主人 


れ も 養 虫 らし さ の 詰まっ た 絵日記 。 岩手 
の 少し し ん みり し た よい 時 間 が 訪れ る 


の 及川 右 七 郎 家 で 正月 を 迎え る と き の 話 。 
大 みそ か 、 村 人 た ち が 集 まり 義 虫 に 面会 を 


求め る 。 ロ 々 に 義 虫 は ほら ば か り 吹 く と ん 


で も な い 奴 だ 角 ら し め て や る 。 と か 、 頼 め 
し か し 最後 に は 皆 で 養 虫 の 諸国 温 遊 の 話 な 


ば 絵 を 描い て くれ る よう だ と か 。 皆 勝手 だ 。 
ど を 聞き 大 宴会 と な っ た と いう こと が 書か 


れ て いる 。 そ し て 村人 は 帰り 、 


に を 


「 還 葉 」 下 臣下 所 9 介 三 邊 


要 *@ っ 居 和 宮地 選 や り mP Av らい 


っ ^ 呈 任 四 皿 りつ の 守 QS” 宮 S 味 
忠 型 避 史 机 和 会 @S 末 に で や KS 
忌 問 " 泊 各 の や 濁 お 会 宮 全 宮 
全 共 つ っ る つつ 2 で 玉 5 撤 所 せ 選 


S 選 士 ・ 壮 接 器 橋 ロ 栓 が % で " 忠 副 碗 (所 
並 せ 時 りら 志 浸 生 0 つじ っ だ で や や 8 
っ 全 ) G 諾 押井 下味 比べ を 慌 
べ や やり 堅 べ つね " 閉 論 DS 凌ぐ 
団員 忠吉 SQ べ 公 要 rm が 人 
で や ね 全 @ で AN ミロ AN ネ ー6 志 
宮 因 いろ ね つら で の らら Kun? 
oxnQ で 接 所 損 葛 で りり 枯 ロ で 7 
「 り で せき や りら っ 合い 玉 筆 虫 妹 
国選 me」 つ " っ ロ 鈴 窟 つ ” 現 選 
や つの ロ 「 棚 衣 明 玩 」 つっ の キト 
ト ュ ーK で た ね お? 中 只 氷 公団 埋 やっ 
長刀 G 恨 早計 の 語り っ eSGS^ 冷 
当 S 地 沙 溝 や G 送 全 ポ カン 記 季 つ いっ 
vo 

東員 引 必 や りら せる 2^ て AN ミミ HA 
ネー 狼 所 人 せ 品 末 G 選 維 和 史紀 環 党 癌 か 
選 モ "wwS や 所 守り 症 陵 史記 ぶ つ 避 
いっ? 親 世 @ 鶴 時 や 長 @ べ G 販 出 
守 属 由 り 4Q つ の ” 観 手 中 全 人 生 や つ や 
ンー ポン 還っ 担 宮 つ ピ ろ や つっ 
っ いり けつ 9 守 会 宮 信 SG や さや へ 選 会 
に ぼく 

祥 時 間 り 捉 中 台 @ 福 鹿 や 閥 り 舞 
聞 札 や いらっ お? 仁 本選 む る 凸 龍 @ 


明 ち ゃ NN つつ お 民 証 滞る で や ve 
マ AKN へ SN セー つつ 和 SS で で G 携 で 違っ " 
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中 国 の 詩人 李白 の 五 言 絶句 「 白 胡 


を 各 う 気持 ち で こん な 格好 を し て いた の か . 


cr 
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3 
J 光 所 き 星 潜 


へ We と 計 ざ 記 束 普 板 身 。 ゆ コリ 


能代 市 の 長徳 寺 所 蔵 の 掛け 軸 の 6 連作 


に 陶磁 器 販売 の 露店 等 、 身 近 な 庶民 の 暮らし の 中 か ら の テー マ を 見 つけ 
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。 江 有 朋 計ら 各 ご 計 mr 「 訟 器 中 す ゆ 


封 帯 い 潜 普 和 客 き 高 矯 wok0tS 


各 溢 , 尋 央 


| 
Er] 


テ 立 


議 
な どき 員 Ae 


誤 加 と せ ど 潜 4 て rr (て せ ど 誠 き ) 普 貞 適 一 補 


すき 聞 雇 | 上 ] Nd ほす 


周 尊 ] , 二 筆 滑 二 wr 汗 


Arc 


は 隔月 連載 で す 


tkr 北 9 の rNY 


次 回 は 


さめ 


に 


が 


テー マ は どう や ら 赴 天 商 。 筆 向 売 り 


っ て いて 


だ の お どけ か 


に に さっ 2 


> 


EGO いい P、 す こい に 


わざ わざ こん な 帽子 を つく っ て いた 姜 虫 。 自 分 自身 の 旅 の 長 さや 故郷 
見 える は 白神 の 山々 だ けど 白髪 山 と 表記 。 ち ょ っ と うま い 


( 右 写真 )、 ス イカ 売り (中 写真 )、 人 金魚 す くい 
それ を 掛け 軸 に 仕上 ぼ げ て いる 。 と て も 楽し い 連 作 
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未 利用 魚 を 使っ た 五島 の フィ ッ ジ ュ ョ ハム が 完成 ! 


フィ ッシュ ハム ステ ー キ に 


素材 に こだわ っ た 
五島 の フィ ッシュ ハム 


発色 剤 や 保存 料 、 化 学 調 
味 料 、 砂 糖 も 無 添加 。 低 
糖 質 高 タ ン パ ク で 1 個 あ 
た り 61.1kcal の 低 カ ロリ 
ー。「 マ ル エ ッ ] や 「 こ だ 
わり や ]、 浜 口 水産 な ど 
で 販売 。 店 舗 詳細 は UR 
し より 。https:/tsite.jpr 
tcardsociagoto 


11 月 に 行わ れ た 
新 商品 発表 記者 会 
見 の 様子 。 商 品 開 
発 に は 、 消 費 者 代 
表 T 会 員 、 流 通 、 シ 
ェ フ 、 生 産 を 担当 
する 五島 の 食品 加 
工 会 社 な ど 、 あ ら 
ゆる ジャ ン ル の プ 
ロ が 参画 


軸 き 叶い さ さ 」 ユキ 


や い めき せき 壊 記 み で 洗 溢 9 


史 そ モミ させ させ ポキ 


> 灘 牙 


1 ュー ゴ 
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悩 当 


. 芝 ぶら ささき w 演 さて 甘 


Ei 


ポ %O 光 婦 た ざん で 
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Art 


衣 を 付け て 
フィ ッシュ ハム カツ に 


ャ 黒 し 
コ . 記 
1 シッ 
モ ョ さき 
必 ウ : 
ジ を に 
の プ ヘ ハ 
ょ ロコ 
う スプ 
な し ゃ 
風 才 
人 
則り 
ミダ め 


rex Akiko Yamamoto 


: 信 
も 
Pd 
ロ 
ウジ 
= 
ク 
ト 
の 
発 
足 
や 
メ 
ず じ 島 
` 鳥 め 今 の 
き 産 使 回 未 
つ わ の 利 
まつ れ 商 用 
揚 な て 品 鋼 
げ ぎ い は に と 
や の る ふし 
か で 交 て 
まん の 知 
ぼ ぽ ぶ 。 ダ ら 
こ ん イィ れ 
を 一 殖 
は 使 を い 
まわ が は る 


phoro: Atsushi Yamahira 10+ 
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焼酎 の 原型 ? 「 落 夜 当 うっ て ナン ダ ? 


プ い ぃ 発 と 
リ た 酵 麹 
仕 時 * ま 
込 代 まで 
で と た だ 野 
造 製 焼 生 
ら 酎 の 
れ を が 赦 
て 同 自 を 
ち おじ 家 使 
り 〈( 醸 う 
0 
あ る 
お ド 
ち ン 
で ょ 丁 む も めも 
味 う に 価 ゅ っ の 四 
わな は 値 う た は に 地 
いる か ょ その 
た 計 ヽ の 歴 
「 あ お ちゅ う ツ ー リ ズム 」 い を * 土 史 
プロ ジェ クト が 進行 中 ! 本 *『 地 や 
理 生井 で 風 
ヶ 島 の 焼 机 「 あ お ちゅ う ] 飲 圭 
を テー マ に 島々 を めぐ る ツ むせ を 
ー リ ズム は いか が ? 酒 知 
その 内 容 は Discover Japan f ほ つ 
1) 各 家 に 伝わる 製法 で 造ら れる あお ちゅ うに は 杜氏 の 名 前 が 冠 され た も の も 。 現 ウェ ブ に て 近日 紹介 予定 。 ル だ" だ 
在 杜 氏 8 人 が 活躍 中 。2) 二 重 式 火 山 カ ル デ ラ や 美しい 星 が 見 える 絶 果 の 島 と し て https:/(discoverjapan- k 旨 」 


Pc】 


知ら れる 青ヶ島 。3) 島内 に 自生 する 「 オ オタ ニワ タリ 」 を 利用 し 麹 造り を 行う web.com 
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富山 か ら 生ま れる 最 先端 


イラ に 7 囲 3 
次 回 予告 3 
スタ ジオ 地図 ・ プ ロ デ ュー サー が 語る 細田 作品 計 RM 
世界 か ら 注目 を 集め る 映画 監督 ・ 細 田 守 氏 と 、『 時 ・ 研 ん 
を か ける 少女 | (2006) 以来 脚 で 作品 抽 人 = 村 
作 に 取り 組ん で きた プロ デュ 齋 須 一 郎 ス 長 イ 1 
さん が 今回 の ゲス ト 。 齋藤 さん は 、「 お お か みこ 間 に 3 砂 
ども の 雨 と 雪 」 (2012 年 公開 ) 制作 時 に 細田 守 監 フ ゴ の 
人 作 品 の 制作 拠点 と し て つく ら = 記 
れ た 会 社 「 ス タ ジ オ 地図 ] の 代 ィ イル る 
表 取締 役 で も ある 。 今 回 は 、 監 交 拓 に は ラグ ピー ス ド 
督 の 番 近 く を 伴走 し て きた 間 お 0。 な っ グ る 
ら こ そ 知 る 、 作 品 抽 
半 共 展示 。 下 ) 中 村 さ ん と 
作品 は 世界 か ら どう 評価 され て スタ ジオ 地図 の に 山王 | 衛 入 屋 ど 
あの が サビ ドラ テウ 1 胡 優一 系 か ら 落 想 し た 構造 た 改 の 津 カ で を 開 海 
6 ん ば ぱく 質 の 素材 を 使っ 名 年 町 澤 | 製 す を 外 
た ダウ ンジ ャ ケッ ト - の エメ だ 品 る 手 の 
クリ エイ ター ズ ト ー ク Vol.38 ク 東 場 人 軸 愉 名 
開催 日 : 12 月 20 日 ( 金 ) ど 及 か 2 発 で る た 
時 間 : 19:30 一 21:00 (予定 ) ク れ 日 原 を で 開 一 当 の 1| 世 ら 和製 し は 会 る 
会 場 日本橋 と や ま 館 住所 : 東 京都 中 央 区 2 書き 定 備 に 発 テ す 代り 輸 は 造 販 な 社 ブ 
日 本 橋 補 町 1-2-6 日 本 橋 大 栄 ビル 1F 情 り と 1 せ 山 え 必 か ッ ツ る 表 1| を じ 所 売 《 “ ラ 
料金 : 1500 円 富山 の 地 活 と お つま み 付き 。 成っ や 月 か て 要ら ク “ ジル 機 ま ビー まい だ ン 
定員 30 名 ) タ 明日 を ざ っ 年 ャ ド 全 うと 作者 ド 
http://eventregist.com/e/toyama38 ルト で ー 全 造 ラ か い 単 の 
AAMR0220V 46080 3 みす 機 化 ポ ら 5 ジッ 社 うぅ う う の に 日 
1 さ に 出 一 能 ま は 担 は プ 名 富 メ 技 輸 本 
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集 部 rexc Discover Japan 


Place 
岩手 県 岩手 県 営 運動 公園 


@mooomin1130 


「 変 わら な い 道 、 変 わる 風景 を 写し 
た く て 道 に ビン ト を 当て て 撮影 し ま 
し た 。 さ ら に 寒さ が 増し 、 別 の 表情 
を 見 せ て くれ る と き が 楽し み で す 」 


place 
長野 県 高 ボ ッ チ 高原 


@terada223 


富士 山 の 人気 揚 影 ス ポッ ト で ある 高 
ボッ チ 高原 。「 朝 雲 に 諏訪 湖 が 竹 わ 
れ た その 先 に 、 オ レン ジ 色 に 照ら さ 
れ た 富士 山 が 望め て 絶景 で し た ] 


山間 の 里山 に ある 桜の 老 木 と 、 遥 か 
に 望む 富士 山 。「 冬 が 間近 に 人 迫り 、 
霊 の 中 で 朝日 を 浴び て 鈍く 輝く 富士 
の 様子 が 、 と て も すてき で し た ]」 


系 さら 


Sv 


ー 革 中 き 浴 避 当 療 


補い N 


ke 。 若 避 忌 辻 
< 避 灘 温 


名 


同 は て 悪 薄 上 難 導 
ゃ miSmsu 


Auedefs 


. 丈 


EE 


さ 上 き の ぶ 緒 証 団 器 き 注 幅 きせ は 下 


す 渡っ 選 で ri: 呈 


1 


Et 


AooSIT 
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mee ee 

「 ど こま で も 続く よう な 青 の 世 界 
東京 都 。 青 の 洞窟 に 、 思 わ ず 見 惚れ て し まい まし た 
寒空 の 中 人 々 で 賑わう 光景 が 、 ク 


リス マス を 連想 さ せま す ] ai 


@yu_tern7 


place Pace 


日 本 有数 の 秘境 と いわ れる 奥 祖 谷 


東京 都 / 国 営 昭和 記念 公園 


昭和 記念 公園 の イチ ョ ウ 並 木 は 、 
まさ に “黄金 の トン ネ 「 寮 い 
夜 で し た が 、 そ こ に は 温か い 究 囲 
気 の 絶 景 が 待っ て いま し た 」 


標高 約 200m 地点 か ら 見 下ろ す 達 


徳島 県 奥 祖 谷 の 二 重 か ずら 橋 。「 色 づい た 葉 は 野 自 県 / 金 華山 目 洞 の 礎 。「 雨 上 が り の 朝 、 山 向 
、 冷 た い 風 が 吹く この こう に は 大 雲海 が 現れ 、 貴 重 な 地 
9mekoto_biz 時 期 は 冬 の は じ ま り を 感じ ます ] 人 元 の 絶 時 を 増 能 で きま し た ] 
毎月 テー マ に 沿っ た 写真 を Instagram で 投稿 いた だ き 、 編 集 部 が 選定 


Instagram と 誌面 に て 発表 及び 掲載 させ て いた だ 


ます . 


周 史 固 叶 


軌 季節 の 絶景 写 真 (過去 に 撮影 し た 写真 で も OK) 

囚 ハッ シュ タグ を 付け て 、 下 記 項 目 と と も に 投稿 し て くだ さい 
・ キ ャ プシ ョ ン ( そ の 写真 を 選ん だ 理由 、 場 所 の 感想 等 )60 字 程度 

・ 撮 影 場所 

・ 提 影 月 


可能 な 場合 は 、 デ ー タ サイ ズ (2.3 メ ガバ イト な ど ) 


応募 和 切 


2019 年 12 月 18 日 ( 水 ) 21:00 


富山 の 地酒 10 種 で 体験 ! 
新酒 きき 酒 会 


東京 ・ 日 本 橋 に 


山県 の ア 


プ ・ 日 本 橋 と や 


比べ する イベ ン 
ト を 開催 ) 
時 期 に 首 抑 え 岡 で 
員 に よる 


は 出回ら な い 富山 の 新酒 を 、 解 説 
日 本 酒好き な 


富山 の 地酒 (新酒 披露 ) き き 酒 会 


開催 2 月 19 日 ( 木 ) 開催 場所 : 日 本 橋 と や ま 
館 パー ラウ ンジ 住所: 東京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 
1-2-6 時 間 :18:00 一 19:30 料金 :2500 円 (お 
つま み 付 ) 申し 込み 方 法 : 下 記 ウ ェ ブ サイ ト よ り 
Tel: 03-6262-2723 https:/toyamakanjp 


文人 に 愛さ れ た 稲 住 温泉 が 復活 
露天 風呂 で 冬 景色 を 望む 


秋田 県 最 古 の 温 
地 ・ 秋 の 宮 温 
泉 才 の 名 宿 「 衝 
佳 温泉 」 が 、 新 
に に 上 質 な 湯 宿 


と 上 活 。 離 
れ 「 天 の 池 」 
は 源泉 か 


が 備わり 、 四 季 折 々 の 景色 が 人 

い 温泉 と 目 の 前 に 広がる 3 - 
され て 

秋 の 宮 温泉 掘 湯けむり の 宿 稲 住 温泉 

住所 秋田 県 湯沢 市 秋 ノ 宮 字 山 居 野 11 

料金 : 1 泊 2 食 付 2 万 4000 円 一 (入湯 税別 ) 
Tel: 0183-58-1300 
www.hotespanet/resort/hotellist/inazumi 


ビジ ネス も 、 人 生 も 
すべ て サウ ナ で うま くい く ! 


世界 の 食し と サウ ナ を め 


者 ・ 本 田 直 
と の ぇ 親方 
サウ ナー・ 
"サウ ナシ > 
立ち 上 げ な ど 


「 人 生 を 変え る サウ ナ 術 
な ぜ 、 一 流 の 経営 者 は サウ ナ に 行く の か ?] 


価格 : 1540 円 
著者 : 本 田 直 之 、 松 尾 大 
発行 : KADOKAWA 


CO770/@ C//DS 


Discover Japan vol.99 
January 2020 


日 本 を 再発 見 する た め に は 、 


較 rooe 
人 生 最高 の お 餅 体 験 を 。 


日 本 を 代表 する 人 
THE OMOCHLI 
製法 人 


級 


R で は の 食べ 方 
この 年 末 


ょ 究極 の 餅 " 


げ る レシ ピ 5 公 開 中 


spoT 


新た な 都市 生活 を 提案 
ミニ マル だ けど 上 質 な 宿泊 体験 


リー や カフ ェ & ッ 
る イベ ント も 実施 
DpD HOTEL 


住所 : 東京 都 中 央 区 日 本 橋 馬 喰 町 2-2-1 
料金 :1 名 1 室 1 万 円 
Tel: 03-3668-0840 http:/dddhoteljp 


spor 


伝統 を 受け 継ぎ な が ら 
新た な 風 を 吹き 込む ホテ ル 


謀 津 焼 の 宰 


HOTEL KARAE 
住所 : 佐 賀 県 唐津 市 京町 1783 

料金 リー 3500 円 一 

Tel : 0955-53-8068 www.hotelkarae.com 


る 戦 人 の 技術 継承 を 日 指す 


を 味わお う 


旬 な 情報 に ぉ 敏感 で あり た いも の 
知っ て お きた い 耳 寄り な 情報 、 お 届け し ます ! 


絶滅 寸前 の 伝統 製法 で つく る 、 唯 一 無 二 の お 餅 


THE OMOCHI 


価格 : 切り 魚 1320 円 (10 枚 入 ) 一 
販売 場所 : オン ライ ン シ ョ ッ プ 
Tel: 022-345-3209 
https:/theomochicom 


較 Exdemon 


海抜 260m に 「 天 空 駅 」 が 出現 !? 
過去 最大 級 の 体感 型 鉄道 展 


る 天 補 駅 や 国鉄 
時 代 の 駅 の 再現 、 時 刻 表 や 制服 の 展示 


ご 当地 駅 


弁 な ど 、 大 人 か ら 子 ども まで 


特別 展 天空 ノ 鉄道 物語 

会 期 : 一 2020 年 3 月 22 日 (日 ) 

会 場 : 森 アー ツ セ ンタ ー ギ ャ ラリ ー& ス カイ ギャ ラリ ー 
住所 : 東 京都 港 区 六本木 6-10-1 六本木 ヒル ズ 森 タ 
ワー52F 時 間 :10:00 一 20:00 (火曜 日 は 17:00) 
※ 入 館 は 閉館 の 45 分 前 まで 料金 : 一般 2500 円 、 
大 高生 1500 円 、 中 学生 以下 1000 円 

Tel: 03-5770-8600 wwwtentetsuten.com 


較 sror 


美食 の 街 ・ 麻 布 十 番 で 
刺激 的 な 大 人 の 滞在 を 


オリ ジ ナ ルカ ク テ 
和 催 


スタ イリ ッシュ な 宿 で 東京 の 夜 を 満喫 し 
THE LIVELY 麻布 十 番 

住所 : 東京 都 港 区 麻布 十 番 1-5-23 
料金 :2 名 1 室 1 万 8000 円 一 

Tel : 03-6804-3691 www.he-lively.com/azabu 
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アシ ックス X 隈 研吾 


竹細工 の 伝統 技法 に 着想 を 得 た スニ ー カ ー 


アシ ックス と 建 第 家 ・ 隈 研 理 氏 の コ 
ド シ ュ ー ズ が 発売 され る 。 よ り 少 


ン ニ ング を 楽し むこ と を 


目指 す 隈 研吾 氏 の アイ デア 
込ん で いる 。 テ ー ブ 状 の 
5 合う アッ パー は 、 伝 


材 が 重 な 
的 な 竹 細 ] 
着想 。 内側 
ッ ト 素材 し た も に 足 を し っ か り 
ルド する よう 設計 され て いる 
ミッ ドッ ツー ル の 木材 由来 の 素材 が 、 


擬 ら か な アク キン ト を 浅 え る 


メタ ライ ド アム 


発売 日 : 12 月 20 日 ( 金 ) 価格 :3 万 9600 円 サイ ズ :23.0 一 29.0cm (0.5cm 刻 み )、30.0cm、31.0cm 
販売 場所 : アシ ックス 原宿 フラ ッ グ シッ プ 、 大 阪 心斎橋 、 大 阪 リン クス 梅田 、 オ ン ラ イン ショ ッ プ 


間 : アシ ックス ジャ パン Tel : 0120-068-806 www.asics.com 


較 rmopucr 
ロウ 加工 で “雪化粧 " 
土屋 輸 の 限定 コレ クシ ョ ン 


創業 の 
造 所 が 


う ロ ウト 准 の 豊 


か な 表情 が 特徴 

2 、 年 に 一 度 の 特別 
馴染 ん で いく 
を 楽し ん で 


表情 の 変 
フロ スチ ア 


価格 :L フ ァ ス ナー 1 万 3200 円 、 フ ァ ス ナー ペン ケ 
ー ス 1 万 3200 円 、 プ ッ ク カバー 1 万 7600 円 
販売 場所 : 土屋 費 製 造 所 各 直 営 店 、 オ ン ラ イン ショ 
ッ プ Tel: 0120-907-647 
www.tsuchiya-kabanjp 


大 人 の 心 を メン テ ナ ン ス する 
オー ルド イン ペリ アル バー の 軌跡 


50 周 


名 える 帝国 


ホテ ル 東京 館内 の 「 オ 
ー ル ドイ ン ペ リア ル バ 
ー」。 近代 建築 の 三 大 


一 大 人 の 心 を メン テ ナ ン ス する 。 一 

ト テル オー ルド イン ベリ アル バーBOOK』 
著者 : 内 野 一 郎 価格 :1980 円 

発行 : プレ ジ デ ント 社 


産業 廃棄 物 で 作る 


レザ ー ウ ォ レ ッ ト 


リー ズ が 登場 \ 


食肉 加工 の 過程 
で 出る 和牛 や 豚 の 
大 然 由来 
の な めし 剤 で 仕上 げた 


然 の も の と 対極 に ある PV 
ニ ベ レ ザー の 独特 な 風合い 
ニ ペ レザ ー 産業 廃棄 物 ウォ レッ ト スモ ー ル 


価格 :8800 
カラ ー: べ 


問 : プリ フト アッ シュ 


Tel: 03-3797-0373 https:/brift-h.com 


「 自 東京 人 に 会 い に 行 く 」 


著者 : 大 石 始 
価格 :1870 円 
発行 : 晶文社 


ュ 、 ホ ワイ ト 、 プ ラッ ク 
販売 場所 : プリ フト アッ シュ 、 オ ン ラ イン ショ ッ プ 


新た な 東京 を 知る ! 
奥 東 京 人 た ちの ポー トレ ー ト 


PRopucT 


国産 カモ ミー ル が 
家族 の 肌 を 優し くい た わる 


国産 カモ ミ 
使用 し た スキ ン ケ 
アプ ラン ド 「 華 大 
、 デ リ ケ 
な 赤ちゃん に 
いし て 使え る 
新 ラ イン が 登場 
カミ ツレ エキ ス 
100% の 涼 浴 料 ょ 
シア バタ ー や 植物 オイ ル を 配合 し た 
家族 みん な の 肌 を 優し く 整 えて て れ そ を 


ー ル を 


華 密 恋 カミ ツレ ン ペ ビー 

価格 : バス エッ セン ス 1760 円 、 ミ ルク ロー ショ ン 
2860 円 対象 年 齢 :0 ヵ 月 一 販売 場所 : 華 密 恋 オ 
ン ラ イン ショ ッ プ 、 八 寿 恵 六 問 : カ ミツ レ 研 究 所 
Tel: 0120-57-8320 www.kamitsure.cojp 


日 本 が 誇る 鹿 の 楽 園 
奈良 公園 の 奇跡 に 出合 う 


1000 年 以上 も この 
場所 で 鹿 た ち は 人 間 
と 共生 し て いる 。 廊 


が 織り な す 情 


「DEER PARK 世界 で ここ に し か な い 奇 跡 の 場所 


著者 : 佐藤 千 
価格 : 2970 円 
発行 : 青 基 社 


天空 の 集落 を 撮り 下ろ し た 
写真 家 の ま な ざし に 注目 


の 景色 と 
艇 の 中 の 風景 
か し さき を 感 じ る 写真 が 
「 可 の 子供 た ち ] 
著者 : 宮脇 慎太郎 
価格 :2420 円 
発行 : サウ ター ジ ・ ブ ックス 


の 、 美 し くぅ ぁ 慎 
叫 で きる 一 同 だ 


写真 家 荒木 則 行 


鳥取 県 大 山 町 


Ro-012 風 早 を 研 @⑯ ii 凍 て つ < 夜 に 瞬く 光 


各地 の 


あら き の 5 ゆき 


腕 媛 県 生ま れ 。 東 京 工芸 大学 六 業 。 ce ee 
カメ ラマ ン ア シス タン ト を 経て フリ 0 2 
現在 、 写 真 雑 誌 を 中 心 
動 中 。 名 所 旧跡 か ら 自然 風景 、 
ドロ ー ン 撮影 まで 精力 的 に 行う 


へ と 向かい 撮影 し た も の 
= 色 を 失い 、 冬 を 感じ きせ て (れる 


馬場 わか な 


写真 


福田 里香 


text Ricc Fukuda phoo: Wakana Baba 


お 葉子 研究 家 福田 里香 の 
第 85 回 石川 県 金沢 市 
落 應 諸江 屋 の 「 福 徳 章 餅 ] 


る ぐる で る る る る る る る る ぐる ぐる る ひる る ぐる 


民芸 お 菓子 巡礼 


活躍 。8 年間 に わた り 


続い て いる 本 連載 を まとめ た 


書籍 「 民 芸 お 菓子 」 が 小 社 よ 


お 葉子 研究 家 。 書籍 や 雑誌 を 
り 発 売 中 


福田 里香 (ふく 《 だ - り か ) 
中 心 ( 


ュー se ee を ペー コン 


「1AT 財 吉 只 了 ]S「 悪 競 

の" 乙 結 」 せ " 講 天 上 所 
召 S 四 下 控 や や 。 飲 信 や お 
っ 所 を 選 忌 皇 @ そ 現 " 忠幸 
生 お や で 玉 漏 結晶 品 東 つの 
王 ロ 全 詩 扶 次 を 千 べ 潜 DS 
71 トド 記 了 舞 恨 束 全く 
いっ mwSW ホ ー ト 人 深 叶 
涯 共 つ 深 ” 宇 的 G や 宗 つ 
羽 ら G 下 立 全 庄 左 て ” 操 や 
昌 で せ ^ 室 朗 居 中 会 吉 で 二 全 
で りつ 編 や っ ら " 志 い お 握 癌 
せ 作 二 は く で おる) ホーK 
加 商 で P る 祝 党 つら? 

部 人 せ 獣 昼 咽 中 溢 誤記 る 
器 全 記 っ SGP" 四 瀬 G 亜 
S 曇 人 思 ” 環 拉 選 G 箇 田 六 
尽 己 志 っ い ^ 呈 将 中 汰 洲 G 
補 還 疲 嘱 り 畠 時 つね で て AKK 
ーー ネト ミト 叶 マ ホー 暴 活 周 
せ / 准 菩 人家 由 刑 ロ 世 G 閣 
球 ヨ つが つね? 飛 悦 人 坦 軸 王 

回 っ 中 維 財 宣 @ 撃 店 竣 中 
的 ]』 や 「 震 @ 無 中 」「 上 
攻 S 環 由 型 」 Sp 利水 
。 素 職 痢 家中 講 品 癌 ね 
記 固 品 や 主 書 つ ポ つや ね? 

和 時 下 是 @ 交 民間 事 


By や と 柚 思 6 

所 に E 軸 

も すす に 3 「 長 力 球 中 型 」 や つね お" リ 
や 党 < 守 さ っ & 呈 g 内 

講和 く で 世に 語 8 sa で で GS 間 誠 を 臣 代 ロ 寺 つ 

に です を 1 4 8 トリ に 

正 昌 全 握 拉 和 0 年 曽 858 る 9 の 

まま も 晶 放 き SRRS8 S 父 肖 恒 聞 い や" 祥 下 型 や 中 
は まま 人 ] きま 放つ ね お 答 旬 次 @「 肖 昌和 

ー 3 式 る に 3 < 

SET- ト > 靖 耳 > まほ 生生 すま すす 閉 押 | る Sm 
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DiscoverJapan 


次 号 巴 和 2 


世界 に 愛さ れる 


ホテ ル 角 名 旅館 ぇ 


知っ つて いま すか が ? 


いま 日 本 は ホテ ル の 開業 ラッ シュ ! アマ ン 京 都 、 パ ー ク ハイ アッ ト 京都 、 ハ レク ラニ 沖縄 
な ど 話 題 に 事 欠 き ませ ん 。 個性 際立つ スモ ー ル ホテ ル に も 注目 で す 。 

また 、 日 本 の 美意識 が 省 縮 し た 宿泊 形態 ・ 日 本 旅館 の 神髄 に つい て 迫る 企画 も 収録 。 
ホテ ル や 旅館 に 泊まる こと を 目的 に し た 旅 の スタ イル は 広がっ て いっ て いま す 。 

そん な 日 本 の “泊まる " を 愉し ひ た め の ヒン ト が 満載 の 特集 に な り ま す 。 


2020 年 1 月 6 日 発売 予定 


圧 編集 長 Art Director 発行 人 
高橋 俊宏 Toshihiro Takahashi 千葉 直樹 ” NaokiChiba 夏 藤 健一 。 Kenichi Saito 
Ophelia Design Studio. 
プロ デュ ー サ ー 発行 ・ 発 売 
林 尚史 NaofumiHayashi 株 式 会 社 ディ スカ バー・ ジ ャ パン 
子 Keiko Murakami 〒108-0073 東京 都 港 区 三田 3-4-18 二葉 ピル 11F 
別 得 編 集 長 Saya lchik 代表 Tel:03-6812-9791 
吉田 健一 KenichiYoshida Yukako Sone 編集 部 Tel:03-6812-9793 
Ai Aso コン テン ツ プ ロ デ ュ ー ス 部 Tel: 03-6812-9792 
副 細 集 長 Miyu Suzuki 販売 Tel:03-6804-3028 
今 田子 。 TomokoKon PEACS Inc. 
CAP 千葉 美穂 "MihoChiba 印刷 所 大 日 本 印刷 株 式 会 社 
渡 違 一 平 lppeiWatanabe Ophelia Design Studio. Printed in Japan 
芝山 直 生 NaokiTakeyama 本 誌 掲載 の 写真 ・ 図 版 ・ 
DTP Section 記事 震 の 無断 擬 写 ・ 転 載 を 持 じ ます 。 
相 集 部 大 野 加 子 。 NaokoOno 
中 野 和香 奈 Wakana Nakano PEACS Inc. Discover Japan 1 月 号 
中 閑 葉月 。 Hazuki Nakamori copyright by Discover Japan lnc 
高橋 香織 Kaori Takahashi Proofreader 
田中 理世 RiseTanaka 伊藤 周平 Takehira lto 編集 部 で は 皆さま か ら の 情報 ・ ご 奄 見 ・ 
山田 佑 美 ” YumiYamada ご 感想 な ど を お 待ち し て お り ます 。 
コン テン ツ プ ロ デ ュ ー ス 松 清 ま ゆ MayuMatsuura https://discover-japanrCO.jp 
吉住 息 何 。 Yusuke Yoshizumi PEACS Inc- 
小穴 啓介 Keisuke Oana 
横山 六 RinYokoyama 
佐藤 彰 MegumiSato 
宮地 菜 月 Natsuki Miyaji 
Business Development / PR 
鈴木 悠希 Yuki Suzuki 
別府 大 河 。 Taiga Beppu 
編集 後記 
今回 、 機 度 と な く 双 雲 さん に 「 楽 」、「 感 謝 」。 こ の 1 カ月 、 到 雲 さん と は 4 年 前 、「 夢 ] を 
取材 を させ て いた だ で バ パワー みな ぎる 双 寺 さん の ア テー マ に し た 取材 (P24) で 
す が 、 い つも 元気 で 笑顔 な 次 ー ト 作品 を 目 に 焼き つけ 、 と お 会 いし まし た 。 当 時 「 実 現 
渡 一 平 。 て 出迎え て くれ まし た 。 小計 硬 秋 終 なさ に 気持 ち を 秦 い 立た せな が 邊 野 和 番 大 "し た いこ と は 紙 に 書く と いい 、 
で 掲載 し て いる 作品 (P16 一 ) の 迫力 も さる ら 挑ん だ 作品 ペー ジ (P163 一 ) は 、 本 当 に 多 言霊 は ある | と 双 雲 さん 。 私 と 同僚 は すぐ さ 
こと な が ら 、 彼 の 人 間 性 に 人 々 は 引き 寄せ ら く の 方 々 に 協力 いた だ きま し た ( 泣 )。 い ま ま 実 行 。2 年 後 、 同 僚 は 見 事 に 夢 を か な えま 
れる の で は ? か く 言う 僕 も その 一 人 ……。 あら た め て 感謝 の 気持 ち で いっ ぱい で す 。 す 。 私 ? 根 拠 は あり ませ ん が 来年 あたり 。 
http://discoverjapan-web.com 「Discover Japan] アプ リ 本 格 始動 ! 
www.facebook.com/DiscoverJapan 「 持 ち 歩け る 「Discover Japan]] が コン セプト の 
同 @piscoverjapan アプ リ を 配信 中 ! スポ ッ ト 検 索 機能 を は じ め コ 


_ ツ は 続々 増え て いく 予定 で す ! ぜひ ダウ 
紀 @Discover_Japan シロ ー ド し て くだ さい ! 


DiscoverJapan 


DiscoverJapan 


4 4 本 ペー ジ 以 降 は 左 開き で す 。 
最終 ペー ジ か ら お 読み くだ さい 。 


7036 


作品 名 は 「 楽 月 (ラッ キー)」。 月 が 
: し て 際立っ て いる が 、 右 に 花 
則 に は ロ が た くさ ん つい て 
お り 、「 楽 」 の “ 白 "の 横 に ある 二 画 
分 を 表現 。Souun ワ は よく 喋る 。 と 
いう こと は 、 こ れ も 自 画像 か 。 そ う 
いえ ば 墨 生 も いる 。 (プロ デュ ー サ ー) 


サイ ズ : SP 
参考 価格 : 550 万 円 


form http://13DL.TO 
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史 


タイ トル は 福神 な ら ぬ 「 七 楽 神 ]。 独特 な 双 雲 ブル ー を 絶妙 な 色 使い で 
分 ける 。 左 奥 か ら 、 楽 観 、 お 気楽 、 極 楽 、 楽 勝 、 音 楽 、 道 楽 、 快 楽 の 神 と 
扉 風 を 添え て 


サイ ズ :SP 参考 価格 :385 万 円 


作品 番号 7053 


上 か ら 見 る と 「 楽 」 と いう 文字 に な 
っ て いる 。 ア プス トラ クト の 文字 は 


二 次 元 だ け で な く 、 元 に な っ て 
も 限界 が な い 。 そ も そ も 「 書 」 の 時 
か ら 、 立 体 元 ) を 意識 し て 書 


いて いる 。 人 奇妙 な 「 楽 」 の 陶器 の 物 
体 は 、 い ま も 増 殖 し 続け て いる 。( プ 
ロ デ ュ ー サ ー) 


サイ ズ :XL 
参考 価格 : 198 万 円 


陶芸 


Potrerv 


双 雲 レー で 表現 する 立体 的 な アー ト 作 品 


Souun の が 陶芸 作品 を 


る の だ ろう か 。 そ ん な 疑問 か 


ち に も と ら わ れ な い 書 が 誕生 し た 


Souun Blue と は 
癒す 藍 色 を ほう ふつ と させ る 日 本 独特 の プル ー。 地 
宙 (そら )、 空 、 海 に も 現れ る 、 深 《、 優 し い 青 


| や 「 波 ] の よう な か た ちの な い 白 が 混じる 、 そ 


れ が Souun Blue で ある 


作品 圭 7068 


アー ト 作 品 を 描い て いた 際 に 自 
で て きた と いう 、Souun 自身 の 姿 
を 現し た キャ ラク ター「 黒 生 く ん ] 
が 立体 的 な 陶芸 作品 と し て 誕生 。 サ 
イズ は S 一 し の 4 種類 を 展開 。 


サイ ズ : 墨 生 し 
参考 価格 : 55 万 円 


作品 番 叶 7009 


陶芸 は 現代 アー ト の Souun ウ で は 
な く 、 武 田 双 雲 と し て は じ め た 。 陶 
芸 の 作品 化 は 、 こ れ ま で 培っ て きた 
到 雲 プラ ンド を 守る と いう 覚悟 が い 
る チャ レン ジ 。 そ うし て 「 覚 悟 の 山 」 
と いう 作品 が 生ま れ た 。 (プロ デュ 
呈 義 = 


参考 価格 : 要 問 合せ 


陶 


Q 
9 
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スー パー 書画 


Supercalligraphy 


1 oc た の r 導 私 < 
> た ゅ 導入 か 


書 と 美術 の 融合 作品 


日 本 美術 に お いて 、 源 氏 物 語 な 


置 づ けら れる 。Souun ヴ は そる 


作品 番 4940 


上 の 作品 は 「 ス ー パ ー 午 画 ] 開発 に お いて の トラ イア ル 。 い ずれ も 、Souun ソ 自 
身 が 楽し むために 描い た 作品 だ 。 そ の た め ス ー パ ー 書 画 に "オク シモ ロン "と い 
う シ リー ズ コ ン セ プ ブ ト も 誕生 し た 。 オ クシ モロ ン と は 、 た と えば 「 公 然 の 秘密 
と いっ た 相反 する 2 つの こと が 同居 する こと を いう 。 武田 双 雲 は サン プル が あれ 
ば 、 筆 で 一 発 描き で も 完璧 に まね る 。 し か し それ が な いと その 半 形 は 脳裏 か ら 消 
え 去 る の だ 。 そ れ ぞ れ が 何 か の キャ ラク ター な の だ が 、 薦 く ほ ど 下 手 くそ だ ( 笑 )。 
上 手 い の に 下手 。 ヘ タウ マ で は な い 、 正 真正 銘 の 両者 。 (プロ デュ ー サ ー) 


非売品 


どの 作品 は 「 書 画 ] に 位 
た な 時 代 性 と し て ア 
ニニ メソ ング 、 キ ャ ラク ター、 セ リフ 、 
を 取り 込み 、 誕 生 し た の が スー パー 書画 な の で ある 


作品 番 晴 118 


きら めき を まとい な が ら 、 優 雅 に 美 
し く 女 性 が 薄 う 。 楽 し い 楽 し い 、 と 
喜び の 舞 を 舞う 。 金 粉 と 墨汁 、 ペ ン 
キ が 三位一体 と な り 、 極 上 の 舞 に な 
る 。 楽 の 真骨頂 が ここ に 。 


個人 蔵 


作品 番号 37 本 
暗黒 の 空 に 浮か ぶ 、 象 形 文字 の よう 
な ぼん や り と し た 三日月 に 、 神 秘 的 


な ラビ スラ ズリ の 日 が 寄り 添う 。 タ 
イト ル は ズバ パリ 、「 日 P 月 で 明 」。 暗 
い 夜空 が 、 ば ぱぁ っ と 明る く な っ た ! 


個人 蔵 


作品 番 


「 星 の 誕生 」。 吹き付け た スプ レー が 
星 を ちり ば め た よう な 宇宙 感 を 胡 立 
た せる 。 漆 黒 の プラ ッ ク ホ ー ル は 吸 
い 込 まれ そう な リア ル 感 。 天 空 を 漂 
う 文 字 た ち に 願い を 込め て 。 


3 


個人 蔵 


作品 香 号 7 8 


大 好き な 場所 。 七里ガ浜 の 丘 か ら 見 
た 大 海原 、 タ 日 。 そ れ ら を 見 て と も 
に 感動 し て くれ る 仲間 を イメ ー ジ 。 
色 を 立体 的 に 重ね 、 新 た な 夢 も 広 が 
り そ う な エネ ルギー に 満ち た 一 枚 。 


サイ ズ : F20 (727 X606mm) 
参考 価格 : 132 万 円 


作品 番 妨 62 


「 月 で ダン ス 」。 海 外 旅行 を する よう 
に 気軽 に 月 へ 行け る 未来 が 見 えて い 
る 。 無重力 の 月 で 、 ク レー ター を 無 
台 に 踊っ て みた い 。 お 相手 は 、 ウ サ 
ギ ? それ と も 宇宙 人 ? 


個人 蔵 


作品 和 


植物 の も つ 力 、 不 思 議 さ に イン スパ 
イア され て 描い た 作品 。 最 新 の 科学 
技術 を も っ て し て も 、 植 物 は わか ら 
な いこ と だ ら け 。 植 物 は 一 生 好奇 必 
を も っ て 見 て いら れる 存在 な の だ 。 


サイ ズ : M30 (910X606m) 
参考 価格 : 198 万 円 


siolo っ uaNaS 
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作曲 番 105 


周り に 合わ せ て いつ も 人 の 目 を 気 に 
し て いる 自分 自身 。 き れい な 色 だ け 
を 重ね て 、 何 と な く 楽 し いと いう 方 
向 へ ! 花 ま る は 子ども の 頃 か ら 全 
背 定 し て くれ た 両親 へ の 気持 ち 。 


サイ ズ : F8 (455 X380m) 
参考 価格 :66 万 円 


作品 番号 367 

床 に 絵の具 が こぼれ て し まっ た ら 、 
まず は 上 か ら キ ャ ン パ バス を 被せ て 混 
ぜ て みる 。 遊び心 か ら 生 まれ た 「 楽 
山 登 山 ]。 文字 通り 、 楽 に 楽し く 山 
登り が で きそう だ 。 


個人 蔵 


作 


き 91 


水性 顔料 イン ク の サイ ン ペ ン や 水彩 
絵の具 、 ラ メ な ど 多 彩 な 画材 で ひ た 
すら 点 を 描い た 。 カ ラフ ル シ ュ ガー 
を ちり ば め た アイ スク リー ム ? タタ 
イト ル は 「 咲 き 誠 る 楽 ]。 


個人 蔵 


作品 和 号 3 まう 

あの 日 の 花火 。 彼 女 と 一 緒 に 見 た 花 
火 。 そ の と き 、 人 生 で は じ め て プロ 
ポー ズ を し た あの 日 を イメ ー ジ し た 
と いう 唯一 の 作品 。 中 央 に は 「 楽 ] 
の 文字 に 「 好 きだ 一 」 の 書 が 。 


サイ ズ : F8 (455X380mm) 
参考 価格 :66 万 円 


「 楽 し い が い っ ぱい 」。 ミ クロ と マク 
日 が 交差 する 界 文化 の 世界 観 。 赤 人 
も 黄色 人 も 緑 人 も 万 歳 し 
組ん だ り 、 手 を つない だ 
か 楽し げ な 世界 。 


個人 蔵 


楽 細胞 の 未 端 に ある 小さ な 素 粒 子 を 
濃淡 の ある カラ フル な サイ ン ペ ン の 
み で 描い た 「 楽 の 素 粒 子 た ち 」。 岩 
や か に くっ つい た り 苑 れ た り 。 フ ァ 
クト リー に 行く 準備 は で き て いる 。 


個人 蔵 


作品 番 叶 63 


「 植 物 の 根 ]。 黄 色 と 赤 の 太陽 と 、 地 
球 の エネ ルギー を 受け る 植物 が 緑 の 
大 地 に 根 を 張る 。3 色 の 配置 が 、 ど 
っ し り と し た 安定 感 を 与え 、 み な ぎ 
る パワ ー に 圧倒 され そう だ 。 


サイ ズ : F20 (727 X606m) 
参考 価格 : 132 万 円 


作品 番号 120 
水 の 大 循環 を テー マ に 雲 を イメ ー ジ 
し た 作品 。 水 を 上 げ て 流れ 落 


ちる 滝 が 渓流 へ 注 が れる 。 赤 や 青 な 
どの 絵の具 に 、 ラ メ の 輝き が 異彩 を 
放ち 、 幻 想 的 な 世界 へ 導く 。 


個人 蔵 


作品 生ま 2 4 

優し か っ た あの 雄大 な 景色 、 楽 し か 
っ た 思い 出 を 描い た 作品 。 は っ きり 
し た 色 を 用 いな が ら 、 そ れ は お の ず 
と 海 や タ 焼 け 、 空 を ぼん や り と 連想 
させ る 。 


サイ ズ :F40 (1000X803mm) 
参考 価格 : 264 万 円 


どん どん ヒラ メキ が 誕生 する と き を 
イメ あら ゆる アイ デア や 希望 
が 次 々 と 浮か び 上 が り 、 世 界 に 広 が 
っ て ゆく さま を 、 花 火 の よ うな 「 楽 」 
の 文字 で 示し て いる 。 


サイ ズ : F20 (727 X606m) 
参考 価格 : 132 万 円 


作品 香り 277 
僕ら の 中 に 眠る エネ ルギー は と ん で 内 
も な い 。 僕ら は 可能 性 の 塊 で ある こ 
と を 一 枚 に 。 ア クリ ル 絵 の 具 を ダイ 
k 強 
トル ギー を 金 条 で 表現 。 aa 
サイ ズ :F30 (910X727m) の 
参考 価格 : 198 万 円 


作曲 秋生 68 


テー プ を 用 いて 描い た 直線 を 生か し 
た 作品 。 部 分 ご と に 色 や 素材 を 変え 、 
直線 と 自身 の 手のひら で 模様 を つけ 
る な どの 方 法 で 、「 楽 」 の 無限 ルー 
プ を 表現 し て いる 。 


サイ ズ :F40 (1000x803m) 
参考 価格 : 264 万 円 


作曲 番 933 


世界 中 が 地球 を 舞台 に 感謝 の 踊り で 
過ごす 日 を 表現 。 ア クリ ル 絵 の 具 を 
上 か ら 垂 らし た り 、 手 で 直接 キャ ン 
バス に 色 を つけ て みた り 。 さ ま ざ ま 
な 「 愛 」 が 舞い 踊っ て いる か の よう 。 


サイ ズ : F30 (910X727m) 
参考 価格 : 198 万 円 


作品 番号 352 

何 色 も の 画材 を 、 メ イク プラ シ な ど 
の いろ いろ な 筆 を 駆使 し て 表現 し た 
「 楽 の 多様 性 ]。 小 気味 よい テン ポ の 
作業 が 楽し く て 、 い つや め る べき か 
悩ま し か っ た ほど の 力作 。 


個人 蔵 


作品 番号 32 1 


タイ トル を つけ る な ら ば 「 一 粒 万 
倍 ]。 ひ と 和 粒 か ら 一 万 の 実 を 実ら せ 
る 生命 体 を イメ ー ジ し 、 小 さ な 一 歩 
は 偉大 な る 道 へ つなが っ て いる ん だ 
と いう メッ セー ジ が 込め られ て いる 。 


サイ ズ : F50 (1167 x910m) 
参考 価格 330 万 円 


作品 香 基 217 


不 確 定性 原理 を 表現 。 愛 を 認識 し た 
調 間 に 粒子 は 現実 と し て 確定 する こ 
と を 、 中 央 の 赤い 丸 で 表し て お り 、 
か すれ た よう られ た 七色 と 強 層 
を つけ た コン トラ スト が 素晴らし い 。 


サイ ズ :F50 (1167 x910mm) 
参考 価格 : 330 万 円 


作品 番 叶 09 


気持 ちよ く 、 リ ラッ クス で き て いる 
と き の 感 覚 を 一 枚 に し た と いう 作品 。 
自分 と 自分 以外 の 境界 線 が 消え て い 
き 、 エ ネル ギー 体 と し て 次 元 を 超え 
て いく 感覚 を 多彩 な 色 使い で 表現 。 


サイ ズ : F8 (455X380mm) 
参考 価格 66 万 円 


作 昌利 


アク リル 絵の具 と 墨汁 を 指 で 重ね て 
いっ た 作品 。 (Souun ウ ) モネ の よ 
う 。 モ ネ は 水面 と そこ に 浮か 
を 描き まし た が 、 こ れ は 楽 
ぶ 「 楽 」。 (プロ デュ ー サ ー) 


サイ ズ :F6 (410X318m) 
参考 価格 : 55 万 円 


七色 


Sevecn colors 


LT 1 
「 6 


W 


邊 


作 晶 番 虫 130 

江の島 の 橋 か ら 見 える 不思議 な 夕焼け を 見 た と き 
の 情景 を イメ ー ジ 。 全 身 鳥肌 が 止ま り ま せん で し 
た と Souun ⑦。 本 当 に 天使 が 現れ た よう に 感じ 
た と いう 気持 ち を 、 縦 横 無尽 に 描か れ た 線 で 表現 。 


サイ ズ : F50 (1167X910m) 参考 価格 :330 万 円 


作 唱 番号 87 


「 妻 ・ レ イコ ]。 お と な し く 控 え め な 妻 の 新しい 側 
面 を 、 生 け 花 を モチ ー フ に 描い た 作品 。 妻 は も の 
すご い エ ネル ギー を 秘め て いる 。 そ ん な 妻 を 自分 
だ けが 知っ て いる の が 楽し く て た ま ら な い の だ 。 


サイ ズ : F50 (1167X910mm) 参考 価格 :330 万 円 


作品 番号 7 


空 を 赤く 染め な が ら 群青 の 海 に 沈む 太陽 を 描い た 
「 寺 里 ガ 浜 の 夕暮 れ ]。 海 と 空 と 太陽 が ひと つ に な 
る 瞬間 は 、 自 然 界 が 織り な す 偶 然 の 美 。 美 し くも 
は か な い 日 没 の 瞬間 を と ら えた 作品 だ 。 


サイ ズ : F20 (727X606mm) 参考 価格 :132 万 円 


ルギー を 象徴 する 緑色 は 、 癒 し の 色 。 
ご ツ を する よう に 、 果 敢 に 激しく 剛毛 

で 挑む 。 何 度 も 何 度 も 重ね て 生み 出さ れ た 色 に は 

魂 が 宿る 。 そ ん な 作品 タイ トル は 、「 全 身 全霊]。 


個人 蔵 


OCTERTEEPP| 


緑 


Green 


作 唱 番 162 


木製 キャ ン パ ス に 描か れ た 見 返り 美 
人 。 う っ すら 赤み を 帯び た 流し 目 に 、 
すま し た よう な お ちょ ぼ 口 。 う っ と 
り と 層 居 感 に 包ま れ た 美人 画 の タイ 
トル は 、「 最 幸 」。 三 部 作 の ひと つ 。 


個人 蔵 


作品 番号 216 


黒い 謎 の 生命 体 が 、 大 地 を 踏み し め て いる 。 そ れ 
は 、 大 いな る 志 を 抱い て 愛 の 種 を 落と し て いる の 
だ 。 書 道家 な ら で は の 力強い 「 払 い ] が 見 事 。 う 
っ すら 顔 も 描か れ て お り 、 そ の 姿 が 愛くるしい 。 


サイ ズ :F50 (1167 910m) 参考 価格 :330 万 円 


作品 番 純 9 


「 楽 波紋 ]。 円 が 重なり 合っ て 輪 に な 
る よう に 見 えな いけ れ ど 楽し 
広がっ て いく 様子 。 子 ども 
の 頃 か ら 大 好き だ っ た 、 水 た まり ト 
小石 を 落と す と き の 感 覚 の よう 


サイ ズ :F20 (727 x606mW) 
参考 価格 : 132 万 円 


作 唱 番 号 328 


テー マ は 地球 に お ける 生命 誕生 。 銀 
河 系 の 端っこ に ある 小さ な 星 、 地 球 
で 起き た 奇跡 。 下 部 分 は 土 、 上 部 分 
は 空 、 緑 の 部 分 は 木 を 連想 させ 、 壮 
大 な る 物語 が 一 枚 に 。 


サイ ズ : P50 (1167X803m) 
参考 価格 : 330 万 円 


有限 な 世界 し か 知り 得 な い 人 間 に と っ て 、 無 限 と 
は 一 体 どう いう こと な の か 。 他 分 野 か ら 考 察 の 対 
人 象 と され る 無限 大 問題 が マ 。 限界 を も た な い 
楽し い 世界 が 忌 ち て い 6 


個人 蔵 


作品 番 上 97 


山 や 空 、 雨 な どの 自然 の 大 循環 が テ 
ー マ 。 黄色 と 墨汁 を 混ぜ た 黄土 色 の 
大 地 か ら 、 ニ ョ キ ニ ョ キ と 空 に 向 か 
っ て 伸び る 森 羅 万 象 。 ネガティブ な 
感情 を 自然 に 受け 入れ る 。 


サイ ズ : F8 (455X380m) 
参考 価格 : 66 万 円 


作 番 生き 9 


有 彩 色 の 中 で 一 番 明 る いと いわ れる 
黄色 。 見 て いる だ け で 心 弾む 黄色 の 
朗らか さ を イ メー ジ し た 「 愛 の 種 ]。 
卵黄 の よう な こっ くり と し た 黄色 の 
中 で 、 真 っ 赤 に 燃え て いる 。 


個人 蔵 


作品 番 #189 


太い 一 本 の 字 に 、 光 が 集まっ て いる 
か の よう な 一 枚 の 絵 。 自 我 は 消え 、 
光 と 一 体 に な る イメ ー ジ 。 ゴ ー ル ド 
の ペン キ で 描か れ た 背景 と 白 、 黒 の 
組み 合わ せ が エ ネル ギ ッ シ ュ 。 


サイ ズ :F50 (1167 x910mm) 
参考 価格 : 300 万 円 


作品 番号 36 1 


「 感 謝 と NOTICE]。 誰 し も 言葉 に 出 
さ な け れ ば 伝わら な い 思い が ある 。 
いま の 自分 が ある の は な ぜ だ 、 ど う 
し て 自分 は ここ に いる ? と 、 気 づ 
け ば 感謝 が わい て くる 意味 を も つ 。 


サイ ズ :F10 (530x455mm) 
参考 価格 :77 万 円 


作品 番 上 10 1 
「 希 望 ]」。 間 と 光 を 表現 し た 、 黄 色 か 


ら 緑色 、 里 色 へ の グラ デー ショ ン 。 
間 で は エネ ルギー の 種 が 、 光 に 満ち 
た 希望 の 魂 を 吸い 取り 、 開 分 を た め 、 


丸々 と 太っ て いる 。 
個人 蔵 


作 昌徳 00 


茶色 の 額縁 付き の この 作品 は 、 色 紙 
に 油絵 の 具 で 描い た 作品 。「 叶 ]」 の 
文字 を 連想 させ る 模様 と 、 ベ ペー ス 

黄色 を 使う こと で 、 確 定性 原理 に お 
ける 幸せ の 確定 を 表現 し て いる 。 


個人 蔵 


AoII3A 


Yellow 


青 と 黄 の コン トラ スト が 美しい 作品 。 イ メー ジ は 「 楽 ] 分 
で いる 様子 。 細 胞 も 菌 よ ちち も みん な 喜び る 。 そ 
ー は さら に 周り の 人 々 を 楽し ませ 


い フォ ルム が 明確 で ある に も 関わ ら ず 、 文 字 は け ア プス トラ クト と いう 、 
その 調和 エネ ルコ 傑作 。 そ し て 、 擬 人 化 も され て いる 「 楽 」 は 、 な ぜ か 少し 上 を 見 て 
いる 。 し か し 、「 何 も 考え て いな い ]」 こと だ け は 確か だ ろう 。 鑑賞 
者 に 「 何 も 考え させ な い 現代 アー ト 」 は 世界 初 か も し れ な 
」 に 安楽 に させ る 「 楽 」 を 揮 率 し て いる 。Souun ソ な ら で は の 「 楽 」 だ 。 


サイ ズ : P50 (1167X803m) 参考 価格 :330 万 円 「P 


197 


YE) 


作 旧 秋生 38 1 作品 番 235 


馬鹿 に され よう が 、 否 定 さ れ よう が 、 僕 は 、 僕 の 
楽 道 を 進み 続け る 。 そ ん な 趣 り や 悔し い 気持 ち を 


何 度 や っ て も 結果 が 表れ な い 。 そ れ で も まだ まだ 
愛 を も っ て 続け て いる と 、 い ずれ それ は 花 と な り 
一 枚 に 。 実 と な る 。 赤 の モデ リン グ ペ ー ス ト を 何 度 も キャ 


ン バ ス に 落と せ ば 、 花 に 見 える よう に 。 


サイ ズ : P50 (1167X803mm) 参考 価格 :330 万 円 
サイ ズ : F30 (910X727mm) 


参考 価格 : 198 万 円 


作品 番号 2.27 


大 好き だ と いう 、 と ある ゲー ム か ら イ ンス バイ ア さ れ た と いう 作品 。 〇 も 
メ も 楽し い 。 夢 中 に な っ て 遊べ る 人 生 。 な ら ば 〇 も X も な い 世 界 は どん な 
世界 だ ろう か と 妄想 が 膨らん で いく 。 


サイ ズ :F40 (1000X803mm) 参考 価格 :264 万 円 「P] 


Pa 


129 


作品 番号 う 
テー マ は 楽 の 歴史 。 受け 継が れ て きた 「 楽 ]。 未 
来 へ 紡ぐ 「 楽 」 を 表現 し 、 一 度 黒く 塗っ た キャ ン 
バス に 赤 が 際立つ よう 重ね て 塗り 上 げ て いる 。 


サイ ズ : F30 (910X727mm) 参考 価格 :198 万 円 


作品 番 攻 1 


自分 が 情 筆 と 一 体 に な る ほど の 夢中 で 描い た と い 
う 作品 。 赤 と 黒 が 入り 混じる キャ ン バ パス の 中 で 、 
ほとばしる 「 楽 ] の 文字 が 、 燃 え 上 が る 気持 ち を 
表現 し て いる 。 


サイ ズ : F20 (727X606mm) 参考 価格 :132 万 円 


作品 番号 80 


「 情 熱 的 な 人 々 が 集まっ て コラ ボレー ショ ン ]。 重 
く ダ ー ク な 背景 と は 裏腹 に 、 ひ ら め き が 飛び 交 う 
楽し い 集会 が 繰り 広げ られ て いる 。 耳 を 浴 ま せ ば 、 
ひひ ひ 、 ふ ふ ふ と 、 笑 い 声 が 聞こ えて きそう だ 。 


個人 蔵 


作品 番号 18 4 


この 真っ 赤 に 燃え 上 が る 情 吉 は 、 す さま じい 福 を 
も た ら す で あろ う 。 そ ん な 思い を 込め て 金色 の ペ 
ン キ で 中 央 に 描い た 「 福 ]。 そ の 下 に は 墨汁 で 「 楽 」 
の 文字 も 描か れ て いる 。 


サイ ズ :F50 (1167X910m) 参考 価格 :330 万 円 


「P」 


作品 番 上 58 


調和 し た い ! 拉 さ れ た い ! 不安 や 怖 さ が な いま ぜ に な っ て 渦巻 く 社会 
へ の 「 チ ャ レン ジ ] を 指 だ け で 描い た 自己 砂 発 的 作品 。10 本 の 指 で 絵 の 
具 を 混ぜ る の は 、 パ レッ ト に な っ た 気分 で 楽し い 作業 だ 。 


サイ ズ :F6 (410X318m) 参考 価格 :55 万 円 


作品 番号 210 


「 情 熱 の 中 の ゆる さ 」。 朱 星 の 美 し さ に 取り つか れ 、 準 っ て は 重ね 、 ま た 重 
ね て を 繰り 返し 描か れ た 作品 。 育 景 と の 濃淡 で 生ま れる “情熱 と リラ ッ ク 
ス " と いう 相反 する 感覚 は 、Souun 自身 と 重なる 。 


サイ ズ : F20 (727X606mm) 参考 価格 :132 万 円 


赤 


Pa 
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131 


作品 番 上 320 


感情 は 、 か た ちと な り 、 万 象 を 形成 する 。 楽 し い 
と いう 感情 は 楽し い 物 象 へ 変換 され る こと を 実証 
すべ く 、 目 を 引く ピンク の 色 を ペー ス に 表現 し た 。 


サイ ズ : M50 (1167X727mm) 参考 価格 :330 万 円 


作品 番号 218 


erection。 受 精 。 生 命 の 誕生 を 表し た 作品 。Sou 
un の 作品 で は 珍し い 水彩 画 の よう な タッ チ が 
特徴 。 


サイ ズ : F50 (1167x910mm) 参考 価格 :330 万 円 


作 放 番号 230 


バン ッ と は じ け た 「 楽 の クラ ッ カー]。 血 湖 の ご 
と くに 吹き 出 た 、 高 揚 の 赤 と エキ サイ ティ ング な 
黄色 の 楽 気体 。 こ つ ぜ ん と 浮か び 上 が る "Relax 
き Enjoy′ は 、 存 在 を 誠 張 し て いる か の よう だ 。 


個人 蔵 


作品 番号 124 


花 は な ぜ 咲 く の だ ろう 。 ど の よう に し て 咲く の だ 
ろう 。 な ぜ あ ん な に も 美しい の だ ろう 。 な ぜ 僕 の 
心 は 魅了 され る の だ ろう 。 そ う 考 えな が ら 手 に 取 
っ た 筆 は 白い 「 心 」 と 黒 の 文字 を 描い て いた 。 


サイ ズ : F30 (910X727mm) 参考 価格 :198 万 円 


38 

息子 の 無邪気 な 姿 を イメ ー ジ 。 自身 も 子ども の 頃 に よく 書い て いた と いう 
へ の へ の も へ じ 」 を モデ リン グ ペ ー ス ト で 立体 的 に 描き 、 墨 や 金粉 で 明 
る く 元 気 な 様子 を 表現 し て いる 


サイ ズ : F8 (455X380mm) 参考 価格 :66 万 円 


76 


空中 で 静止 する 瞬間 を と ら え た 「 ハ チドリ (ハミ ング バー ド )]。 筆 を 使わ 
ず 指 先 の 微妙 な タッ チ で の 動き を 表現 し て いる 。 高 速 で 羽ばたく 音 が 
聞こ えて きそう な 、 配 場 感 あぶ れる 作品 


サイ ズ :F20 (727x606m) 参考 価格 :132 万 円 


IEI| 


132 


204 
リル や 金色 で 描か れ た 海 と 砂浜 。 オ ー ガ ニッ 
けら れ て いる 太陽 か 
湘南 の 水 


7 
クコ ー ヒ ー の 粉 が 振り 7 
香ばし い ア ロマ が 漂っ 
海 の エ ネル ギー が 、 


個人 蔵 


作 呈 番 406 
湧き 水 か ら イ ンス パイ ア さ れ た 、 海 や 空 を イメ ー 
ジレ し た 大 自 拓 界 が 描か れ て いる 。 間 の 海底 か ら 雲 
が 広がる 空 まで 優し い 光 が 差し 込み 、 天 まで 沸き 
上 が る エネ ルギー 情熱 を 表現 し た 作品 


個人 蔵 


241 
「 富 士 山 ]。 緑 や 青 を 重ね た 陰影 が 、 雨 に も 晴れ に 
も 見 える ご 来 光 シー ン を ほう ふつ させ る 。 不動 の 
美 し さ を も つ 日 本 一 の 山 を 目の当たり に する と 
めで た い 、 富 士 山 は めで た い ! と 叫び た く な る 


個人 蔵 


4108 
クト リー]」。 次 か ら 次 へ と 生み 出さ れ 
た ち が 、 ベ ルト コン ベア で 運ば れ て いる 
い の か 


「 楽 細胞 
る 楽 細胞 
よう だ 。 彼 ら を 待ち 受け て いる 未来 は 楽 
な ? 苦し い の か な ? 想像 し て みよ う 


個人 蔵 


作曲 番 時 139 


「 水 の 神さま が 僕 を いつ も 見 守っ て 
くれ て いる 気 が する 」。 と Souun ソ 。 
心 を 潤し 、 浄 化し 、 流 し て くれ て い 
る 水 の 神さま を イメ ー ジ し な が ら 描 
いた 作品 。 備 陣 し て みる と 、「 楽 」 
の 文字 が 浮か び 上 が っ て くる よう 。 


サイ ズ :F50 (1167 X910m) 
参考 価格 : 330 万 円 


作曲 番号 本 49 


アリ スト テレ ス や コペル ニク ス な ど 
が 、 地 球 が 丸い こと や 、 太 陽 の 周り 
を 回 っ て いる こと に 気づい た よう に 、 
僕ら も ま だ 気づけ る こと が ある 
の で は な いか と 、 考 えな が ら 描 いた 
と いう 作品 。 


サイ ズ : F50 (1167 xX 910mm) 
参考 価格 : 330 万 円 


EE 


13+ 


作品 番 149 


100cm を 超え る キャ ン バ パス いっ ぱい に 描か れ た 、 
圧倒 的 な エネ ルギー が ほとばしる 「 水 の 神様 ]。 
人 筆 を 使わ ず 、 大 胆 に も 指 で 描く 技法 に は 、 書 道家 
と し て の 経験 が 存 分 に 生か され て いる 。 


個人 蔵 


作 番 生 3.0 1 


宇宙 に 星 の 赤 ちゃ ん が 生ま れ た ! 「 星 の 誕生 」 
に は 、 絵 の 具 や ペン キ の ほか に 小石 も ちり ば め ら 
れ 、 控 え め な 立体 感 が 美しい 。 フ ォ ー カ ス さ れ た 
キャ ン パ バス の 小宇宙 に 、 笑 ( 顔 ) が 見 える 。 


個人 蔵 


作 昌 番号 180 


これ は 常 られ て が ん じ が ら め に な っ て いる 
人 へ の メッ セー ジ 。 壊 そう 、 抜 け 出 そ う 、 楽 に な 
ろう 。 に っ こり と 笑う 顔 と も 見 える 既 横 無尽 の 模 
様 が 語り か け て くる よう だ 。 


サイ ズ :F50 (1167 X910mm) 参考 価格 :330 万 円 


作品 番 叶 2.28 


テー マ は 「Love and Peace] の 樹 。「 楽 」 の 原子 
が 集まり 、 大 木 に な り 、 神 風 が 吹き 、 そ の 種 は 世 
界 中 へ と 飛び 立つ 。 そ し て いつ か 世界 が 平和 に な 
る よう に 、 そ ん な 思い も 込め て 。 


サイ ズ : F40 (1000X803m) 参考 価格 :264 万 円 


ます 231 


幼い 頃 か ら 水 に 潜っ た り 、 浮 か ん だ 
Souun 。 あ る と き 、 故 卿 で ある 


了 さ れ 


サイ ズ : M40 (1000 x652mm 


感動 し た 気持 ち を 、 思 い の ま 


し て いる こと が 大 好き だ っ た と いう 
ほ 本 県 の 阿 欧 の 邊 に あっ た 湧き 水 に 絶 
ま 青 一 色 で 染め 上 げた 


参考 価格 :264 万 円 


136 


Blue 


僕ら は 


うか 


サイ ズ : F50 (1167 x910mm 


140 


そん な 疑問 を 自身 に 問い 
た エネ ルギー に 包ま れ て いる 安 


ら 来 て どこ 


参考 価格 : 330 万 円 


Stranger than paradise| と いう カン ヌ や 全米 の 賞 を 獲 
ィ ル ム が ある 。 英語 で 「 楽 ] は 、 Paradise、Heaven、Easy、 
Lucky、Happy] と 、 多 様 で Strange を プル ー の 泡 
し た 。 人 影 ら し きも の は 、 バ ブル の 中 で “踊る " 何 か だ , 


作 呈 


256 


雪 月 の ご と く 流 れる 光 の 滝 に スッ と 
浮か び 上 が る 「 愛 の 光 」。 宇 宙 か ら 
の パワ ー を 存 分 に 浴び 、 エ ネル ギー 
を 蓄え た 、 崇 高 で 揺るぎない 温か さ 
や 慈しみ の 精神 を 表現 し て いる 。 


個人 蔵 


作 唱 番号 336 

「 克 余 曲 折 愛 」。 一 見 春 放 だ が 、 時 を 
濃く すれ ば する ほど に 
れ ニ クラ ッ キ ング の 技 
" 楽 " に は た どり 落 け な い 、 複 雑 な 
道のり が 想像 され る 。 


個人 蔵 


38 


落ち 込む こと も ある 。 自 信 が な く な 
る と きも ある 。 で も 時 に 
気づく 。 生 まれ た だ け で すご い 、 と 
いう メッ セー ジ を 込め て 、 お 腹の中 
に いる 胎児 を イメ ー ジ し た 作品 。 


サイ ズ :F30 (910x727m) 
参考 価格 : 198 万 円 


360 


港 み 出る 内 面 の 美 し さ と 優し さ を 表 
現し た 女性 の 肖像 画 。 背 後に 浮か ぶ 
“ 貸 " と は 裏腹 に 、 隠 され た 文字 と 
油絵 の よう に 、 凹 凸 感 の あ 
る 混ざり 合う 画材 が 印象 的 だ 。 


個人 蔵 


* 楽 細胞 "が 結合 し 、“ 楽 ボディ "を 
形成 する 。 サ イン ペン の み で 描か れ 
た 「 楽 細胞 の 調和 ]。 サ イン ペン は 、 
コン ピ ニ で 目 に 飛び 込ん で きた 赤 べ 
ン に 上 魅 了 さ れ て 以来 の お 気に入り 。 


個人 蔵 


呈す 04 
ペン キ や 墨汁 に メデ ィ ウ ム を 加え 、 
独自 の 色 味 を 引き 出し た 「 木 楽 ]。 
下がる さま ざま な 文字 の 実 
座 す る 情熱 の 天 。 ま る で 
漢字 の 成り 立ち を 見 て いる よう だ 。 


個人 蔵 


31!9 AA 
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作品 番 昌 139 


皆 を 楽し ませ る 、 そ し て 楽に する オ 
ー ラ を 出せ る 人 間 で あり た い 。 そ の 
た め に 自分 自身 が 楽 エ ネル ギー あふ 
れる 人 間 で いる こと 。 そ ん な 気持 ち 
を モデ リン グ ペ ー ス ト で 大 胆 に 。 


サイ ズ :F50 (1167 x910m) 
参考 価格 : 330 万 円 


作品 番号 175 

世界 平和 が 地球 を 包み 込む イ ジ 
で 「 楽 」 を 描い た 作品 。 白 を ペース 
に 、 モ デリ ング ペー スト を 何 重 に も 
重ね 、 立 体感 を 生み 出し 、 世 界 平和 
へ の イメ ー ジ を 膨らませ る 。 


サイ ズ : F20 (727 X606mm) 
参考 価格 : 132 万 円 


作品 番号 138 


大 銀河 系 の 渦 に 飲み 込ま れ な いよ う 
に と 、 果 敢 に 挑む か の ご と くに 立ち 
は だ か る 「 巨 楽 木 」。 モ デリ ング ペ 
ー ス ト で ご つ ご つ 感 を 出し 、 金 粉 と 
墨汁 を 思う が まま に 塗り 付け た 。 


個人 蔵 


楽 の 大 樹 を 表現 。 空 まで 届く ほど 、 
そし て 世界 を 変え る ほど の 巨大 な 大 
樹 は 、「 楽 」 の 文字 を 軸 に し て 、 情 
熱 的 に そびえ て いる 。 ア クリ ルイ ン 
ク を 大 胆 に 用 いて 、 臨 場 感 を プラ ス 。 


サイ ズ : F30 (910X727mm) 
参考 価格 : 198 万 円 


作 唱 番 妨 137 


「 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュー ブ で 楽 」。 チ ュ 
ー プ 状 の 上 炭素 原子 の 集合 体 は 、 構 千 
に よっ て 金属 に も 半導体 に も な る と 
いう 特性 を も つら し い 。 ど ちら 
る か は 見 る 人 次 第 。 


個人 蔵 


作品 番号 203 


まる で 「 楽 」 の 象形 文字 か ら 現在 の 
感じ 「 楽 」 へ 変化 する さま を 描い た 
よう な 独特 な フォ ルム が 特徴 。 


サイ ズ :F20 (727X606mm) 


参考 価格 : 132 万 円 


作 昌 番号 346 

「 筑 ] の 字 を 「 豊 ] が 食べ て いる 。 血 や 情熱 の 赤 、 
大 自然 の 緑 、 エ ネル ギー の 黄色 は 栄養 素 の 色 で あ 
り 、 国 旗 に 使わ れる 色 で も ある 。 い つの 時 代 も 人 
は 豊か さと 満 し さ 両 方 を 感じ て 生き て いる 。 


個人 工 


人 ti 16 


楽園 を 表現 し た 。 朱 色 の 巨木 「 楽 」 が 埋 と な り 、 人 々 
が あら ゆる 』 ィ プ な エネ ルギー を 生み 出し て 
いる 。「 魂 」 を 中 心 に 、 左 右 の 払い に は 幸 ・ 感 謝 、 
木 に は 腐 ・ 枯 ・ 未 来 な ど が 見 える 。 


個人 蔵 


作品 番号 2 7 


「 幸 」。 幸 せ に な る 覚悟 を 決め た 作者 が 、 未 来 に 向 
か っ て 武者 因 い する よう な 胸 の 高 鳴 り を 表現 し た 。 
旦 と 金粉 や 絵の具 が 反応 し 、 色 彩 豊か に 発光 し て 
いる 。 潤 ば た く 鳥 の よう に も 見 える 。 


個人 蔵 


と きめ く 「 楽 」 (Spark Joy, "Raku") を 表現 。 感 
動 す る と 人 の 脳 細胞 は 活性 化し 、 身 体 が Spark し 
て 喜ぶ 。 世 界 で と きめ く 片 づけ を 実践 する 近藤 礎 
理恵 さん ご 夫妻 が 購入 し た 。 


個人 蔵 


31!9 AA 
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1+1 


作品 番 き 412 


遊園 地 が テー マ の 「 楽 ]。 岩 絵具 や 
アク リル 、 墨 汁 な ど さ ま ざま な 染料 
で 大 観覧 車 「 楽 」 が で きた 。 花 まる 
の ワゴン も 見 える 。 毎日 が 遊園 地 で 
あり た いと いう Souun の 願い だ 。 


サイ ズ : F8 (455 X380mm) 
参考 価格 :66 万 円 


作品 番号 4.2 1 

Souun ウ の 自画 像 の ひと つ 。 

中 央 の 黒い 丸 部 分 が 自身 の 願 で あり 、 
青い 部 分 が 髪の毛 。「 楽 」 の “ 白 * 部 
分 に も 見 える 。 


サイ ズ : P30 (910X652m) 
参考 価格 : 198 万 円 


作品 秋生 405 
天職 と の 出合 い 「 楽 」。 濃 淡 に 広 が 
る 墨 は 地上 だ ろう か 。「 天 」 か ら 全 
の 種 が 落ち て いる が 、 地 上 の 人 間 は 
わか ら な い 。 恵 み に 気 づい て 種 を 拾 
うこ と か ら 天 職 が は じ ま る 。 


個人 蔵 


作品 番 呈 本 8 

人 類 の 起源 を イメ ー ジ 。 ど の よう に 
し て 高 次 元 の 存在 と つなが っ た の か 。 
ます ます 興味 が わい て くる 。 そ ん な 
こと を 思い な が ら 「 楽 」 の 文字 と 象 
形 文字 を 連想 させ る 記号 を 描く 。 


サイ ズ :F50 (1167x910mm) 
参考 価格 : 330 万 円 


作品 番 407 

ハー ト い っ ぱい の 「 楽 ]。 シ ン デ レ 
ラ が 乗る カポ チャ の 馬車 を イメ ー ジ 
し て 描い た 。「 運 ば れ て くる 幸運 に 
乗っ て いま すぐ 旅 に 出 よ う !」 と い 
う 作 者 の お 誘い が 聞こ える よう だ 。 


個人 蔵 


作品 番号 7 1 


口 に 十 と 書い て 「 叶 ] の 文字 が 完成 
する 。 この 漢字 か ら イ ンス パイ ア さ 
れ て で きた 作品 。 プ ラス の エネ ル ギ 
さい ヽ に する こと の 力 を 、 墨 汁 の 
みみ で キャ ン バ パス いっ ぱい に 表現 。 


サイ ズ :F20 (727X606mm) 
参考 価格 : 132 万 円 


作品 生 133 

全 方 向 に サイ ン が 描か れ た 、「 全 方 向 パラ ダイ ス ]。 
どの 道 も 上 下 左右 楽園 。 神 経 も ニュ ー ロ ン 
も 血管 も お の お の が 協力 し て 働い て いる 。 世界 中 
が イン ター ネッ ト で つなが っ た 時 代 を 連想 させ る 。 


サイ ズ : F50 (1167X910mm) 参考 価格 :330 万 円 


作 呈 番号 125 

凛と 佑 む 「 楽 」。 黒 一 色 で 勝負 し て きた 作者 が 色 
と 出合 っ た 初期 の 頃 の 作品 。 色 の 美 し さ や 化学 変 
化 に 感動 し な が ら 仕 上 げた と いう 。 書 道 洋品 店 で 


購入 で きる 彩 液 (水溶 性 イン キ ) や 金粉 を 用 いた 。 


個人 蔵 


作品 
イン ター ネッ ト 鞍 命 を 表現 。 人 々 は つなが っ た が 、 
国 と 国 の 境界 線 は あい まい に な っ て ゆく 。 和 争い は 


増え る の か 、 調 和 に 向かえ る の か 。 そ れ な ら ば 、 ma 
濾 の 種 を 描い て いこ う 、 と 決意 し た 作品 。 
サイ ズ :F50 (1167 X910m) 参考 価格 :330 万 円 

上 


126 

ドラ イブ が 大 好き だ と いう Souun ざ 。 日 本 縮 断 、 
アメ リカ 横断 も し た 経験 か ら 、 そ こ で 出合 っ て 感 
動 し た 景色 た ンス バイ ア さ れ 、 一 枚 の キャ 
ン バ ス に 描い た と いう 作品 。 


サイ ズ :F50 (1167 x910m) 参考 価格 :330 万 円 


143 


作 科 叶 4.23 

か な いそ う も な い 、 と ん で も な く 大 き な 夢 を 抱い 
て いく 。 そ ん な 気持 ち を まる で 心 左 を 連想 させ る 
よう な 、 青 と 赤 の イン ク で 情熱 的 に 、 ダ イナ ミッ 
ク に 描か れ て いる 。 


サイ ズ : F50 (1167 X910mm) 参考 価格 :330 万 円 


作品 番号 129 

ずっ と 眺め て いた ら 涙 が あふ れ て きた と いう 、 妻 
が ふと 生け て くれ た 花 が モチ ー フ に 。 こ れ ま で 気 
づけ な か っ た 愛 が た くさ ん 見 えて きた の か も し れ 
ませ ん ね 、 と Souun⑦ は 語る 。 


サイ ズ : F50 (1167X910m) 参考 価格 :330 万 円 


時 代 を 切り 裂く 「 楽 」。 楽 の 巨木 が 爆発 し 、 あ ら 
ゆる 物質 を 巻き 込ん で さら に 大 きく な っ て いく よ 
うに 見 える 。 作 者 の 筆 一 本 か ら は じ ま っ た 書 の 世 


界 観 が 、 す さま じい エネ ルギー で 時 代 を 凄 能 する 。 


サイ ズ :F20 (727X606m) 参考 価格 :132 万 円 


「 楽 」 食 韻 シ リー ズ の ひと つ 。 ダ イニ ング テー プ ブ 
ル を 囲み 、 す べ て の 花 ま る に 笑顔 が 見 える 。 楽 の 
渦 か ら 流れ る 「 恵 ] は 湯気 や B 水 の よう で も ある 。 
みん な で 囲む ご ち そ う は な ん だ ろう か 。 


サイ ズ :F20 (727X606m) 参考 価格 :132 万 円 


「P」 


ff 革 390 

どん な に 物質 的 に 豊か に な っ て も 、 心 が 豊か で な 
いと 苦し い だ け 。 貧し さ を 知る こと も 大 切 だ と 思 
うと Souun⑦ は 語る 。 そ ん な 思い を 金星 汁 で シ 
ンプ ブル に 描く 。 


サイ ズ : F30 (910X727mm) 参考 価格 :198 万 円 「P] 


作 116 

か な う 夢 が 豊か 過ぎ た 。 想像 を 超え る 豊か さか が 実 
っ た 。 一 見 か 細く 描か れ た 「 豊 」 の 文字 は 、 想 像 
を 超え て 人 々 の 心 の 中 に 大 きく 育っ て いる の だ 。 


サイ ズ : M50 (1167X727mm) 参考 価格 :330 万 円 


31!9 AA 


作品 和 号 3 
の ん ぴり と し た エネ ルギー で 夢 が か な う の が 一 番 
幸せ 。 ワ クワ クビ ピジョン を の ん びり し な が ら 想 像 
する だ け で 夢 は 実現 に 向かっ て いる と いう こと を 、 
自身 の キャ ラク ター、 墨 生 くん で 表現 。 


79 


サイ ズ : M50 (1167X727mm) 参考 価格 :330 万 円 「P] 


作品 番号 1 相 
原子 は 開か れ た 。「 楽 」 の 文字 を 覆う 原子 、 素 粒 
子 た ち 。 彼 ら の 奏で る 音楽 は 、 僕 を 楽 
くれ る ん だ 。 


サイ ズ : P50 (1167X803mm) 参考 価格 :330 万 円 


1++ 


作品 番 和 386 


無邪気 に 生き る と 決心 し た 日 の Souun の 自画 
像 。 ルンルン と し た 気分 を 大 事 に 生き て いく と い 
う 決 意 を 「 楽 」 の 文字 を 自由 に 、 大 きく 。 中 央 の 
金粉 が その 意志 の 強 さ を 表現 し て いる 


サイ ズ : F50 (1167 X910mm) 参考 価格 :330 万 円 


作品 番号 387 


乳房 と 女性 器 、 男 性 器 。 街 生き て いる 人 々 で あ 
ぶれ て いる 。 


サイ ズ :F50 (1167x910mm) 参考 価格 :330 万 円 


人生 98 

君 は 種 を まい て る か い ? 決し て あま きら め て は い 
け な い 。 種 は いつ か 花 を 咲か せ 、 必 ず 実 を 結ぶ か 
ら 。 そ ん な メッ セー ジ を 一 文字 に 込め て 。 種 が 実 
を 結ぶ 生命 誕生 の ルー プ が 口 の 部 分 に も 表れ る 。 


サイ ズ : F40 (1000X803mm) 参考 価格 :264 万 円 「P] 


作品 和 号 389 
こん な に も は 身の回り に 灯 い て 存在 し て く 
れ て いる の に 、 そ こ に 気づか な い 、 気 づけ な い 。 
豊か さ を 感じ る 感性 を 、 墨 と 金粉 の み で ダイ ナミ 
ッ ク に 描い た と いう 作品 。 


サイ ズ :F30 (910X727mm) 参考 価格 :198 万 円 


作品 革 395 
何 色 も の イン ク を チュ ー プ ブ で 勢い よく 描い た 
「 楽 ]」。 い つの ま に か 楽 し い 気持 ち が 楽 園 へ と 連れ 
て 行っ て くれ た 。 は じ け る よう な 明る い 気持 ち が 
表れ た 作品 。 


サイ ズ :F30 (910X727mm) 参考 価格 :198 万 円 


9378 
どん な に つら く て も 、 う まく いか な いと き で も 、 
豊か な 心 は 奥 に 眠っ て いる だ け 。 眠っ て いた 豊か 
な 心 が 目覚 め た 瞬間 を 、 渋 柿 を 発酵 させ た 塗料 「 杭 
渋 ] を 用 いて ダイ ナミ ッ ク に 描い て いる 。 


サイ ズ : F30 (910X727mm) 参考 価格 :198 万 円 


抽象 画 「 楽 ]」。 重力 を 用 いて 色とりどり の 線 が 引 
か れ 、 一 番 作者 自身 の 手 で 墨汁 の 線 が 書か 
れ た 。 人 の に は 無数 の 選択 肢 が ある 。 進 む 道 
すべ て を 楽し いと 感じ られ る か は 自信 で 決ま る 。 


個人 蔵 


『 呈 462 

個性 の 花 が 咲き 誇る 世界 を 「 楽 」 で 表現 。 ど ん な 
色 に も 混じる こと の な い 赤 、 青 、 緑 、 黄 を 一 画 一 
画 に 大 胆 に 使う こと で 、 誰 と も 比べ る こと の で き 
な い 、 個 性 を 表し て いる 。 


サイ ズ :F40 (1000x803m) 参考 価格 :264 万 円 


31!9 AA 
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作品 番号 9 7 本 


愛情 と 花 ま る で 埋め 尽く され た 「 楽 ]。 向 か っ て 
左 に は 「 愛 ]、 右 に は 金 旦 で 「 楽 」 と ある 。「 楽 」 
の 中 心 に 花 ま る が 描か れ 、 大 地 を 潤す 雨 の ご と く 
広がり を 見 せる 。 親 か ら 子 へ の 愛 を 表現 し た 。 


サイ ズ : F20 (727X606mm) 参考 価格 :132 万 円 


自分 の 心 と 書い て 「 息 ]。 (Souun) 「 書 ] と ア 
ー ト が 混在 する 作品 。 実 は 、 肖 像 画 だ 。 青 の 部 分 
が 目鼻 口 に な っ て いて 、 書 は 場所 に 合わ せ て 存在 
し て いる 。 (プロ デュ ー サ ー) 


サイ ズ : F40 (1000X803m) 参考 価格 :264 万 円 


作品 番号 27 8 


大 いな る 何 か 、 偉 大 な る 力 は いつ も 光 を 届け て く 
れ て いる 。 じ っ くり 観る こと 。 観 られ て いる こと 
を 観る こと 。 そ ん な 第 六 感 を 意識 し つつ 、 手 の ひ 
ら を 使っ て 千 手 観音 を イメ ー ジ 。 


サイ ズ :F50 (1167 x910m) 参考 価格 :330 万 円 


作品 番号 322 


テー マ は 楽 と 雨 。 愛情 た っ ぷり の 雨 。 外 に 出 て 雨 
を 浴び に いこ うと いう メッ セー ジ と と も 
を 表し た と いう 時 生 くん の キャ ラク ター 
本 わせ て いる 。 


サイ ズ :F50 (1167X910m) 参考 価格 :330 万 円 


他 和 号 19 1 
先祖 か ら 、 親 か ら 受け 継い だ 命 。 自 分 を も っ と も 
っ と 痛 定 し て いき た いも の で す 。「 大 切 に 自分 を 
育て て いき まし ょ う 」 と いう 言葉 を 「 楽 」 の 文字 
に の せ て 。 


サイ ズ : F50 (1167X910mm) 参考 価格 :330 万 円 


作品 午 号 229 

キャ ン デ ィ ー ポ ボッ プ な 「 楽 ]」。 鮮 や か な ビン ク 、 
オレ 黄 と いっ た 暖色 が 使わ れ 、 彩 度 の 高い 
カラ ー リ ング が 印象 的 で ある 。 食事 や 歯磨 き な ど 
日 々 の 習慣 に も 心 と きめ く 作者 の 自画 像 で も ある 。 


サイ ズ : P40 (1000X727mm) 参考 価格 :264 万 円 「P] 


作品 番 213 

石 を 落と す と いう アー ト 実 験 で 生ま れ た 、 抽 象 画 
「 楽 」。 自 宅 2 階 か ら 庭 に 落と し た 砂利 が 金粉 と 騰 
で 反応 し 、 淡 く 鮮 や か な 青 が 出現 し た 。 偶 発 を 楽 
し む 「 自 然 の 産物 ] プルー と 名 づけ た く な る 。 


個人 蔵 


人 語音 68 
「 楽 ]」。 花 まる な 人 々 が テー ブル に 集まり 食事 を し 
て いる 、 あ る い は 庭 で ダン ス し て いる よう に も 見 
える 。 黄色 み が か っ た 暖か な 赤色 は 喜び だ ろう か 。 
太陽 や 自然 、 虫 も 祝福 し て いる よう で ある 。 


個人 蔵 


31!9 AA 
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作品 番号 186 


神 の 経 。 神 経 。 分泌 さ れる あら ゆる 分 子 た ち は 、 
生命 を 維持 する だ け で な く 、 生 きる 喜び まで も た 
らし て くれ る 。 そ し て 外部 と つなが る 媒介 と も な 
り 、 喜 び が さら に 大 き な 喜び と な っ て 返っ て くる 


サイ ズ : F50 (1167 X910mm) 参考 価格 :330 万 円 


作 昌和 益 す 188 
し い 」 の 力 は すご い 。 楽 な の に 、 楽 し い だ け 
な の に 、 も の すご い 力 を 発揮 する 。 人 の 「 気 」 と 
いう も の が まさ に そう で 、 粒 子 が まる で 太陽 の コ 
ロナ の よう に 動い て いる 。 そ ん な 瞬間 を 表現 。 


サイ ズ : F50 (1167X910mm) 参考 価格 :330 万 円 


作 唱 講 中 190 


この 絵 の タ イト ル は 「 楽 の 実 」。 実 は 落ち 種 を まき 
土 に 根ざし 、 成 長 し また 大 樹 と な る 。「 楽 し い 」 
と いう 気持 ち で 人 と 接し て いれ ば 、 自 然 と その 種 
は 成長 し て いて 、 大 き な か た ち で 現れ る の 


サイ ズ : F50 (1167 X910mm) 参考 価格 :330 万 円 


作品 番号 207 
女性 の 肖像 画 「 楽 」。 凛と し た 女性 が 正面 に 向 か 
い 開 歩 し て いる 様子 。 笑 顔 は 墨 の 油分 と 用 で 光 放 
ち 、 身 体 に は 愛 や 情熱 が ほとばしる 。 未 来 に 突き 
進む 女性 に すさ まじ い エ ネル ギー を 感じ る と いう 。 


サイ ズ :F20 (727X606m) 参考 価格 :132 万 円 


作 員 秋生 13 4 

木 を 通し て 人 間 の 一 生 を 描い た 。 赤 や 白色 に 塗っ 
た 下地 に 思 を 入れ 筆 圧 で 動か す と 、 ア カマ ツ の 樹 
皮 の よう な 木肌 の 筋 が 現れ た 。 水 、 美 、 菌 、 虫 、 
希望 、 間 、 死 ……。 木 と 人 の 生涯 が 重なる 。 


サイ ズ : F8 (455X380mm) 参考 価格 :66 万 円 


作 


『 サ 178 

楽し い が 楽 し い を 引き 寄せ 、 集 まっ て は 高め 合い 、 
つい に は 大 波 に 進化 を 遂げ た 。 原 子 や 分 子 の 性 質 
に イン スパ イア され た と いう この 作品 。 顔 が 描か 
れ て いる と 思い き や 、 よ く 見 る と 「 楽 ] の 文字 が 。 


サイ ズ : F40 (1000X803m) 参考 価格 :264 万 円 


作 記 9143 

墨 了 工人 ・ 伊 藤 亀 堂 氏 の 青黒 を 使用 。 「 素 粒子 の 標 
準 模型 の 作用 ] 十 「 ア イン シュ タイ ン ・ ヒ ルベル 
ト の 作用 ]。 人 類 が た どり 着い た 、 宇 宙 の すべ て 
を 記述 で きた 数 式 を 描い た 、 最 高 傑作 の ひと つ 。 


サイ ズ :F50 (1167 X910m) 参考 価格 :330 万 円 


愛 の ビッ グ バ ン 。 ま る で 血 し ぶ き の よう に 描か れ 
る 朱 赤 と それ を 覆う か の よ びる 黒 。 生 命 誕 
生 の ルー プ を シン プル に 、 ダ イナ ミッ ク に 描い た 
作品 。 


サイ ズ :F50 (1167 x910m) 参考 価格 :330 万 円 


白 


31!9 AA 


飛び 跳ね 、 ぐ る ぐる と 回 り 続け る 円 を 携 
えた “文字 "は 「 書 道家 ・ 武 田 双 雲 ] で は 描け な 
い 。 円 が 「 楽 」 を 構成 し て いて “歓喜 " に あふ れ 、 
アー ト な ら で は の 動き が ある 。 (プロ デュ ー サ ー) 


個人 蔵 


作 秋 83 
「 楽 」。 世 界 平和 を 願う 作者 が 、 世 界 で 最も 動向 が 
注目 され る 夫婦 を 描い た 。 左 は 米 ト ラン プ 大 統領 、 
右 は メラ ニア 夫人 で それ ぞ れ 「 楽 」 で ワン ペア と 
な っ た 。 エ ロス 、 ハ ー ト も 見 られ る 。 


サイ ズ : F50 (1167X910mm) 参考 価格 : 330 万 円 


曜 動 す る 「 楽 」。 太 筆 の 一 文字 で 魂 が 揺さぶら れ 


る 作品 。 墨 と 白 で 描か れ た 気迫 すさ まじ い 「 楽 」 
か ら は 魂 の 鼓動 が 鳴り 響い て くる よう だ 。 作 者 の 
字 を 書く 喜び 、 ア ー ト する 喜び が 伝わっ て くる 


個人 蔵 


品 才 106 
「 異 」。 究極 の 線 質 で ある と いう 重力 を 使っ て 表現 
し た 。 時 を 垂らし 「 異 」 を 拡張 する と 大 小 の 窓 が 
で き 、 次 元 が 広がる 。 幼少 期 か ら 感じ て いた 
異な る と いう 孤独 や 違和感 が 宝物 に な っ た 作品 。 


サイ ズ : F8 (455 x380mm) 参考 価格 :66 万 円 


作品 番 号 172 


「 楽 」。 超 純粋 で 無垢 な 心 を 抽象 化し て 描い た 。 光 の 加減 で 立体 感 ある 弧 線 
や 液体 垂らし た 跡 が 見 える 。 白 は 自然 の 雪 や 雲 、 聖 母 マ リア や 観音 像 で 
も 見 られ る 色 で ある 。 人々 が 心 の より どこ ろ を 求め る 色 と も いえ る 。 


個人 基 


pnMA 


152 


153 


Whirte 


作品 香 号 187 


快 便 「 楽 」」 チ ュー ブ 型 の モデ リン グ ベ ペー スト ( 盛 上 材 ) を 思い の まま に 
絞り 出し た 。 人 間 の 身体 に は 細胞 の みな ら ず 、 何 光 個 も の 細 苗 が 生き て い 
る 。 う ん ち は 菌 活動 の 便り で も ある 。 時 文字 で 小さ く 「 運 ]、「 心 ]」 と ある 。 


個人 蔵 


美人 画 「 楽 」。 凛と し た 女性 の 立ち 姿 を 宇宙 に 重 
ね 合わ せ て 描い た 。 楽 の 中 心 と な る 脚 の あたり か 
ら 、 こ ちら に 語り か け て くる よう で ある 。 女性 の 
雰囲気 を 醸す 柔らか な 円 は 宇宙 の 星々 に も 見 える 


個人 工 


作品 番 中 376 


女性 画 「 楽 」。 女 性 が 見 せる と て つも な いう つ わ 
の 大 き さ 、 母 性 に 感動 する こと が ある と いう 。 笑 
顔 が 見 え 、 相 手 を 包み 込む よう な 黄色 い 光 。 赤 は 
女性 の 情熱 、 子 宮 の 依 徴 だ ろう か 。 


個人 蔵 


作品 9268 

抽象 画 「 楽 」。 キャ ン バ ス 下部 に は 墨 の 山々 が そ 
び え る 。 墨 は 冷 ん で 金粉 と 混ざり 合い 、 巨 大 な 宇 
宙 に 向かっ て エネ ルギー を 放出 し て いる 。 作 者 の 
故郷 で ある 熊本 ・ 阿 菊 山 へ の 愛 も 感じ られ る 


個人 蔵 


作品 番号 3 5 


「 空 ]。 壮大 な 宇宙 の エネ ルギー を 大 胆 に 表現 し た 。 
間 夜 に 仰げ ば 無数 の 星 が 輝 いて 見 える 。 あ る 日 は 
理 音 と 関 光 が 走 り 、 稲 妻 が 空 を 切り 裂く こと も あ 
る 。 ど ちら も 「 空 ] と いう 宇宙 で 起こ る 。 


個人 蔵 


時 


Id 


15+ 


作品 半 200 


誕生 の 喜び 「 楽 」。 墨 と 用 で 何 か が 
生ま れる 喜び 、 エ ネル ギー を 表現 し 
た 。 一 つ ひと つの 汐 み が 重なっ て で 
きた 「 楽 」 は 星 の 誕生 の よう だ 。 誕 
生 の 連続 で 宇宙 は 広がり 続け る 


個人 蔵 


作品 和 叶 340 


宇宙 の 星々 は 遠く 離れ て いる の に 、 
互い に 影響 し 合っ て いる 。 そ ん な 時 
空 を 超え る 何 か に 日 々 感動 し て いる 
中 、 自 然 と 描い て いた の は 、 小 さ な 
小さ な 星 と 赤い 愛 の 印 。 


サイ ズ : F30 (910X727mm) 
参考 価格 : 198 万 円 


作 放 衝 叶 206 

白 と いう 字 が トン ネル の よう に 臭 へ 
と 続き 、 全 体 で 「 楽 」 を な し て いる , 
終着 点 に も 楽 が ある 。「 木 」 の 地点 
は 過去 また は 現在 だ ろう か 。 時 間 軸 
に 沿っ て 「 楽 」 が 永遠 と 続く 。 


個人 蔵 


247 
Souun ヴ の 自画 像 の ひと つ 。 ワ クワ 
ク し て いる と き の 自 分 と 、 未 来 へ の 
ビジ ョ ン を 考え て いる と き の 自 分 
不安 が ワク ワク に 切り 替わる 明 間 を 
キャ ン バ パス へ 。 


サイ ズ : F8 (455x380mm) 
参考 価格 66 万 円 


万 歳 し て いる か い ? 天 に 向かっ て 
手 を 伸ばし て いる か い ? 人 間 一 人 
ひと り の も つ 力 は 無限 大 。 大 いな る 
何かと つなが ろう 、 と いう 思い が 込 
め ら れ た 作品 。 


サイ ズ : P50 (1167X803mm) 
参考 価格 : 330 万 円 


限 大 問題 「 楽 」。 世 界 の 数 学者 を 
畜 ま せる 「 無 限 と は 何 か ] と いう 問 
い に 神 さま が キス し た 財 間 を 描い た 。 
楽に は 神さま の 唇 が あり 、 木 に は 鉛 
健 で 描か れ た 無限 大 (co) も 。 


個人 蔵 


作品 益 叶 393 


自画 像 「 楽 」。 消 極 的 だ っ た Souun 
が 積極 的 に 生き る 宣 : し た 作品 。 
筆 に 含ん だ 墨 と 金粉 で 白地 の キャ ン 
パス を 塗り 変え て いく 。 自 ら の 殻 を 
破る 内 面 的 作業 の 記録 で も ある , 


サイ ズ : F20 (727 x606m) 
参考 価格 : 132 万 円 


作品 番 叶 49.6 


大 自然 と 一 体 化し た 「 楽 ]。 海 を 照 
ら す 月 や 太陽 、 芽 吹き 出す ひと 粒 の 
種 、 ま た は 大 地 に 根 を 張る 一 本 の 木 
に も 見 える 。 作 者 の 愛す る 湘南 の 風 
景 が 楽 の 一 文字 に 溶け 込ん で いる 。 


サイ ズ : F50 (1167x910m) 
参考 価格 : 330 万 円 
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自画 像 「 楽 」。 墨 の 黒 一 色 で 消極 的 
人 間 に よ る 積極 | を 描い た 。 楽 
の 中 心から は 何 か が 渦巻 いて 爆発 し 
て いる よう に も 見 える 。 際 と 陽 が 調 
和 し て 「 楽 」 を 開く 


サイ ズ : F20 (727 X606mm) 
参考 価格 : 132 万 円 


作品 番 う 6 


「 豊 」 二 部 作 の ひと つ 。 木 の キャ ン 
バス 一 面 を 星 で 塗る と 暗 間 が 広がる 
黒色 の チュ ー ブ を 指 で 勢い よく 押し 
出し 、 一 文字 「 豊 」 を 書い た 。 蘭 段 
見 て いな か っ た 豊か さ が 表 れる 


個人 蔵 


作品 秋生 69 


人 類 の 感謝 祭 の は じ ま り を イメ ー ジ 
し て 描か れ た 作品 。 人 類 が は じ め て 
3 次 元 以 上 の 存在 に 気づい た と き 、 
この 上 な く 舞 い 上 が っ た に 違い な い 。 
そん な 思い が 筆 に 込め られ て いる 


サイ ズ :F40 (1000x803m) 
参考 価格 : 264 万 円 


漢字 の 存在 感 を 放つ 「 豊 ] 二 部 作 の 
ひと つ 。 作品 の 一 方 は 天 へ 向かい 、 
も う 一 方 は 大 地 を 遣う よう に 「 豆 ] 
の 線 が 伸び て いる 。 天 と 地 へ 、 森 羅 
万 象 へ の 感謝 が 込め られ て いる 。 


個人 蔵 


黒 


Yoe 
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「 楽 」 の 文字 に 花火 の ごとく は じ け 、 舞 い 艇 る 金粉 。 
エネ ルギー ち た 作品 。 (Souun ウ ) まさ に 花 
火 の ご と く 。 こ の は じ け て いる 願 は 、 人 に よっ て 
も 極端 に 変化 する 。 (プロ デュ ー サ ー) 


サイ ズ : F20 (727 X606mm) 参考 価格 : 132 万 円 


作品 番号 362 

白い 昇り 龍 の よう に 上 へ 向かお うと する 「 夢 ]。 
龍 に 号令 を か ける が ご と く 、“GOI" と 鮮やか な 赤 
色 を 重ね た 。 渦巻 いて いた 作者 の 夢 、 人 々 の 夢 が 
スタ ー ト ダッ シュ する 肢 間 の よう で ある 。 


サイ ズ : F8 (455x380mm) 参考 価格 :66 万 円 「P] 


作品 番 基 357 


楽園 へ の 肩 「 楽 」。 楽園 に つなが る まで の 道 や そ 
の 手前 に ある 世界 観 を 表現 し た 。「 楽 」 の 中 の 白 
と いう 字 は 、 枠 線 の よう に 描か れ 弟 層 に も な っ て 
続い て いる 。 苦楽 で は な く 、 楽 楽 で 麟 が 開く 。 


個人 蔵 


原子 枝 と 電子 。 宇 宙 と 銀河 と 太陽 系 を イメ ー ジ し 
て 描い た も の 。 (Souun ツ ) 「 楽 」 の ポー トレ ー ト 。 
" 顔 * の 正面 " 白 " だ けが 浮か び 上 が っ て 
いる 。 (プロ デュ ー サ ー) 


サイ ズ :F50 (1167x910m) 参考 価格 :330 万 円 


作 昌 導き 280 


「 無 ] と は 何かと いう ひと つの 考察 を 墨 で 描い た 
縦横 の 線 は 中 宙 の 時 空間 、 人 間 社 会 、 脳 細胞 の 巨 
大 な ネッ トワ ー ク の よう に も 見 える 。 痛 景 か ら 光 
や 明る さ が 感 じ ら れ る 。 編 集 者 ・ 箕 輪厚 介 氏 盟 入 


個人 工 


か か る 虹 」 が テー マ 。 レ イン ボー カラ ー 
で は な く 、 キ ャ ン バ ス の 地 の 色 を 生か し つつ 、 時 
独特 の グラ ョ ン を つけ て いる 。 指 の 腹 で 描 
いた 花びら も 自然 と 「 楽 」 の 文字 に 見 えて くる 。 


サイ ズ :F30 (910x727m) 参考 価格 198 万 円 


時 
とみ ル 1 球 
漆黒 の 中 に 浮か び 上 が っ て くる 「 楽 」 の 文字 。 未 
来 へ の 不安 。 過 去 の 傷 。 そ ん な こと さえ も 楽し む 
ん だ と 、 自 分 自身 に 問い か け て くる よう な 、 は か = 
な くも 勇気 を 与え て くれ る 作品 。 


サイ ズ : M50 (1167X727mm) 参考 価格 :330 万 円 


宇宙 「 楽 」。 スプレー を 手 に 身体 を 動か し て みる 
と キャ ン バ ス に 宇宙 「 楽 」 が 誕生 し た 。 地 球 か ら 
見 えな い 星 の 数 、 銀 河 系 の 姿 は 計り 知れ な い 。 宇 
宙 へ の 愛 と 大 いな る 明 敬 の 念 が 込め られ て いる 。 


サイ ズ :F8 (455X380mm) 参考 価格 :66 万 円 
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作品 番 旧 1 1 1 


仏教 の 根本 教理 「 色 即 是 空 ] を 表現 。 光 と 影 。 暗 
闇 の 向こう 側 。 色 と 空 と 無 。 そ し て 希望 。 実 は 絵 
の 中 に 書 で 「 色 即 是 空 ] と いう 言葉 も 描か れ て い 
て 、 角 度 を 変え る と 見 えて くる 


サイ ズ : F8 (455X380m) 参考 価格 :66 万 円 「P] 


作品 番 919 


量子 の も つれ 。 エ ンタ ング ル メ ント の 強い 力 。 僕 
ら は 原子 、 宇 宙 レ ベル で も 、 時 空 を 超え て つなが 
っ て いる こと を 表現 し まし た 。 で も それ ら は 愛 の 
力 か も し れ な い 。 そ ん な こと を 思い な が ら 


サイ ズ :F50 (1167 910mm) 参考 価格 :330 万 円 


人 番号 355 
「 豊 」。 黒地 に 黒 で 描か れ た 「 豊 」 は 観る 者 と 一 緒 
に 見 えな い 豊 か さ を 見 る 、 と いう アー ト で も ある 
も の の 数 や 大 き さ だけ で は 人 は 豊か さ を 感じ 続け 
る こと は 難し い 。 日 常に ある 豊か さ を 見 続け る 


個人 蔵 


楽園 に 向かう 物語 。 緑 や 黄色 の 柔らか な 線 の 集合 
体 は 、 自 然 や 人 間 の 営む 地球 だ ろう か 。 そ の 星 を 
宇宙 か ら 備 了 す る と 、 暗 闇 か ら 情 熱 の 赤色 を ま と 
っ た 希望 "hope in the Dark" が 浮か び 上 が っ た 。 


サイ ズ :F8 (455x380mm) 参考 価格 :66 万 円 「P] 


全面 黒 の キャ ン バ ス に 描か れ た の は 大 き な 「 愛 ]。 あ な た の 愛 は 目 で は 見 
えな いけ ど 、 ち ゃ ん と 感じ て いま す 。 愛 し て いま す 。 愛 を あり が と う 。 愛 | 
し て いま す 。 と いう 気持 ち を 込め た 作品 。 


サイ ズ : F20 (727X606mm) 参考 価格 : 132 万 円 
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のぶ 


Black 


旨 子 は 引き 合い 原子 を つく り 、 
子 ほ き ら に 集まり 星 を つく る と 生命 が 誕生 し 、 僕 が 生ま れ た 


うし て 命 は 紡が れる 。 生 命 誕生 と いう ビッ グ バ パン な の で ある 。 


これ も 「 楽 」 と 書か れ て いる が 、 中 央 に ある “" 白 "の 左右 それ ぞ れ 
途方 も な く 多い 。“ 木 "に あたる 部 分 も そう 

字 を 知る 人 は 、 そ の フォ ルム か ら 衣 
。 書き 順 を 知っ て いれ ば 、 音 楽 の メロ ディ の よう 
に 流れ が わか る は ず だ 。 こ の 「 楽 ] を 見 る と 、 か な り Rock で ある 。 


サイ ズ : F50 (1167x910mm) 参考 価格 : 330 万 円 
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書道 家 ・ 武 田 双 雲 が 、 現 代 ア ー テ ィ ス ト ・Souunn ツ と し て 活動 を 開始 し た の は 2018 年 
か ら 。 その 作品 点数 は すでに 約 500 点 を 超え 、2020 年 2 月 4 日 に は 自身 初 の 個展 「 ビ カ 
ッ 、 ご めん 。] 展 が 控え て いる 。 そ ん な 貴重 な 作品 の 一 部 を 小 誌 で 特別 に ご 紹介 し ます 。 


渋谷 PARCO「Discover Japan Lab.」 で 展示 ・ 販 売 予定 の 作品 は 、 デ ー タ 欄 に 「P」 と 記載 し て いま す 。 


介 番号 215 TProduccrcommcnts 

呈 宙 が 加速 膨張 し て いる と 知っ た と き 、 皆 飛び 上 が る くら い 驚 いた 。 だ が 、 珍し い 「 引 き 算 ] の 作品 。 ほ か の 「 楽 | 作品 は ポジ ティ ブ プ だ が 、 こ 

いま の 科学 で ほど こ に そん な 力 が ある か わか ら ず 、 僕 は それ を ダー クエ ネ の 作品 の 「 楽 ] は 、 高 深 な 白 の 内 側 に 潜ん で いる 。 垣間見 える “ グ 

ルギー と 名 づけ た 。Souun つ に と っ て この ダー クエ ネル ギー は 希望 な の だ 。 レー" が 「 楽 ] な の だ 。Souun ウ は ダー クエ ネル ギー と いう 表現 を 
し て いる が 、 そ れ は 見 えな い だ け に 、 よ り パ ワ フ ル に 感じ られ る 。 

サイ ズ : F50 (1167 X910mm) 参考 価格 :330 万 円 


ダー クエ ネル ギー は 黒 で は な く 、 な ぜ か 白 に よっ て 隠さ れ て いる 。 
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現代 アー ティ スト と し て の 個展 に 向け て 、 ひ と 足早 く 大 公開 ! 


Souunn ソ の - 避 め る 現代 アー ト 


文 = 相 機 中 野 足 ヶ (P119 
texr Noriko Aiso, Takako Nakano, Saori Maki, 時 apan photo: Taisho Morira, Hiroyuki Kudo 


作品 午 382 Trodccrcommcts 
原子 番号 83 番 ビス マス 「 楽 ]。 専 門 家 立 ち 会 い の 下 重 全 属 ビス マス ( 蒼 鉛 ) 全 属 を 流し 込み 、 そ の 金属 が まる で 生き て いて 、 育 つよ うに 立体 化 
を 鍋 で 加熱 し て 液体 化し 、 キ ャ ン バ パス ヘ へ 一 気 に 流 し 込ん だ 。 闇 に 浮か ぶ 「 楽 」 し た 、 そ し て 外部 環境 ( 光 ) に よっ て 色 を 変え る 前 代 未 聞 、 双 雲 の 
は 色 で は な い 。 表面 の 酸化 肛 が 光 に 干渉 し て 見 せる 構造 色 で ある 真骨頂 た る 作品 。 こ れ は 思い 通り に な ら な い 社 会 な どの 外部 と 関わ 
り の よう で も あり 、 自 分 で 変え る こと が 可能 な 自己 の 意識 の よう 。 
個人 蔵 「 楽 」 の 文字 は 、 丸み を 帯び た 輪郭 で 、 本 人 の 自画 像 の よう で も ある 。 
間 : 武田 肥 雲 ゲロ ジェ クト 事務 局 souunarreegmailLcom 作品 


認 (だ き 


163 また 、 掲 載 作品 に 


いて は 2020 年 2 月 か ら の 個展 「 ビ カツ 、 ご めん ] 展 


寺 ウ ェ ブ サイ ト www.souun.net を ご 


川崎 : その ほう が いい と 思い ます 。 
ーー な ぜ 、 そ う 思 われ る の で すか 。 
川崎 : 歌手 や タレ ント が アー ト の 作 
品 を 発表 し て も 、 ア ー ト 業界 で アー 
ティ スト と し て 認め られ る 人 は 少な 
いで す よ ね 。 それ は 兼 業 だ か ら 。 双 
雲 さ ん も 「 書 道家 ・ 武 田 用 を 知 


る 人 た ちの 目線 を 変え させ る こと は 、 


と て も 重要 な こと だ し 思い ます 。 
「 書 が アー ト 」] の 進化 する 可能 人 性 


高橋 : 双 雲 さん の 作品 の どん な と こ 
ろ に お も し ろ み を 感じ ます か 。 
川崎 : 書道 っ て 書き 順 が あり ます よ 
ね 。 だ けど アー ト に は な い 。 長 年 、 
書き 順 を 守っ て きた 双 雲 きん だ か ら 
こそ を 、 ア ー ト 作品 の “描き は じ め と 
講 き 終わ り ” を 想像 し な が ら 見 た ら 
お も し ろ を そう で す 。 

高橋 : 日 本 人 独特 の 視点 で すね 。 外 
国人 は 書 が 絵 の よ うに 見 える か ら 、 


フォ ルム が 重要 に な り ま す 。 だ けど 、 


日 本 人 は 漢 = 


読め る か ら 、 書 き 順 


い オ 書 
を 1 道 
ー レ 
有 イィ I\* 
えて エ 』 ら 
さ ス ア 
せ の 1 
る テ 
か 目 イ 
o 線 < 
を ト 
2 


scUYCGSw で 溢 S の t 薄 
こざ 菩 Ot 二 で き で ご 記 誠 
S 癌 葵 テ ー せ fmO'S 許 0w 唱 S 頁 職 


が わか る 。 た し か に 、 書 き 順 を イメ 
ー ジ する と 、 音 楽 の よう に リズ ム や 
メロ ディ ー が 浮か び ま す よね 。 し か 
も 作品 に よっ て リズ ム が 違う 。 そ れ 
を 感じ る こと も 、 作 品 の お も し ろ さ る 
で も ある と 思い ます 。 

一 一 高橋 さん が 感じ て いる 、 双 雲 


作品 の お も し ろ み は 何で し ょ う 。 
:* れ た 理由 


高橋 : 僕 が 双 雲 きん に : 
の ひと つ は 、 楽 と いう 言葉 を テー マ 
に 選ぶ モン ス 。 非常 に 中 唐 的 な 言葉 
で す が 、 嫌 いな 人 は いな いで す よ ね 。 
川崎 : 双 宏 さん の 作品 の テー マ は す 
べ て 「 楽 」 な ん で すか ? 

高橋 : 400 点 以上 ある 作品 の 95% 
は 「 楽 」 で す 。 た だ 、 双 雲 きん は 描 
〈 瞬間 の 感情 を 基 に 表現 し て いる の 
で 、 テ イス ト は バラ バラ 。 それ は 、 
双 雲 作品 の 特長 の ひと つ で す 。 

川崎 : お もち しろ いで すね 。 

高橋 : 双 雲 さん の アー ティ スト と し 
て の 可能 性 は 、 ど う 思 われ ます か 。 

川崎 : アー ティ スト と し て 振り 切っ 
て 活動 する ほう が 、 才 能 が より 大 き 


リン クル 代表 取締 役 
川崎 祐一 
(か わ さ き ・ ゆ うい ち ) さ ん 


1984 年 生ま れ 。2011 年 
イン ター ネッ ト の 広告 代 
理 店 ・ リ ンク ル を 創業 。 
アー トコ レク ター と し て 
も 活動 し て お り 、700 点 
以上 の 作品 を コレ クシ ョ 
ン し て いる 


《 開花 する よう な 気 が し ます 。 書か 
ら ア ー ト 、 ア ー ト か ら の 書 へ の ルー 
プ で 、 双 雲 さん の 書 は 進化 し 、 現 代 
カー( ト AI 面 され る 可能 性 も $ あ 
る は ず 。「 武 田 双 雲 っ て 昔 は 書道 家 
だ っ た らし いよ | な ん て 、 語 られ る 
日 も 来る か も し れ ま せん ね 。 


。 ク テー ざ 滞 陽 


co 中 均 の 民 訂 古 テー 中 唱 
へ ーー で S べ 。 ク 2 中 び ざき テー 
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The Charm 


rei プロ デュ ー ス の 仕掛 け 方 


4 し 放 ヨコ IMETHOD FOR PRODUCING Souun ソ 's ART 


Souun ウ アー ト の プロ デュ ー ス 


ーー 一 高橋 さん は 、 ブ ラン ド マ ー ケ テ 
ィング の 手法 で 双 雲 作品 の プロ デュ 
ー ス を し て いま す 。 ま すず 、 そ の 概要 
を 教え て くだ さい 。 
高橋 : 私 は アー ト の 専門 家 で は な く 〈 、 
日 頃 は 企業 の マー ケティング や ブラ 
ン デ ィング を 手掛け て いま す 。 そ の 
経験 を 基 に 、 双 雲 き ん の アー ト 作 品 
の プロ デュ ー ス を 行っ て 
いる ん で す 。 その 手 は じ 
め と し て 、2019 年 2 月 
に 開催 する 個展 の スポ ン 
サー 企業 し と と も に コラ ボ 1 」 と 定義 し プラ ン デ ィング $ 行 っ 
実施 し 、 双 雲 さ ん "て いま す 。 こ の 手法 の メリ ッ ト は 、 
の 路 出 を 増やし て いき ま 効率 的 で 効果 的 な こと で す 。 
す 。 狙 い は 、 書 道家 と し 川崎 : ギャ ラリ ー に 所 属し 、 何 年 も 
て 「 圧 倒 的 な ナン バー ワ か け て 売り 出す こと が 一 般 的 で すか 
ン 」 に 押し 上 げ る こと 。 ら ね 。 2 月 の 個展 で は 、 書 も 展示 き 
それ と 並行 し て 、 双 雲 き れる の で すか 。 
ん の アー ト 作 品 を 「 ア ブ 高橋 : ま だ 計画 段階 で す が 、 書 道家 


テ VMINS 操 天 き 河 陸 
> コー ロ 出 口 いい 


。 最 交 ご 本 mV ふ 山寺 ー ス 


的 潮 当 押 テー 


っ 
ン 


企画 


コーロ 出口 1S の UnnOS・ テ ュー 地 品 
の Ok へ NTYO' 飼 


スト ラク ト カリ グラ フ と し て の 書 は 展示 し な い 予 定 で す 。 

効 売 ー セ 非 
率 り 般 ン |』 普 
的 方 的 ス と に 

武田 双 実 アー ト プ ロ な 必 な も い 中 

ジェ クト の プロ デュ | は ノ 独 う 席 
ミ 』 具 』 1 特 。 言 的 

邦 思 き ん と 、IT に な 2 記 葉 な 

の 代表 取締 役 で 『 る お を 

W ケ ス も 

アー ト ュ レクター で 独 ト 選 

客員 教授 し し て る 后 自 の し ぶ 

動 す る 川崎 禁 一 きん ン 路 ろ 

電 ヨ い 

が 、 現 代 ア ィ ス ン 線 に 

ト ・Souun の の 活動 9 に 

や 区 力 、 可 


いて 語り 合っ 
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Souun ツ の 1st ゴール 


Souun ソ 's First Gogl 


B! 代 ア ー ト は 「 思 考 を 楽し か アー ト ]」 
と いわ れ て いる 。 その 思考 の も と 


が 、 コ ン テ ク スト だ 。 コ ン テ ク スト と は 、 


作品 を 説明 する 文脈 の こと 。 作品 を 通じ 
て 「 ア ー テ ィ ス ト が 問い か ける 何 か 」 を 
鑑賞 者 が 楽し か と いう 考え だ 。 こ うし た 
現代 アー ト の メカ ニズム は 、 プ ラン ド マ 
ー ケ ティ ング と 共通 する 部 分 が ある 。 そ 
の ひと つが 、 プ ラン ド の 価値 は 目 に は 見 
えな い 無 形 資産 が 多く を 占め て いる 点 。 
顧客 が プラ ンド の 価値 を 判断 する と き 、 
利益 より も 好き と いう 感情 の ほう が 圧倒 
的 に 強い 。 を その た め 、 プ ラン ド マ ー ケ テ 
ィング の 成功 の ポイ ント は 、 顧 客 と 「 強 


い 感 情 の 絆 ] を 結ぶ こと 。 そ れ に 欠か せ 
な い の が 、 ス トー リー で ある 。 高 価格 で 
も 売れ る ブラ ンド は 、No.1 で あり 、 オ 
ン リ ー ワ ン の 価値 を 伝え る スト ー リ ー を 
も っ て いる の だ 。 そ れ は マー ケティング 
も プラ ン デ ィング の どちら も 高 次 元 で あ 
る と いう こと 。 日 本 に ある 世界 遺産 で た 
と える な ら 、 還 だ 山 は 日 本 一 
の 山 で あり 、 信 仰 の 対象 や 美 の 源泉 と い 
う ス トー リー も ある 。 そ の た め 、 日 本 最 
強 の 観光 地 で ある こと は 世界 で も 認め ら 
れ て いる 。 そ ん な プラ ンド マー ケ テ ィ ン 
グ の ノウ ハウ で 、Souun ツ を アー ト 市 場 
に お ける 富士 山 に し よう と 考え て いる 。 


6 日 本 に ある 世界 財産 を ブラ ンド と マー ケティング の 軸 に 分 ける と …… 


) 


・ 京 都 


・ 奈 良 
⑨ ・ 小 笠原 諸島 


・ 富 士 山 ( 員 賠 ) 
オン リー ワン で あり な が ら 、 
・Souun り 価値 を 共有 で きる 
スト ー リ ー も ある ! 


・ 央 島 神社 (広島 ) 


etc. 


ーーーーーーーーー、 ezz ぁ 


Souun⑦ を 富士山 に する プロ セス 


マー ケティング の 戦略 と し て 実施 し て いる の が 、 書 道家 ・ 武 田 


双 雲 さん の プロ モー ショ ン だ 。 個 展 の スポ ン サ ー 企 業 と の コラ 


41= 


ボ イ ベ ント な ど を 次 々 と 仕掛 け 、 体 験 の 機会 を 増やし て いる 。 
狙い は 、 あ ら た め て 武田 双 雲 さん の 認知 を 高め 、 圧 倒 的 ナン バ 


ー ワ ン の ポ 


ョ ン を 確立 する こと 。 そ れ と 並行 し て 、Souun 


の オン リー ワン の 価値 を 伝え る プラ ン デ ィング を 行っ て いる 。 
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The Charm 
of Souun: 


タン ドス トド り 宇 


し 攻 コ BRAND STORY DEVELOPMENT 


( sroRY1 日 本 に ある ふた つの “ 美 "の 感性 ) 


S 四 某 OunnoS 


(が 


到 雲 さん の 作品 は 両方 兼ね 備え て いる ! 
Souun⑦ と 作品 の プラ ン デ ィング を 強化 する た め に 開発 し た の が 、 縄 文 文 化 と 弥 


生 文化 の どちら に も 属す る と いう 文脈 だ 。「 日 本 の 美 の 源泉 で ある 縄文 と 弥生 、 双 
方 の 魅力 を 兼ね 備え る 天才 ] と いう スト ー リ ー を 作品 か ら 読 み 解い た 。 


sroRY_2 Souun ソ と 武田 双 雲 の バリ ュー プロ ポジ ショ ン 


ー ニ ーー ひい へ いい は SR 麗 庫 計 


感情 の 絆 は 、 ま す 感 動か ら 。 
Souun ソ の 魅力 は まさ に コレ ! 


6 srToRY 3 ブラ ンド の クレ ド と コー ズ マ ー ケ ティ ング ) 


シン ボル は 「 感 謝 雲 ] と いう タイ トル で 、Souun ソ の 理念 を 


表現 し た 。「 ふ た つ ( 双 ) の 無限 (C) に つなが る ハー ト ( 心 ) ジ RA 
の 雲 」 は 、 感 謝 か ら は じ ま り 、 幸 福 や 平和 へ と 導い て くれ る ( 

と いう スト ー リ ー だ 。 た と えば 、 移 動 手 段 は 徒歩 か ら 車 、 飛 

行 機 と 発展 し 、 人 は 大 き な パ ワー を 手 に 入れ て いる 。 そ の バ 


ワー を 幸福 に 転換 する 方 法 は 、 感 略す る こと 。 そ こ に ある 
弄 す べき こと に 気づけ ば 、 そ の バ ワ ー 以 上 の 幸せ が 感じ られ 8 
る 。 そ れ が 、Souun の 考え だ 。 感 結 は 幸せ を 生み 出す 力 が 
だ な 


悦 * キ > 


ある 一 一 そん な シン ボル の 「 ハ ー ト 型 の ふた つの 雲 」 の 意味 
を 、 現 代 ア ー ト を 通し て 世界 に 問い か け て いく 。 
武田 双 雲 TSWW ア ー ト プロ ジェ クト 


ZZ ウ スト ドラ ク ド カリ クラ ワン ィ ーー 0 
の 構成 要素 


ABSTRACT CALLIGRAPHY's COMPONENT 


アー ト の モチ ー フ は 「 言 葉 」 


「 書 」 で 極め た 構図 


Souun ざ 作品 の 最大 の 特徴 は 、「 文 字 ] が 
モチ ー フ で ある こと だ 。 モ チー フ で ある 文 


字 を 抽 集 的 に 表現 し て いる た め 、 意 味 に と 


ら わ れる こと が な い 。 要 する に 、 抽 象 画 の 
よう に 言葉 を 感じ る こと が で きる 、 世 界 で 


は じ め て の 書 で あり アー ト な の だ 。 そ れ を 


「 ア プス トラ クト カリ グラ フィ ー 上 と 定 


義 し 、 プ ラン ディ ング を 行っ て いる 。 


パワ ー と テク ニッ ク 


通常 、 画 家 は キャ ン パ ス を 立て て 作品 を 描 


く 。 だ が 、Souun ツ は 書道 と 同様 に 、 キ ャ 
ン パ バス を 床 に 置い て 描い て いる 。 そ の 描き 


方 も ユニ ー ク で 、 手 で 描い た り 、 頭 で 描い 
た り も する 。 書 は 一 発 勝負 な の で 、 キ ャ ン 
バス に 向かう 時 も 、 迷 い が な い 。 勢い が す 


ご い 。 そ れ は 作品 の 迫力 と し て 見 る も の を 
惹き つけ 、 余 白 を も 制圧 し て いる 。 


IM 文字 の は じ ま り 


文字 の 無限 ルー プ 


完成 し た 文字 に 感情 を 加え 、 抽 象 化 。 そ の 流れ は 文字 の ルー ツ で あ 


書道 家 で ある 武田 双 雲 さん は 、 当 然 だ が 字 
が うま い ( 笑 )。 作 品 の モチ ー フ に は 抜群 
の 文字 な の で 、 構 図 の 取り 方 が 書 と 同様 で 、 
安定 感 が ある 。 絵 で いえ ば 、 基 礎 の デ ッ サ 
ンカ が ある と いう こと だ ろう 。 ア ー ト 作品 
の 「 余 白 ] や 「 間 ( ま )」 の 取り 方 も 独特 で 、 
それ も 書 の 構図 と 融合 し て いる 。 作品 の 圧 
倒 的 な 迫力 も 、 書 で 培っ た も の だ 。 


無限 の バリ エー ショ ン 


Souun ウ に と っ て 書 の 原点 の ひと つが 「 大 ] 
と いう 文字 。 文 字 の ルー ツ が 「 人 」 で ある 
と 教わっ た と き 「 人 の 数 だ け 大 が ある と 感 
動 し た 」 と いう 。 つ まり 、Souun ウ が イメ 
ー ジ する 文字 の か た ち に は 、 限 界 が な いと 
いう こと 。 そ の た め 2D、3D を も 問わ な い 。 
だ か ら 、 鑑 賞 者 は 心 を 揺さぶる “奇跡 の 一 
枚 " に 出合 っ て し まう 。 


完成 し た 文字 に 
さら に "感情 "を 
プラ ス 


[ : ) 文字 の 完成 
っ 西 Z 


楽 


る 象形 文字 に 回 帰し て いる よう に も 見 える 。 ア プス トラ クト カリ 
グラ フィ ー は 、 世 界 中 に 漢字 プー ム を 巻き 起こ すか も !?. 


Souun は 、 作 品 の モチ ー フ に 「 楽 ] と いう 言 
葉 を 選ん で いる 。 感 情 に よっ て 「 楽 し い ] で あ 
っ た り 「 ラ ク 」 で あっ た り 、 意 味 の 変化 は さま 
ざま 。 そ ん な 言葉 の 魅力 は 、 い われ て みれ ば 気 
づく "潜在 | ズ " だ 。 そ れ を 無意識 に 、 何 
の 購 路 も な く 選ぶ Souun⑦ は 、 技術 だ け で な く 、 
直感 的 に 描く べき も の を 察知 する 史 覚 に も 長け 
て いる アー ティ スト と も いえ る 。 平面 作品 は 、 
無垢 だ けど 芯 の ある 清潔 感 の ある 少女 が イメ ー 
ジ 。 こ の 一 点 で アプ スト ラク トカ リグ ラフ ィ ー 
の ルー プ が 感じ られ る 代表 的 作品 (個人 蔵 ) 。 


平面 作品 


上 の 作品 の 解説 は P117 
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仕掛 け 人 、 
二 時 0 語 尊 あ 


.o7 の 2 
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The Charm 
of Souun つ Art 


Soulun ツ 
アー ト の 
魅力 


武田 双 宏 きん の アー ト 作 品 の 可能 性 に 
いも 早 、 ア ー テ ィ ス ト 活 動 の 
プロ デュ 掛け て いる 中 
さん 。 現代 ア ィ ス ト ・Souun の の 


生み の 親 で も ある 高橋 氏 に 、 あ ら た め 
て Souun の 作品 の 法力 や 独自 性 に つ 
いて 解説 し て も ら っ た 

= 西山 六 写真 = 山 平 更 


rexe Kaoru Nishiy 
phoro: Atsushi Yamahima 


到 雲 さん に は 
ブラ ン デ ィング の 要素 が 
揃っ て いる ! 


… エグ ゼクティ ブ プ ロ デ ュ ー サ ー 


武田 双 雲 ワー ルド ワイ ド 
“感謝 "アー ト プ ロ ジェ クト 事務 局 


プラ ンド マー ケティング の 専門 家 。 
一 般 的 な アー ト の アプ ロー チ で は な 
く 、 マ ー ケ ティ ング と プ ブランディ ン 
グ の 手法 で 、 現 代 ア ー テ ィ ス ト ・So 
uun の プロ デュ ー ス を 行っ て いる 


Souun ツ アート を 語る 上 で 不可 欠 な 要素 


アブ スト ラク ト カリ グラ フィ ーV 
] ・ の 構成 要素 


ABSTRACT CALLIGRAPHY's COMPONENT 


2 フラ ンド スト ー リ ー 
BRAND STORY DEVELOPMENT 


3 。 Souun ソ の 1st ゴ ー ル 


Souun ソ 's First Goal 


4 。 プロ デュ ー ス の 仕掛 け 方 


METHOD FOR PRODUCING Souun つ 's ART 


そもそも …… ア ー ト と は 、 生 活 を 豊か に する も の 


アー ト は 、 地 球 上 の 生物 の 中 で 人 


間 だ けが 楽し め る も の だ と 考え られ 


5 


2 靖 ー ス カルス RI は | 国 下 人 5 


歴史 に よっ て 培 わ れ た 文化 な ど を 、 


自 


ざま な 手法 で 表現 し て いる 。 


し コ 
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ら 6 の “ 知 " に よっ て 変換 し 、 さ ま 


武田 双 雲 きん は 、「 書 ] の 在り 方 
革新 し て きた パイ オニ ア だ 。 長 年 


に わた り 、 文 字 の 素晴らし さ を 多 く 
の 人 に 再 認識 させ て きた 。 そ ん な 稀 
代 の 天 オ アー ティ スト が いま 、 も ち 
得る 感性 を 投じ 、 次 々 と 現代 アー ト 
作品 を 完成 させ て いる 。 

た だ 、 ア ー ト に 対し て 、 高 尚 な イ 
メー ジ を も っ て いる 人 も 少な 〈 く ない 
だ ろう 。 どう や っ て 楽し め ば い いか 


わか ら な か っ た り 、 買 う 基 準 や 価値 
が 不明 上 膝 だ と 思わ れ て いた り も する 。 
だ が 、 ア ー ト の 価値 を 決め る の は 、 

鑑賞 者 で あり 、 最 も 優先 すべ きこ と 

は 「 こ の 作品 が 好き 」、「 心 地 よ い ] 
と いう 感覚 で ある 。 気に入っ た 作品 
と 暮 6 す 、 だ か ら こ そ を アー ト は 、 生 
活 を 豊か に し て くれ る の だ 。 


双 雲 : 偶然 過ぎ る し 、 狙 っ て で きる 
こと で も な い 。 こ の こと は 、 僕 に と 
つて エポック メイ キン グ な 発見 と な 
5 まし た 。 僕 が や る べき こと は 、 た 
だ 機嫌 よく 過ごす だ け 。 本 当 に それ 
だ け で いい と 確信 し て いま す 。 
塩田 さん に と っ て アー ト は どん 
な 存在 で すか 。 

塩田 : アー ト を 見 る こと は 、 ニ ュー 
トラ ル に 感情 を 戻す きっ か け に も な 
り ま す 。 会 社 で は 、 考 えて いる (thi 
nk) 時 間 が ほとん ど 。 だ けど アー 
ト は 感じ る も の (feel) な の で 、 考 
え (think) の スイ ッ チ が 自然 と 切 
れる ん で す よ ね 。 

双 雲 : た し か に 、 富 士 山 を 見 る と き 


ピン と きた ! 直感 で 選ん だ 作品 
1 は 大 胆 な 色 使い と 動き に 惹か れ た と いう 。2 は 、「 波 や 


流れ 、 海 と いっ た イメ 


動き が あり つつ も 、 ゆ っ 
た り し た 印象 も あり 目 に 留まっ た ] と 塩田 さん 


は 、 考 えな いで 感じ ます よね 。 

: そう そう 。 ア ー ト を 見 る の は 
を 見 る こと に 近い 。 そ も を そ も 、 
双 雲 さん は 自然 体 で す よ ね 。 作 品 に 
描か われ て いる 「 楽 ]」 を を その まま 生き 
て いる 印象 が あり ます 

到 雲 : いま は 思考 を 限り な く ゼ ロ に 
する 実験 中 で す 。 そ の 結果 どん な 表 
現 が 生ま れる の か 試し て いる と ころ 
な の で す が 、 何 も 理想 と せ ず に 描く 
の で 、 常 に 失敗 する 。 た と え ぇ 失敗 し 
て も 怒ら ず 、 な ん で そん な こと し ち 
ゃ っ た の 一 っ て 自分 に 笑い な が ら 言 
っ て ます ( 笑 )。 論 理 的 に 考え ず 、 
と こと ん ワク ワク する 方 向 に 向かっ 
て いま すね 


各 作 品 の 解説 は P153 一 124. 


。r* ご て rey じ ErrO 証 貴 践 


の マ 


ぷら 届 計 翌 和 ど や べ ペ 


ぶ 愛 立 誤 舞 汗 座 デ ー ン 
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簡単 に 感じ られ る よう に な っ て きま 
43 

到 雲 : わか り ま す ! 楽し て な れ ば 
な る ほど 楽に な る 。 だ か ら 僕 は 「 楽 ] 
を 描い て いる ん で す 。 思い込み を な 
(し て 、 自 分 の 感情 を 大 事 に し な が 
ら 、 こ の 瞬間 を 楽し ん で 過ごし て い 
れ ば 、 誰 で も 楽に な る し 、 勝 手 に う 
まく 《 い 《 よ うに な る ん で す 。 その こ 
と を いくら 伝え て も 「 双 雲 さん は 特 
別 だ も ん ね 」、「 双 雲 る きん は 天才 だ か 
ら 」 っ て な っ ちゃ う 。 経営 者 に 伝え 
て も 、「 株 主 が いる し 、 利 益 を 上 げ 
な くち ゃ いけ な い 。 そん な の 無理 だ 
よっ て 」。 僕 だ け で は 説得 力 が な い 
ん で す 。 感 情 を 大 事 に する っ て 言葉 


塩田 さん が 購入 し た 作品 


作品 の 中 に ハー トド リプ ブン! 


に する こと は 簡単 だ けど 、 実 践 する 
こと は 難し い 。 そ れ が わか る か ら こ 
そ 、 ビ ジネス の 世界 で 挑戦 し て 結果 
を 出し て いる 塩田 きん は 、 僕 に と っ 
て ヒー ロー。 僕 は アー ト の 世界 で 証 
明 し て いき た いと 思っ て いま す 。 


偶然 過ぎ る 出来 事 


一 一 塩田 さん は 双 雲 きん の 作品 を 3 
点 購入 され まし た 。 

塩田 : 白い 作品 は 自分 で も 「 な ん で 
これ な ん だ ろう 」 っ て 思っ た の で す 
が 、 不 思 議 な くら い 心 が 揺さぶら れ 
まし た 。 だ けど 、 驚 《 べ き 事 実 が あ 
っ た ん で す よ ね 。 僕 が 購入 を 検討 し 
て いる と 言っ た ら 、 双 雲 さ ん が 作品 


絵 の 中 に 小さ く 「 心 (heart)] と 「 運 ぶ (drve drive 
n)] と いう 文字 が 描か れ て いる 。 偶 然 に も 塩田 さん の 
著書 『 ハ ー ト ドリ プ ブン] と 読み 取る こと が で きる 


の 説明 を し て くれ て 、 絵 の 中 に 小さ 

く 「 心 」 と 「 運 ] と いう 文字 が 描か 
れ て いる こと が わか り ま し た 。 を の 
と き 「 心 (hear0」 と 「 運 ぶ ぶ (drive 
グ driven)」 で 「 ハ ー ト ドリ プ ブン]」。 
本 当 に 驚き まし た 。 

到 雲 : いま 、 思 い 出 し て も 鳥肌 が 立 
ち ま す ね 。 し か も 、 実 は その 作品 は 
「 う ん こ 」 を モチ ー フ に し て いる ん 
で す 。 そ の こと も ゃ 一 応 、 伝 えて お く 

べき だ と 思っ て 話し た ら 、 塩 田 さん 
が 「 ア カツ キ 、 う ん こ ミ ュー ジア ム 

を 手掛け て いる ん で す 」 っ て 。 二 人 
で さらに 「 ぇ えー !」 っ て な り ま し た 。 
塩田 : 本 当 に 何 も 知ら ず に 選ん だ の 
で 、 衝 撃 で し た 。 


「 運 」 


「 運 ] と いう 文字 は 「 運 
を 運ぶ ] と いう イメ ー 
ジ で 描か れ た も の だ 。 
作品 の モチ ー フ で ある 
「 ぅ うん こ 」 の 「 う ん 」 
で も ある 


[や 


「 心 」 と 「 運 ] で 「 ハ 
ー ト を 運ぶ ] と いう メ 
ッ セ ー ジ も 込め られ て 
いる 。「 そ の こと を 知 
ら ず に 選ん だ 。 意味 を 
知っ て 鳥肌 が 立っ た 」 
と 塩田 さん 


伸 


アカ ツキ の オフ ィ ス 内 に は 土足 で は 
な て (、 靴 を 脱い で 入る 。 左 ペー ジ の 
写真 の 撮影 場所 は 、SHINE LOUN 
GE と 称し た フリ ー ス ペー ス 。200 
名 ほど 収容 で きる 広々 と し た 空間 で 、 
璧 に は アー ト も 人 節 ら れ て いる 


アー ト と 経営 の 共通 点 


お 二 人 は まだ 出会っ た ば か り で 
今回 、 会 う の は 2 回 目 ど た うか が い 
まま 法 。 
双 雲 : 塩田 さん の 著書 「 ハ ー ト ドリ 
プン] (幻冬舎 ) を 読ん で 、 僕 が 感 
想 を 送っ た こと が 出会い の きっ か け 
で す 。 起 業 家 の 本 な の に 「 魂 ] と か 
「 目 に 見 えな いも の を 大 切 に する ] 
言葉 を 使っ て いる こと が 気 
に な っ て 、 読 み ま し た 。 を その 内 容 に 
共感 する こと が あま り に も 多かっ た 
ん で す 。 失礼 な 言い 方 か も し れ ま せ 
ん が 「 僕 が 求め る 経営 者 が いた !」 
思っ た 。 ま ず は 、 こ の 感動 を 伝え 
た (て 、 面 識 も な い の に いき な り 連 
絡 し ちゃ いま し た 。 
塩田 : Facebook の Messenger で 連絡 
が 来 て 、 和 驚き まし た 。 も し か し た ら 
武田 双 雲 さん の 偽 ア カウ ント じゃ な 
いか っ て ( 笑 )。 
ー 一 双 雲 きん は 塩田 きん の どこ に 一 
番 惹か れ た の で すか 。 
双 雲 : 軽やか さ で す 。 こ れ ま で 数 々 
の トッ プ 企 業 の 経営 者 の 方 々 に お 会 
いし て きま し た が 、 醸 し 出す オー ラ 
ー が まっ た 〈 く 違う 。 そ の 理由 は 、 感 
情 や ハー ト と いっ た 目 に 見 えな いも 
の を 軸 に 、 ビ ジネス を 展開 され て い 


六 屯 多 [ 遂 」 い さき ざさ 各 


アッ 
YBn 革 。 ら み 〆⑤ や ぶ ざ の W 昌 羽 


党 芝 


る か ら だ と 思い ます 。 実際 、 ハ ー ト 
が 大 事 だ と 語る 経営 者 は 少な く な い 
で す よ ね 。 た だ 、 を それ を 実践 し て ビ 
ジネス を 大 きく 成長 きせ て いる 人 は 
僕 が 知る 限り だ と ほとん どい な いと 
思い ます 。 

塩田 : 僕 も か つて は 「 恐 れ ド リプ ブン 」 
だ っ た 頃 も ある ん で す よ 。 そ の と き 
は 、 成 長 が すべ て を 癒す と 思っ て い 
まし た か ら 。 経営 者 は 、 璧 に ぶつ か 
っ て 苦し て ぉ 乗り 越え を る パワ ー が 
ある か ら 、 な か な か 立ち 止ま れ な い 。 
だ けど 、 僕 は 立ち 止ま る きっ か けが 
あっ た ん で す 。 自 分 が 昔 し いこ と に 
気づき 、 ネ ガ テ ィ ブ な 感情 も 受け 入 
れ た ら 楽 に な っ た 。 経営 る どん どん 


WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
国 較 共 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


アカ ツキ 
代表 取締 役 CEO 

ヽ 塩田 元 規 (し も た - け ん き ) 

\ 1983 年 生ま れ 。 横 演 国 立 大 学卒 業 。 一橋 大 学 大 
学院 MBA コ ー ス 修了 。 新卒 で ディ ー・ エ ヌ ・ エ 


ー に 入社 し 、 広 告 事業 に 従事 。 退職 後 、2010 年 
6 月 に 香田 哲朗 氏 と アカ ツキ を 介 業 


(⑥) AkatsukI 


実は 会 えた の は 今日 で 2 回 目 ( 笑 ) 
目黒 の オフ ィ ス に お 邪魔 し て きま し た ! 


藤野 開始 当初 か ら 作 品 も ずっ と 見 間 を 含め 、 あ ら ゆ る 東 縛 か ら 解 放さ 
て いた し 、 夢 中 に な っ て いく (様子 も れ た 人 生 観 だ と 思い ます 。 そ うい う 
伝わっ て き て 、「 こ れ だ よね 」 と 思 次 元 に と ら わ れ て いな い 。「 毎 日 が 
いま し た 。 好き ・ 嫌 いと いう 軸 と 、 パラ ダイ ス 」| も 、 痛 みや つら さも あぁ 
で きる ・ で き な い と いう 軸 を 考え た る けど 、 間 せ 我慢 する ん じゃ な く て 、 
と き に 、 好 き ・ で きる が 一 番 い い に 「 を うい うこ と も ある よね 」 と 青 定 
決ま っ て いる し 、 嫌 い ・ で き な い こ し て こそ を の パラ ダイ ス で し ょ う 。 双 
と は や ら な い ほ うがい い 。 で も 好き ・ 雲 さん の 現代 アー ト 作 品 も 、 双 雲 き 
で き な い は 、 好 き な ん だ か ら 絶 対 で ん 自身 が を そう で あ る よう に 自由 だ し 、 
きる よう に な る 。 双 雲 きん に と っ て 、 「 み ん な 楽し て 生き よう ぜ ] と いう 


アー ト っ て きっ と を そう いう こと な ん 感覚 か の ら 生 まれ た も の 。 そ うし た 作 若 世 双 
だ ろう な と 思っ た ん で す 。 僕 は も と 品 が 普及 する こと が 、 分 断 され た 世 か 界 本 器 
も と 、 双 雲 き ん っ て 、 マ イル ス ・ デ 界 を 救う こと に つなが る と 思い ます 。 れ の き 
イビス や ピカ ツ ソ に 近い と 思っ て いた 。 て エ の 
二 人 と も 、 大 き な 世 界 観 は 最初 か ら い ネ R 
変わ ら な いん だ けれ ども 、 色 や か た の 

ち 、 方 法 な どの 表現 が 時 間 に よ っ て 1 穫 
変化 し て いる 。 そ れ は 双 雲 さん に も 《 


共通 し て いる と 思い ます 。 

双 雲 藤野 さん は 、 僕 が いま まで 言 
葉 で 表現 し て いた も る の を アプ ブス トラ 
クト で 表現 し て も わか っ て くれ る 。 
僕 は 、 ア ー ト を 理解 し て その道 に 進 
ん だ わけ じゃ な く 〈 て 、 勢 いで 進ん で 
いる か ら 、 藤 野 さ ん の よう に 感性 の 
高い 人 に 僕 の 感動 あわ わか っ て も ら え 
る こと は と て も 心強い し 、 自 信 に つ 
な が り ま す 。 

藤野 今度 の 個展 の タイ トル は 「 ピ 
カッツ 、 ご めん 。」 展 だ けど 、 先 日 、 
パリ の ピカ ン ソ 美 術 館 に 行っ た と き 、 
先 に 謝っ て お きま し た ( 笑 )。 将 来 
的 に は 、「 ピ カ ソ っ て 誰 ?」 と いう ぅ 
質問 に 対し て 、「 昔 の 武田 双 雲 」 と 
答え る 日 が 来る と 思い ます よ 。 
双 雲 すご いこ と 言い ます ね ( 笑 )。 
「 ご めん 」 に は いろ いろ な 意味 が あ 
っ て 、 時 代 に 恵まれ て いる と いう 想 
いも ある し 、 僕 は 人 に 恵まれ る 運 が 
と ん で も な てく 強い 。 藤野 さ ん と も を 
うだ し 、 最 高 の タ イミ ング で 最高 の 
人 と 出会え を る 。 そ うい う 運 の 強 さ に 


0 の の よめ 60| も あり 0 あず 「 兆 に よっ て あら ゆる 表情 を 見 せ て くれ る 。 は じ め て 見 た 瞬間 、* 楽 " 
藤野 双 雲 さん の 強み は 、 時 間 や 空 に 込め られ た さま ざま な 感情 が 伝わっ て きま し た ] (藤野 さん ) 


熱し た 若 鉛 ( ど ス マス ) と いう 金属 で “ 楽 " を 表現 
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見 
る 
達 
人 
2 
す 


半纏 さぶ 


ー- 


ざさ 


ー 逮 で W 咽 庄 


“ 楽 " の 文字 そ モチ ー フ に し た 
「 楽 園 シリ ー ズ ] 

“ 楽 " の 文字 を 材料 、 か た ち 、 色 、 技 法 を 
変え て さま ざま に 表現 。1) 書 で 使う 朱 墨 
を 主 に 使っ た 作品 で 、 記 号 と も 読み 取れ る 
模様 と 、 ほ と ば し る 筆 先 が 想 像 で きる 。2) 
鮮やか な コン トラ スト に 目 を 奪わ れる 傑作 
の ひと つ で 、 擬 人 化 さ れ て いる 「 楽 


きっ か け は 一 司 の 本 か ら 


お 二 人 の 出会い の きっ か け を 教 
えて くだ さい 。 

双 雲 僕 が た また ま 藤 野 さ ん の 本 を 
読ん で あま り に 感動 し た か ら 、SNS 
を 通じ て 一 方 的 に メッ モー ジ を 送り 
つけ た ( 笑 ) の が きっ か け で す 
藤野 ちょ うど を その頃 、 会 社 を 引っ 
越す に あたっ て 、 縁 起 の ある も の を 
用 意 し た いと 思っ て いた ん で す 。 僕 
た ちの 主力 商品 で ある 「 ひ ふみ 投信 」 
の 名 前 に は 、「 火 風水 土 心 ]」 と い ぅ 
裏 の 意味 も ある ん で す 。 それで 、 を 
れ ぞ れ の 文字 を 5 つの 会 議 室 の 名 前 
に し よ ょ う 、 せ っ か く の ご 縁 だ か ら 、 
双 雲 さん に その 書 を お 願い し よう と 
いう こと に な り ま し た 。 を の た 
私 を 含め 創業 メン バー 全員 で 
ん を 訪ね た ん で す 。 か な り 和 緊張 し て 
出掛け た ん で す が 、 部 屋 に 入っ て す 


計上 遍 
長 資 

け 束 す 朋 
別 
る て 

了 
| 対 氏 
ん の MD 

も 

を る あ 

) 談 の 


ー ネ ミ ャ h で 
ンク 

ご ロ 
ーー 


errom 


ぐ 「 毎 日 が パラ ダイ ス 」 と いう 和書 に 
全員 が 心 を 射 抜か れ た 。 23 だ 


気 投合 し まし た 。 そ し て 
て も らい 部 屋 に 掛け た ら 、 不 思 議 な 
こと に 、 と て も し っ くり と は まっ た 
ん で す 。 

双 雲 それ は と て も うれ し い 。 書道 
家 は も と も と シャ ー マ ン 。 目 に 見 え 
な い 神 の 言葉 を 文字 に し て 亀の甲 
な ど に 刻ん で いた わけ で す 。 を その 文 
字 が 波動 (エネ ルギー) を 整え る 。 
だ か ら 書 は 、 い い 文字 も た だ 書け ば 
いい ん じゃ な 《 て 、 ど うい う イ メー 
ジ を し な が ら 書 く 《 か が 重要 な ん で す 。 


現代 アー ティ スト 
Souun ツ の 秋 力 と 可能 性 

ーー 一 双 雲 きん が 現代 アー ティ スト と 
し て 制作 活動 を は じ め た と 知っ た と 
き は 、 ど う 思 われ まし た か 。 


制作 に 取り 組む Souun 
じ た 作 品 に 


その 作 


レオ ス ・ キ ャ ビタ ル ワー クス 
代表 取締 役 最高 投資 責任 者 


藤野 英 人 (EC の ・ ひ で り 


国内 外資 大 手 投資 運用 会 社 で フ 
ァ ン ド マ ネ ー ジ ャ ー を 歴任 後 、2 
003 年 独立 ・ 創 業 。 主 に 日 本 の 成 
長 企業 に 投資 する 株 式 投資 信託 
「 ひ ふみ 投信 ] シリーズ を 運用 

一 般 社団 法人 投資 信託 協会 理事 


この ビス マス 作品 を 
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現代 アー ティ スト ・Souun ツ 


1 人 文 = 成田 美 友 還 写 真 = 山 平 数 史 。texc Miyu Nari ジン 人 


テー 地温 


は 時 人 環 紛 (Y 匂 薄 


に ゆ 。 ト に 
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書 と アー ト は 表裏 一 体 の 存在 


歴 に 掛け た キャ ン バ ス に 向かっ た 
か と 思う と お も むろ に 刷毛 で 色 を 塗 
り 出 す 。 と 思え ば 、 チ ュー ブ を 力 強 
(振っ て 絵の具 を を キャンバス に まき 
散ら す 。 次 の 瞬間 に は 、 手 の ひら 全 
体 を 使っ て 色 と い う 色 を 混ぜ 合わ せ 
る 。 その 動き に は 一 切 の た め ら い が 
な い 。 双 雲 き ん は 、 頭 の 中 で どん な 
完成 形 を 思い 描い 
「 何 $ 考 えて いま せん ( 笑 )。 た だ 
た だ 、 い い エ ネル ギー 体 に な る こと 


に 集中 する 。 あ と は 流れ に 身 を 任せ 


る だ け 。 そ うす る と 身体 が 勝手 に 動 
《 ん で す 。 そ を の と き 、 自 分 が 思う の 


と は 逆 の 方 向 に 進み ます 
知 の 領域 に 踏み 込む カ 
分 を 裏切り 続け る 。 双 し ない 
を 続け た 先 に 、 双 雲 ら し さ が 生 まれ 
る ん だ と 思う 。 ア ー ト は 、 そ れ が で 
きる か ら 楽 し いん で す 」 
"楽し い " を 含む “ 楽 " は 、 書 道家 
と し て 独立 し た 掲げ た 人 生 に お 
ける ビジ ョ ン 。 書 道家 と し て は も ち 
ろ ん 、 ア ー テ ィ ス ト と し て も 欠か せ 
な い テ ー マ に な っ て いる 。 


いか に 未 
つま り 、 自 


て いる の だ ろう か 。 


「“ 楽 " に は 、1. 自 分 が 楽 を する 、 
2. 自 分 が 楽し む 、3. 人 に 楽 を させ る 
4. 人 を 楽し ませ る と いう 4 つの マト 
リク ス が あり ます 。 僕 が 目指 す の は 、 
自分 が 楽 で 楽し て 、 世 界 中 の 人 に 
も 楽 を させ て 楽し ませ る こと 。 それ 
を 実現 する も る の が アー ト な ん で す ]」 
双 雲 きん が アー ト に 目覚 め た の は 
約 2 年 前 。 き っ か け は 、 約 東 を 


た ご ほう びと し て 、 娘 さん が 色鉛筆 
を 貸し て て れ た こと だ っ た 。 


「 色 鉛筆 で カラ フル に 
と いう 文字 を SNS に 上 げた ら 6、 そ を 


「I 旧 字体 " 還 " の 久 部 
分 は 神事 な ど で 使う 鈴 
を 表す か ら “ 楽 " の 字 
に は 感謝 も 入っ て いる 
と 思う 。 僕 は 迷っ た ら 
感謝 する 。 触 れる も の 、 
見 る も の 、 す べ て に 感 
謝 の 無 差 別 攻撃 ( 笑 )。 
世界 中 に 感謝 を 広げ て 
いき た いで すね ] 


の 反響 が すご か っ た ん で す 。「 あ ぁ 、 
うい うこ と も 許さ れる ん だ | と 思 
、 そ を そこ か ら は まり まし た ]」 
ょ 、 双 寒さ きん は 、 子 ども の 頃 か 
ら 絵 を 描 ( こ と が 苦手 だ っ た と い 
「 い まで も 時 3 
言わ れ た ら 嫌 だ けど 、 自 由 に 描く の 
は 楽し い 。 そ れ に 比べ る と 書 で は 、 
自分 を 抑え て いる 部 分 が あり ます 。 
で も アー ト だ っ た ら 、 リ ン ゴ を 黒 〈 
塗っ て も いい で し ょ う ? 僕 は 、 を 
うい う 答 え の な い 世 界 が 好き 。 し か 
も 、 そ れ で 人 に 感動 し て も ら え る な 
ん て 、 こ ん な に 楽し いこ と は あり ま 


せん 。 で も 、 自 由 だ か ら こ を 、 ア ー 
ト 作品 に は 、 書 より も 内 面 が 如 実 に 
表れ て し まう 。 だ か ら 人 間 性 を 高め 
た いと 思っ て いま す 。 それ は 、 
人 間 で いる と いう より も 、 気 持ち よ 
《 、 上 機嫌 に 生き る 
し い を 極め て いれ ば 、 自 由 に し て も 
いい 流動 、 エ ネル ギー が 出 て くる と 
信じ て いま す 」 

そん な 双 雲 さん に と っ て 、 書 、 そ を 
し で アデ アート と は 


いい 


と いう こと 。 楽 


「 書 は 心 を 整え る も る の 。 ク ー ル て で 乱 
れ な い 。 それ に 対し て アー ト は エク 
スタ シー。 自 分 の 本 性 を むき 出し に 


し た ら 5 どう な る か と いう 実験 に 近い 
か も し れ ま せん 。 た と える な ら 、 結 
婚 す る な ら 6 書 で 、 火 遊び する 
ー ト ( 笑 )。 ど ちら も 自分 に と 
快感 な ん だ けど 、 を の 方 向 性 が 真 逆 。 
と は いえ 共通 点 も ある し 、 陰 陽 の よ 
うに 、 お 互い が バラ ンス を 取り 合っ 

て いる 存在 で も あり ます ] 

アート 作品 の 多く は 、“ 楽 " と い 
う 文字 が モチ ー フ で 、 一 連 の 作品 を 
0 て 「 楽 園 シ リー ズ 」 と いう 。 
「 僕 は 「 毎 日 が パラ ダイ ス 』 と 思っ 
て 生き て いま す 。 も ちろ ん 、 楽 し い 
だ け の 世界 が ある と は 思っ て いま せ 
ん 。 つ らい こと や 悲し いこ と な ど 、 
いろ ん な こと を 踏ま えた 上 で の パラ 
ダイ ス 。 戦 争 と か 環境 破壊 し か 、 こ 
れ だ け で ちゃ で ちゃ な 世の中 だ か ら 
0 仙人 の 0NUSZ4N27SE 


な ら ア 


GE 


その た め に 超 気持 ちの いい エネ ル ギ 
ー 体 に な っ て 、 人 類 に そう いう いい 
影響 を 与え られ る 存在 に な り た い 。 
そう な る た め の 表 現 、 そ れ が 僕 に と 
っ て の アー ト で す 。 と は いえ アー ト 


に こだわ っ て いる わけ で も な いで す 
が 、 と に か く 〈 楽 に 、 楽 し く 。 書 で も 
アー ト で も 人 生 で も 、 そ れ が 僕 の 個 


性 で も あり 、 オ ン リ ー ワ ン の 存在 に な 
5 得る 理由 だ と 思っ て いま す ] 


絵画 で も 陶芸 で も 、 刷 毛 な どの 道具 を 使わ ず 、 手 
で 作品 を 仕上 ぼる こと が 少な く な い 。「 書 道家 と 
し て は あり 得 な い 行 為 だ けど 、 ア ー ト な ら 許 され 
る 。 色 を 直 に 感じ る 、 そ の 感覚 が 気持 ちい い 」 


R 
8 


制作 中 は 、Souun〈) 自身 、 そ し て 
アト リエ 全体 が 現代 アー ト と 化す 


作品 は 、 半 年 か け て 完成 する も の も あれ ば 、 才 日 
で 完成 する も の も ある 。 い ずれ に し て も 「 生 命 が 
生ま れる よう な 感覚 。 子 育て と 同じ で 、 ど う 仕上 
が る の か は 最後 まで わか り ま せん 」 
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ARTIST 


ざき へ で 流 テ ー 詩 如 州 ど 


プ auno 


書道 家 ・ 武 田 双 雲 さん が 現代 アー ト の 世界 へ 。 

既成 概念 は も ちろ ん 、 自 身 の 思 考 に すら と ら わ れず 、 

これ まで に 約 500 点 の 現代 アー ト 作 品 を 生み 出し て いる 。 
すべ て の 作品 に 共通 する 概念 は 、 

無理 せ ず “ 楽 " に 、 そ し て 自由 に “ 楽 "し く 。 

“ 楽 " は 、 双 雲 さ ん の 人 生 に お ける ビジ ョ ン で あり 、 
目指 す は 、 自 分 の “ 楽 "で 世界 中 に “ 楽 " を 届け る こと 。 
双 雲 さん に と っ て 、 そ の 想い を 表現 する 現代 アー ト と は ? 
そし て 書 と の 関係 は ? 

現代 アー ティ スト ・Souun ソ の 世界 観 に 迫り ます 。 


そう うん 〔 

1975 年 、 熊 本 生ま れ 。 書 道家 と し て 
活躍 し な が ら 2018 年 より 現代 アー ト 
作品 の 制作 を 開始 。1 年 半 の 間 に 制 作 
し た 作品 は 絵画 、 陶 芸 な ど 約 500 点 。 
2020 年 2 月 4 日 か ら 代官 山 ヒ ル サ イ 
ド フ ォ ー ラ ム に て 「 ピ カ ソ 、 ご めん 。] 
展 を 開催 予定 " と いう 文字 を モ 
チー フ に し た 「 楽 園 シ リー ズ ] を は じ 
め 、 数 百 点 の 作品 を 販売 ・ 展 示す る 


双 雲 さん に と っ て 書 が “ 静 " な ら 現 代 ア ー ト は 動 "。 理 性 で は な く 、 本 能 を も っ て し て 作品 制作 に 臨む 
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ドリ エマ アー 
誕 に 取り 組む 
成形 を 思 


内 
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